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　プロローグ




「さ、寒い……」

　少し癖くせのある黒くろ髪かみの男が、暖だん炉ろに手を翳かざし、歯をかちかちと鳴らしながらボヤいた。

　青白い顔に生気は薄うすく、ひょろっとした体たい軀くはまるで小枝の集合体だった。

　シエル・スノーハート。

　こう見えて『天翔虎カルーデイアの軍師』と呼ばれる天才軍師なのである。

「おいおい、何で室内でそんなに寒がるんだ？」

　シエルに背を向け、熱い香こう茶ちやを楽しんでいる少女が声をかけた。

　白金プラチナの艶つややかなツインテール、気品と威い厳げんが溢あふれる顔つき、綿雪のような肌はだ、仄ほのかに赤みが差す頰ほお。

　まるで芸術作品のような容姿を持つこの人物こそ、トーレ帝てい国こくで二年間も暗い牢ろう獄ごくに幽ゆう閉へいされていたフレリカ王女ミオである。

「だって寒いんだもん」

「子供か！　そもそも、ここで生活した事があったんじゃないのか？」

「うん。でも、冬場は専もつぱら部屋の中だったから」

「むー、根っから寒さに弱いのか」

「夏も部屋の中だけどね」

「どういう植物だお前は！」

　ミオの重い溜ため息いきを、眼鏡をかけたもう一人の少女、エナが宥なだめる。

「仕方ありませんよミオ様。シエルは昔からこうなんですから」

　シエルと同じ年で、ミオとは一つしか違ちがわないのに、その身体からだはもう立派な女性の色気を醸かもし出している。肩かたまで伸のばした琥こ珀はく色いろの髪が潤うるおいのある唇くちびるにかかり、豊かな胸はどんな体勢になっても目立ってしまう程ほどだった。

「どうでもいいんだけどさ、ミオ、エナ」

　シエルは毛布を肩に掛かけ、暖炉の炎ほのおに手を当てて言った。

「「ん？」」




「どうして二人は、当然のように僕の部屋でくつろいでるの？」







　第一章　暖かな日々




　今から一ヶ月前。

　シエルとエナは、このラーカス地方を統一したトーレ帝国の帝都ヴァスガイア・トーレから、囚とらわれのフレリカ王女ミオを救出した。

　その後リーフの森の逃とう亡ぼう戦で仲間のフレイ、マギーと合流し、大奇き襲しゆう戦となったリルガ橋の戦いを経へて、旧フレリカ王国ラーゼンの砦とりでを手中に収めた。

　そのラーゼンと南にあるブレイブの町、そしてその先には王都ミスティケープがある。更さらにラーゼンより西に進み、リルガ橋を渡わたった先にモロの城、そこから南にヒューレの町、ルイユノーク城が存在する。この六都市をもってフレリカ王国が成り立っているのだが、ミオやシエルが押さえたのはまだ一つに過ぎない。

　シエルはこの一ヶ月、リルガ橋の戦いで受けた傷を癒いやしつつ、様々な策を練っていた。

「で、シエル自じ慢まんの蜂はち蜘く蛛も隊たいは、また何か摑つかんできたの？」

　エナがシエルのベッドの上で寝ねそべり、何やら本を読みながら訊きいてきた。

「とうとう僕のベッドまで……」

「あん？」

「き、北の情勢は報告が来てるよ」

　シエルが暖炉に薪まきを放ほうり込みながらそう言うと、机にいたミオも顔を上げた。

「ほう、それは私も聞きたいな。帝国に何か動きがあったのか？」

「まずトラインの乱を平定した帝国軍が、帝都に進軍したリュナス軍を撃げき退たいした」

「ほう」

　現在、帝国に反旗を翻ひるがえしているのはミオやシエルらフレリカ勢と、ラーカス南東のパルディナ皇こう国こく、そして北西のリュナス王国である。リュナスは帝国軍が各地の反乱を鎮ちん圧あつすべく出兵した隙すきを突つき、大だい胆たんにも帝都を狙ねらったのだ。

　これほど見事な策を練れる人物はそう多くない。シエルはこのリュナス王国蜂ほう起きの裏に、パルディナへ出しゆつ奔ぽんした『天翼狼ジオードの軍師』アレイアの影かげを感じていた。

「リュナスも裏をかいた見事な作戦だったけど、今回はジンとユミカの速さが勝ったみたいだね」

「帝国軍大元げん帥すいジンと、天竜姫テユリオンの軍師ユミカか」

　ミオが眉まゆ根ねを寄せて唸うなった。

「そういえばシエル、帝国軍は必ず我らを攻せめると言っていたな。だがこの一ヶ月、奴やつらは動いてこなかった。これには何か理由があるのか？」

　シエルは暖炉に背を向け、ベッドの上のエナと立ち上がったミオに視線を投げた。

「帝国軍がこちらに兵を向けてこないのは、帝国の大軍師ディオラが未いまだ病やまいに伏ふせっている事が大きいと思うよ」

「ディオラが倒たおれたって、本当だったの？」

「うん。蜂蜘蛛隊四の組が情報を持って来た。もう年なのに無茶するから……」

　シエルは床ゆかに目を落とし、帝都で熱心に軍略を教えてくれた恩師ディオラを想おもった。

『天竜老デユロンの軍師』アルセル・ディオラ。齢よわい七十二にして帝国不動の大軍師である。

　シエルはこの歴史に名を残すであろう大軍師に師事したのだが、それはミオを救出して祖国フレリカ王国を再興する為ためであり、断じて帝国に尽つくす為ではなかった。

「ディオラ老師は愛まな弟で子しだったアレイアを討とう伐ばつする途と中ちゆうで倒れ、更に僕の出奔を聞いて喀かつ血けつしたそうだよ」

「へえ……シエルには悪いけど、ディオラが消えればあたし達にとってこれほどの朗報はないわね」

　エナが少し強い口調で言った。

　無理はない。

　何せディオラがフレリカ王都を落とした策は、何とフレリカの子供達を盾たてに使うという残ざん酷こくな策だったのだ。それに対してはエナだけでなくシエルやミオも、ディオラという老人を快こころよく思ってはいなかった。

「自じ業ごう自得だよ。あんな下策を弄ろうして手にした天下が、荒あれない訳がない」

「それも、そうかもね」

　エナはごろんとベッドの上で仰あお向むけになる。

　厚手の羊毛セーターを着ているにも拘かかわらず、形がはっきりとわかる程、豊満な胸がふるると揺ゆれるのを見て、シエルは思わず視線を泳がせた。

「そ、そういえば、エナはラーゼンに一つしか無かった宿屋を三つに増やしたそうだね」

　ラーゼンは砦であり町ではない。

　故ゆえに兵を養うには向かない場所なのだが、驚おどろく事にエナはこの無ぶ骨こつな煉れん瓦がの砦で一定の収益を上げているらしいのだ。

「ここは確かに南ラーカス街かい道どうの要所だけど、それにしても最近人の出入りが多いよね」

「ふふ、それがあたしの政治なのよ」

　シエルに褒ほめられて気を良くしたエナが身体を横にすると、腰こしのくびれがくっきりと浮うかび上がった。

「ここは大して産業もないし住人も居ないから、お金を得るには外から人を集めるしかないわ。なのに帝国政権下では、ラーゼンの入城税で一二〇エルンも取っていた。だからそれを一気に二〇エルンに落としたの」

「二〇エルン!?　それはまた破格じゃないか！」

　この入城税という税金は、住民が少ない場所では唯ゆい一いつとも言っていい財源である。

　一いつ般ぱん的に入城税は五〇エルン程度が相場なのだが、それをここまで落としたというのは大胆極きわまりない政策だった。

　因ちなみに〝エルン〟はオルム商会が鋳ちゆう造ぞう、管理しているラーカスの統一貨か幣へいである。

　一エルンの価値は拳こぶし大のパンが一つ買える値段である事を基準としている。

　五エルンもあれば、大人が満腹になる程度の食事が出来る。

「ラーカスがトーレ帝国に平定されて、滅ほろぼされた各国の軍で働いていた兵士や将軍は、冒ぼう険けん者や反帝国軍に加わったり、賊ぞくに身を落とした者までいるわ。この辺りはモンスターやダンジョンが多いから、冒険者に狙いを絞しぼって税金を定めた方がいいと思ったの」

「それが、その入城税？」

「そうよ。一度の入城で一二〇エルンも払はらわないといけない砦なんか簡単に使えないわ。だから私はミオ様に許可を得て入城税を下げ、その代わりに宿しゆく泊はく税を設もうけたの」

「え……宿泊税？」

　そんな税金は聞いた事がなかった。

「宿に一度泊とまる度たびに宿代とは別に一人五〇エルン。まあ早い話、宿代の値上げね」

「なるほど、一度入城税を払ったからには、どうしても宿に泊まりたいっていう心理が強く働く。そこを狙ったって訳だ」

「そう。安い入城税で人を集めて砦の中で元を取る。その結果、これまで取りこぼしていた冒険者や旅人達が、あたし達にお金を落としてくれるって訳」

　エナはそう言って目を細めた。

「更に、行商人らはその旅人や冒険者目当てに露ろ店てんを開けるようにしたわ。だから商人には入城税二〇〇エルンを課しているの」

「え、それはずるいんじゃ？」

「だからその代わり、このラーゼンでのあらゆる取引に税金をかけない事にしたの。商人らは目の色を変えて、今まで無視してきたラーゼンに集まるわよ！」

　眼鏡をくいと上げ、得意げに語るエナ。

　シエルはエナの大胆かつ巧こう妙みような政治に、素す直なおに感心した。

「さすがはエナだね！　帝都で最年少の尚しよう書しよになっただけあるよ」

「そうでしょ？　えへん！」

　エナがその豊かな膨ふくらみを得意げに突き出した。

　フレリカ王女ミオが二年間帝都で幽ゆう閉へいされている間、シエルは大軍師ディオラの下もとで軍師になったが、共に帝都に行ったエナは内政を学び、宰さい相しようの一つ手前の位である『尚書』まで駆かけ上がった。

　軍事のシエル、内政のエナ。

　この二人は新生フレリカ王国において、早くも中ちゆう核かくを担になう人物になっていた。

「まったく、リルガ橋の戦いで帝国軍を破ったシエルといい、こうして内政で腕うでを振ふるうエナといい、本当に私は傑けつ物ぶつに恵めぐまれたと思うぞ」

　ミオがそう口にするとシエルは頭を搔かいて頭こうべを垂れ、エナも慌あわてて眼鏡を直して背筋を伸ばした。

「気にするな気にするな。我らは表向きは主あるじと臣下の体ていを守らねばならんが、こうしている時くらい肩の力を抜ぬかせてくれ」

「ミオ……」

　まるで猫ねこのようにふんにゃりと緩ゆるむ表情を見せるミオ。

　シエルはそんなミオを、素直に可愛かわいいなあと思った。

「それでシエル、我らはこれからどうするのだ？」

　ミオがそう口にすると、シエルはまた頭に手をやって立ち上がった。

「やることはいっぱいあるよ。僕らはまだ勢力ともいえない小さな存在だから、有能な人材を集め、領土を拡大し、国を富ませて兵を鍛きたえる。経済的に安定すれば、オルム商会とも取引をする。そういう事をしていかなきゃいけない」

　オルム商会はラーカスで唯ゆい一いつ貨幣の鋳造を行っている、謂いわば経済の中心である。

　麦一ひと粒つぶから宝石に至るまで取引を行っており、この商会と国として取引する事は、フレリカが正式な国家であるとアピールする為には絶大な効果を期待できる。

「ふむ、そうだな。まずは一歩一歩、地道にいかねばな」

　元々シエルもエナもフレリカ再興を目指して頑がん張ばってきた。だが、新たな主となったミオ王女は更なる高みを目指していた。

　即すなわち、天下統一を果たしたトーレ帝国を倒し、フレリカによって天下を摑む事である。その道は茨いばらどころか、一歩間ま違ちがえれば崖がけ下したへ真っ逆さまという危険なものだった。

「僕はミオの志こころざしを全力で支える。天下統一を目指すという事は、天竜姫テユリオンの軍師ユミカや天翼狼ジオードの軍師アレイアを超こえなきゃならない。僕は、天下一の大軍師になりたい」

　シエルはそんな大きな夢を口にした自分に、少し動どう揺ようした。

　今まで、こう明言する事はなかったのだ。

「天下一の大軍師かあ……そ、それならあたしは天下一の名宰相にならないと、シエルとつりあわないわね」

　エナがポツリ呟つぶやいたその言葉をミオは、聞き逃のがさなかった。

「あー、やっぱりエナはシエルの事を──」

「あっ、いや、ちがっ……シエルのバカ！」

「何な故ぜ僕が!?」

　とんだ流れ矢だった。

「うるさいエロシエル！　ばか！」

「子供じゃないんだから……」

　刹せつ那な、ミオの目が怪あやしく光り、勢いよく飛び跳はねてベッドのエナに覆おおい被かぶさった！

「み、ミオ様ぁ!?」

「シエル見ろ！　エナのこのこぼれんばかりの豊満な胸が、子供にあると思うか!?」

　嫌いやがってうつ伏ぶせになったエナの背後から手を回し、ミオがエナの胸を揉もむ。

「うお柔やわらかっ！　くそ、羨うらやましい！」

「ちょ、やめ……」

　シエルは頰ほおを赤らめながら硬こう直ちよくしていた。

　エナの胸はとにかく大きい。

　面と向かって話していると、どうしても数瞬、視点が目から下へと誘さそわれる程ほどなのだ。

　それを、いくらミオが女子だからとはいえ目の前で弄いじくられているのだから、扇せん情じよう的でない訳がなかった。

「ほれ見ろシエル、凄すごいぞこれは！」

　ミオが発情したおっさんのような台詞せりふを吐はく。

「やっ、ホント……困ぁ、はっ……」

　シエルの視線に気づいたエナが、ますます顔を赤らめる。

「やっ、ちょ、見ないでぇ！」

　何とも眼がん福ぷくな光景だったが、このままエナが悶もだえる姿を見ていたら後が怖こわい。

「うわ……ああああああ！」

「あっ、シエル！」

　シエルは頭から毛布を被ってミオの声に耳を塞ふさぎ、逃にげるように部屋を出て行った。







[image: ]







　部屋を出ると、刃やいばのような寒風がシエルの頰にひたりと当たった。

　ここラーゼンの砦とりでは北東にソルート連山があり、そこから吹ふき下ろしてくる強風が辺りの気温をぐっと下げる。

　シエルは毛布を被ったまま、煉瓦の階段を下りていく。

　螺ら旋せん状に造られた階段の端はしから、人々の賑にぎわいが聞こえてきた。ふと見上げると、砦の最上階にある王室の屋根で、フレリカ王国の国旗が靡なびいている。

（やっぱり、まずすべき事は領土拡大かな）

　ラーゼンが砦である以上、いざ戦いくさとなれば人の流れは途と絶だえてしまう。

　エナの政策によってこの砦でもある程度の収益が望めるようだが、それでも町や城に比べれば流動的であり、財源としては少々頼たよりない。

　そもそも砦は付近を通りかかった市民や旅人、冒険者達を守ったり、戦の拠きよ点てんとして使う物でしかないのだ。

（南のブレイブを攻こう略りやくし、フレリカ王都ミスティケープを狙ねらうか。西のモロを落とし、先に西フレリカを平定するか）

　目下、シエルの悩なやみはそこだった。

　現在、フレリカ軍は先のリルガ橋の戦いで降こう伏ふくしてきた兵を合わせて二〇〇〇。これだけの兵力があれば、一気に南下して帝国に奪うばわれたフレリカ王都ミスティケープを取り返す事も不可能ではない。

　だが東に帝国の四将、鎮ちん南なん将しよう軍ぐんルニがあり、西に征せい西せい将軍レンギルがあり、それぞれが五〇〇〇近くの戦力を持つ現状で、そう簡単に兵を動かす訳にはいかなかった。

（さて、どうしよう……）

　頭を搔きながらふらふらと歩いていると、いつの間にか兵士の訓練場に辿たどり着いた。

　ここでは現在、一人の男が、先のリルガ橋の戦いで降くだった一〇〇〇名の兵士を訓練していた。

　赤い髪かみ、太い腕、鋭するどい目つき。

　身長一九〇センチ程ある巨きよ漢かんの将軍、フレイ・フォルクである。

　フレイはシエルの姿を目にすると、指揮台から飛び降りて寄って来た。

「兄貴、もう身体からだはいいのか!?」

「うん。傷はだいぶいいよ。兵士達の動きはどうだい？」

「ああ、だいぶ良くなってきたぜ。ただなあ……」

　一般的な矛ほこの材料四本分で作られたという頑がん丈じようで重い矛を片手で肩かたに載のせ、フレイは背後の兵士達に顔を向ける。

　そこには騎き馬ば隊が、弓を片手に二列縦隊で訓練場をひたすら回っていた。

「うん、立派じゃないか。かなり動けているよ」

「兄貴に言われた通りの訓練をずっと続けてきたからな。でもよ、何で騎馬隊にこんな動きを練習させなきゃなんねぇ？」

　シエルはずり落ちそうになった毛布を肩にかけ直し、フレイの胸を拳こぶしでとんと叩たたいた。

「いいんだよ、そのうちわかるから」

「はあ？」

　フレイが首を傾かしげたその時、砦の西門方面から一軍が現れた。

　先頭の騎馬には少女が乗っている。栗くり毛げ色の短い髪を揺ゆらしながら、シエルとフレイの姿を目に留めると、馬を下り、手を振って駆け寄ってきた。

「シエルのあにき、もう動いてもいいですか!?」

「まあね。あと五分くらいで凍こおりそうだけど」

　この少女はマギー・バイパー。

　元はシエルの私兵である斥せつ候こう部隊「蜂蜘蛛隊」の隊長だったが、今はフレリカ王国の千人長として働いている。マギーはフレイとは対照的に背が低く、一見子供にしか見えないが、蹴しゆう爪そう術じゆつという武術の使い手で、これまでも帝国の将校を何人か倒たおしてきた。

「上う手まくいった？」

　シエルがそう訊くと、マギーは大輪の花のような笑え顔がおを見せた。

「大成功です！　あにきの命令通り、北に居を構えていた盗とう賊ぞく団をやっつけたですよ」

　シエルがマギーの軍に目を向けると、フレリカ兵に挟はさまれる様な形で山賊らが連れられている。その数はざっと見ても数百人はいた。

「今回、賊の首領とその部下一五〇人が降伏してフレリカ軍に加わったです。彼らだって好きで賊なんかやってるわけじゃないですから、ボクらが帝てい国こく軍じゃなくてフレリカ軍だと名乗ったら、素直に降ってくれたです」

　シエルは自室で傷を癒いやしつつ、様々な作戦をフレリカ軍に与あたえていた。

　マギーにはラーゼン周辺の賊を退治するように指示を出した。戦いになれば兵の実戦訓練にもなるし、賊がため込んだお宝も没ぼつ収しゆう出来る。更さらにラーゼン周辺の治安も良くなれば民たみの評判も上がり、降伏した賊を軍に入れればフレリカ軍増強に繫つながる。

　まさに、一石投じて四鳥得られるのだ。

「うん、よくやったよ！」

「えへへ、あ、あにきに褒ほめられたです」

　マギーは「あにき」という言葉を口にする度たびに頰を赤らめ、シエルに褒められた事で、その顔はもう朱しゆ色いろの染料を頭から被ったかのようだった。

　フレイとマギーはシエルの事を「兄貴」と呼ぶが、別に兄妹きようだいの杯さかずきを酌くみ交かわしたわけではない。二人が勝手にそう呼ぶのをシエルが黙もく認にんしているのだ。

　その時、一いち陣じんの風がシエルの顔を撫なでた。

「だはぁあ寒いっ！　じゃあ僕は部屋に戻もどるから。マギーにはその元盗賊を全部預けるから、フレイと同じ訓練をさせておいて。フレイは引き続きよろしく」

「任せとけ！」

「わかりましたです、あにき！」

　フレイとマギーはシエルに返事して、訓練場に向かって行った。

　それからシエルは階段をゆっくりと登り、これからの事を考えた。

　フレリカにはミオという立派な王女がいて、エナという敏びん腕わん内政官が、外交官としてはリーフの森の逃とう亡ぼう戦の時に降ったファルリア・ベリーベルがいる。

　ファルリアは現在、フレリカ王女ミオと軍師シエルの書簡を携たずさえ、ラーカスの東、パルディナ皇国に向かっている。

　フレリカはまだ小さな勢力なので、帝国に反旗を翻ひるがえし、東で一定の勢力を築いたパルディナとは協力関係を築きたかった。

　没ぼつ落らくしたとはいえ、名門貴族であるベリーベル家のファルリアは、各方面に人脈を持っている。まさに外交官にはうってつけだった。

　そして軍事面では将軍に任じられたフレイ、マギーという将があり、更に元ゼルバーグ王国大将軍ザグロニアも千人長として味方についた。

　そのザグロニアは元ゼルバーグ王国の残党に声を掛かけ、フレリカに引き入れる為ために城を出ている。

　まだまだ国として足りないものは多いが、徐じよ々じよに体制は整いつつある。

　後は今後の方針をどうするか、である。

　現在、シエルは蜂蜘蛛隊にラーゼン近辺の情勢を調べさせている。

　フレリカ軍をどう動かすのかは、その報告次し第だいだった。

　近きん隣りんの情勢なら、調査にそれほど時間はかからないはずだ。

　シエルが自室の前に戻ると、扉とびらに封ふう書しよが挟まれている事に気がついた。

「ははっ、流石さすがだね」

　シエルは頭をばりばりと搔かいて封を開け、中の書類に目を通す。

　そして目を見開き、標的を定めた。




　自室に入ると、ベッドの上にエナの姿はなく、その代わりにうつ伏ぶせのミオがいた。

　顔をシエルの枕まくらに埋うずめ、ツインテールをわさわさと揺らしているところを見ると、寝ねている訳ではないようだ。

「ミオ？」

『うわっひゃわああああああああああああああああああああっ!?』

　ミオは奇き妙みような悲鳴を上げ、釣つったばかりの魚のように飛び上がった。

「のの、ノックくらいしろっ！」

「自分の部屋にノックして入る人がいたら見てみたいよ」

　シエルは嘆たん息そくしながら椅い子すに腰こし掛かける。

「エナといいミオといい、僕のベッドはそんなに気持ちいいの？」

　その言葉にミオは、かあっと顔を赤らめた。

「いいいや、ち、違ちがう！　決してお前の匂においを嗅かいでいた訳では──」

「は？」

「ああっ！　あわわ、へっ、変な質問をするなばかもの────っ！」

「う、ご、ごめん」

　ミオの迫はく力りよくに、シエルは何な故ぜか謝らされた。

「まあそれはともかく、これからどうすべきかを相談したいんだけど」

　シエルがそう言うと、ミオは緩ゆるんだ頰ほおをぱちんと叩き、頰を染めてベッドから降りた。

「こ、これからというと、私達の事か？」

「わた……は？」

「へ？」

「え？」

　ミオの顔が、ぼぼんと赤くなる。

「蜂蜘蛛隊からの詳くわしい報告が来たんだ。やはり南の王都ミスティケープには罠わながあった。だから僕らは、西のモロ、ヒューレ、ルイユノーク方面を狙う」

「何だ、そっちの話か……」

　ミオは何故か肩を落とし、シエルの言葉を聞いていた。

「大事な話だよ。フレリカを大きくする為に、どうやって版はん図とを広げていくのかを決めるんだから」

「ふむ、ミスティケープを狙わないのか……みな王都奪だつ還かんを望んでいるのだが」

　フレリカ王都ミスティケープ。それは言うまでもなく王女であるミオの故郷であり、これを帝国の手から奪還するのは皆みんなの悲願でもある。

　シエルは陽光差し込む窓に近づいた。

「僕だってフレリカ生まれなんだからそうしたいよ。でも僕はユミカが何かを企たくらんでいると思って、慎しん重ちようにならざるを得なかった。結果的にそれは正解だったけどね」

　シエルはフレリカ軍から選せん抜ばつして結成した蜂蜘蛛隊をミスティケープに放ち、その様子を探さぐらせていたのだ。

　蜂蜘蛛隊は、いつも的確かつ早さつ急きゆうに大事な情報を持ち帰ってきた。

「今、ミスティケープを守っているのはランド将軍。帝国の四将、鎮南将軍ルニの副将で、兵は二〇〇〇もいるらしい。彼らがやって来たのはかなり前だったそうだよ」

「何!?」

　ミオは思わず、叫さけばずにはおれなかった。

「一週間前、僕らはリルガ橋の戦いで五〇〇〇の兵と戦った。その時はミスティケープにいるのは貴族のカーチス侯こう爵しやくと兵一〇〇〇だって聞かされていたから、かなり早い段階で鎮南将軍ルニが手を回していたんだろうね」

「む、むむう～～」

　ミオは頰に手を当てて唸うなった。

　もし一週間前、ラーゼンを落とした勢いでそのままミスティケープを攻せめていたなら、見事なまでに惨ざん敗ぱいしただろう。

「つまり帝国軍は、リルガ橋とミスティケープで我らを殲せん滅めつする気だったのか」

「うん、そういう策だったんだろうね。だから僕は療りよう養ようしながら、この辺りの勢力を蜂蜘蛛隊に調べさせていたんだ」

　結果として、リルガ橋の戦いでシエルが負傷した事が幸いとなった。兵を鍛きたえる時間も作れたし、何より正確な情報を得る事が出来たのだから。

「それに今は、フレリカ兵の殆ほとんどがフレリカ人じゃないという現状を打破したいなあ」

　今のフレリカ軍は半数以上が帝国の降兵である。彼らは帝国にいるよりは立身出世の可能性が大きいと、打算的な思いでフレリカの力になっている。

　祖国を取り戻す、王女ミオの為に一命を懸かける、といった強い想おもいを抱いだく兵はごく一部に過ぎないのだ。

「では、早速軍議を開くか。いいなシエル？」

　笑顔でシエルに手を差し伸べるミオ。

「うん、行こう」

　シエルはその手を取り、自然と笑みをこぼして会議場へと向かった。




　ラーゼンの砦とりでの会議場は、シエルの部屋から少し降りた場所にある。

　ミオが玉座に腰掛け、シエルが衛兵の一人に会議の鐘かねを鳴らすよう伝えると、ラーゼン中に鐘の音が鳴り響く。

　すると、どの臣下よりも早く、エナがやって来た。

「あれ、早いね」

「まあね」

　エナは短くそう答え、シエルの隣となりに立った。

「ねえシエル、あんたに訊ききたい事があるんだけど」

　エナは眼鏡をくいと上げ、険けわしい表情でシエルを見た。

「ミオ様、あんたの部屋で何してた？」

『うわわわわわ──────────────っ！』

　がたん、と大きな音を立ててミオが立ち上がった。

「ここ、これから大事な会議があるのだぞエナ！　そ、そんな話は後にしろ！」

「むー？」

　頰を膨ふくらませるエナ。

「まあまあ二人とも、なんかわからないけど落ち着いて」
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　シエルは清すが々すがしい表情で二人を窘たしなめる。これまでミスティケープ、モロのどちらを攻めるかで悩なやんできたが、今はしっかりと目標を見み据すえ、考える事を一本に絞しぼれた。

　そんなシエルを見て、エナの頰が更さらに膨らむ。

「シエル、何であんたそんなスッキリした顔してんのよ」

「え、ああ、うん。どっちを攻めようか決めたからかな」

　ばほあ、とエナの口が破は裂れつし、えほえほと咽むせる。

「あ、あんた、それってミオ様に……まさか、もう一線を越こえちゃったとか!?」

「一線を越えるのはこれからだよ。まだまだやりたい事、試ためしたい事がいっぱいあるし。本当は時間をかけて、ゆっくりじっくりとやりたいんだけどね」

　まずはフレリカを国として成り立たせ、強い軍隊を育て、人材の育成や登用もしなくてはならない。

　だが、きっと帝国が……天竜姫テユリオンの軍師ユミカがそれを許さないだろう。

　そういう意味だったのだが、何をどう勘かん違ちがいしたのかエナはふるふると胸を……身体からだを震ふるわせ、右の拳こぶしを固く握にぎり締しめていた。

「やりたい事だの試したい事だの、時間をかけてだの……」

「ん、うん？」

　次の瞬しゆん間かん、エナのスカートがふわりと舞まう。ピンクのぱんつを丸出しにし、左足を大きく上げた。

「え、ええっ!?」

　困こん惑わくするシエルをよそに、エナの足が、ずだん、と床ゆかを叩たたく。

『シエルのどバカぁ──────────っ！』

　エナの拳が、がつんとシエルの右目にヒットする。

　シエルはそのまま錐きり揉もみして吹ふき飛び、石の床を転がって壁かべに激げき突とつした。

「うわぁあっ、し、シエル!?」

　白目を剝むいて倒たおれているシエルに、ミオが駆かけ寄った。その姿を見てエナは、じんわりと涙なみだを浮うかべ「わあああああああん！」と泣き叫んで走り去った。

「な、何なんだ、一体……」

　一人、ぽつんと取り残されたミオが、シエルの頭を抱だいて呟つぶやいた。




　それから数分後。会議場に諸将が集まり出した。

　将軍フレイ、千人長マギー、三百人長リンシア、バスケスら数名。この二人はフレリカ出身の将で、フレイの下もと、反帝国軍リヴェラルウイングで頭角を現した。

　更に今回は百人長やエナの部下である文官まで出席を許され、部屋の後ろに五〇名ばかり集まった。その中に何故か涙ぐむエナの姿があったが、シエルはとりあえずそのまま進める事にした。

「えーそれでは、みんな揃そろったみたいなんで軍議を始めようか」

　きりっ、と表情を引き締めるシエル。だが右の瞼まぶたが大きく青く腫はれ、右目は完全に塞ふさがっているその顔から、緊きん張ちよう感かんは窺うかがえなかった。

「シエルのあにき、その顔の事には触ふれていいですか？」

　笑いを必死に堪こらえるマギーが訊たずねる。

「うん、できれば放ほうっておいてくれるかな」

「はいです」

　くすくすと笑いが漏もれる。

「みな静せい粛しゆくに。それでは、ミオ陛へい下かよりお言葉を賜たまわる」

　シエルがミオに向かって頷うなずくと、ミオは立ち上がって一歩、前に出た。

　それに合わせ、会議場の皆がミオに片かた膝ひざをついた。

「皆の者。我らはここラーゼンを手中に収め、フレリカ王国の再興を果たした。だが、ラーゼンの砦だけで一国を名乗るにはあまりに心細い。故ゆえに私は軍師と話し合った」

　ミオが手を挙げて衛兵に合図すると、二人の兵士が玉座の後ろに置いてあった棒付きの布を大きく広げる。それはラーカスの地図だった。

「一つはこのまま南下し、旧王都ミスティケープを帝てい国こくの手から取り返す事。そしてもう一つは西のリルガ橋を渡わたり、ルイユノークを落とす事」

　会議場に、麦ばく穂ほが風に揺ゆれて擦こすれ合うようなざわめきが起こる。

「それでは軍師の話を聞け」

　おおお、と声が上がり、シエルが前に出た。

「まず、フレリカ王国としては王都ミスティケープを是ぜが非ひでも取り戻もどしたい、と思う心情は理解できる。だが周辺状じよう況きようを調査させた結果、それは不可能だという事がわかってきた。現在、我がフレリカ軍はここラーゼンに二五〇〇」

　シエルが地図上のラーゼンを指さしてそう言うと、衛兵の一人が数字の入ったプレートをラーゼンにぺたりと貼はり付けた。

「そこから南のブレイブには守備兵二〇〇だが、ミスティケープには帝国鎮南軍副将ランド率いる兵二〇〇〇が守っていた」

　どよめきが、会議場を包み込んだ。

「先のリルガ橋の戦いでオレらは五〇〇〇の兵を相手にした。あいつらはミスティケープから来たはずだが……いつ、そんなに兵を集めたんだ？」

　フレイの問いに、シエルが答えた。

「勿もち論ろん、最初からさ。それだけの兵を予あらかじめミスティケープに集めていたんだ。そしてこれ以上兵はいないと高をくくって攻めるだろうフレリカ軍を一いち網もう打だ尽じんにするつもりだった。帝国の天竜姫テユリオンの軍師ユミカは、そのくらい何重にも策を練るんだよ」

　一同から、ごくり、と唾つばを吞のむ音がする。

　もしこのフレリカにユミカの策を見み抜ぬける者がいなければ……その結末は、火を見るより明らかだった。

「このままミスティケープを攻めても落とすのは難しいし、時間をかければエリューディンの征西将軍レンギルとゼルバーグの鎮南将軍ルニが動き出す。無論、フレリカにこの二軍を相手に出来る力はない。よって──」

　シエルは声を荒あらげて叫んだ。

『我らはこれより西のモロ、ヒューレ、ルイユノークの三都市を狙ねらう！』

　おおおお、と喚かん声せいが上がった。

「ルイユノークの領主、カーター公は先代フレリカ王の頃ころからの忠臣で、ミオ陛下に帰順の意思を見せている。仮に西の三都市と戦いくさになったとしても、三都市合わせて兵一四〇〇だ。フレリカ軍が一いち丸がんとなって攻せめれば落とせるでしょ。なお、最初の拠きよ点てんモロ城を首しゆ尾び良よく落としたなら、我らは全物資、全人員をこれに移し、ラーゼンは放ほう棄きする」

『な、何ですとォ!?』

　その場にいた者達が、みな口を揃えて叫さけんだ。

「ここがフレリカにとって重要拠点である事は理解している。でも、今の僕らにはここを維い持じする兵も財もない。ただの足あし枷かせでしかない砦を守るよりも……」

　シエルはそこで言葉を切り、地図に目を向けた。

「モロ城は西のエリューディン地方、北のトーレ帝国に進出するには絶対に必要な場所だ。このラーゼンと違ちがって町があり、城があり、経済がある。ここを取って初めてフレリカ王国は、帝国に対する力を育てることが出来る。

　首尾良く三都市を落としたら、フレリカ王都をルイユノークに定める！」

　それを聞いて文官らが思わず声を上げた。

「何な故ぜルイユノークなのか。それは僕よりも尚書エナの口から説明して貰もらおうと思う」

　シエルはエナに向かって微笑ほほえみ、手招きする。

　シエルが南と西のどちらを攻めるのか。エナはその本当の意味には早々に感づいていたが、勘違いをしてシエルを全力で殴なぐってしまった事に、流石さすがに少し反省していた。

　とはいえ、政治の話となれば別だ。

　エナは恥はずかしそうに前に出て、シエルの隣に立った。

「あ、あの、シエ──」

「後でいいよ。とりあえず今は説明を先に」

　エナはこくん、と頷いて眼鏡を左手で上げ、顔つきを変えた。

「ルイユノークはフレリカで王都ミスティケープに次ぐ人口を持ってる重要拠点の一つよ。ここを押さえるという事は、フレリカにとって安定的な収入をもたらす上に、徴ちよう兵へいもしやすい。今のあたし達が狙うには、最適の場所だと思うわ」

　内政官的視点から見ても、こちらに兵を向ける意味は大きいのだ。

　シエルは深く頷き、エナの肩かたに手を置いた。

　ミオはそんな二人に微笑みかけ、声を張り上げた。

「軍師シエル、尚書エナが推おすのだから文句はあるまい。彼らを信じて動こうぞ！」

『ははーっ！』

　シエルとエナの有能さは皆みなが知っている。

　何せシエルは先のリルガ橋の戦いの功労者であるし、エナは収入源のないこのラーゼンの砦で収益を上げるという荒あら技わざをやってのけた。おかげで閑かん散さんとしていた宿は毎日満員で、馬小屋まで宿しゆく泊はく者の為ために開放するという盛せい況きようぶりだった。

「では、これよりフレリカ軍に指令を与あたえる。まずはフレイ将軍」

「おうっ！」

　フレイはシエルに呼ばれ、立ち上がって一歩前に出た。

「お前はこれから二〇〇〇の兵を連れてモロ城に向かえ。降こう伏ふく勧かん告こくし、フレリカに降くだるならそれでよし。抗あらがうならば仕方ない、力ずくでこれを落とせ」

「ははっ！」

　フレイは片膝をつき、両りよう腕うでに気力を漲みなぎらせた。

　千人斬ぎり将軍と呼ばれたフレイの血が沸わくのだ。

「次にマギー千人長は残りの兵を従え、最後までここに残れ。もし我らの動きが帝国に知られれば、ここが真っ先に狙われるだろう。故にモロ城を落とすまでは砦とりでの門を堅かたく閉とざし、フレリカの旗を並べ立てて意気盛んだと外に示すんだ」

「了りよう解かいですっ！」

　マギーは一歩前に出て、頭こうべを垂れた。

「他の者はこのラーゼンを引き払う準備をするように。軍議はこれにて終わりとする。みんな、なるべく急いでね」

『ははっ！』

　会議室から、皆が慌あわただしく出て行く。

　最後に残ったのはミオ、エナ、シエルの三人だった。

「あの……ごめんシエル。痛かった？」

　エナが申し訳なさそうにそう呟いて、シエルはどきっとした。

　エナはこれまで散々シエルを痛めつけてきたが、気持ちよさそうにすることはあっても謝った事なんて一度もなかった。

「いいよエナ。何が何だかわからないけど、きっと僕がエナを不ふ機き嫌げんにさせたんだよね。こっちこそごめん」

「あたしも何でイラッときたのか、わかんなくてさ……」

　しょぼんとするエナの背中を、ミオがばんと叩いた。

「エナ、それはきっと──」

　ぎらん、と目を輝かがやかせてミオが叫ぶ。

『欲求不満だっ！』

「「ええっ!?」」

　驚おどろくというか、もの凄すごい言葉を出したな、と呆あきれるシエルとエナ。

「私もな、時々無む性しようにシエルを弄いじりたくなるんだよ。最近エナはラーゼンの統治で忙いそがしかったからな。私もそこまで気が回らなかった」

「ミオ様……」

　今度はシエルの背中を叩たたくミオ。

「さあ、存分にシエルを嬲なぶるがよい」

「ええっ!?」

　シエルの額から、どっと汗あせが噴ふき出る。

「ミオ様……ありがとうございますっ！」

　ぺろりと舌で唇くちびるを舐なめ、シエルに迫せまるエナ。

　同じだけ、シエルはエナとの距きよ離りを置いた。

「あら、どうして逃にげるの？」

「待ってよエナ、さっき殴って悪かったって言ってたじゃないか！」

「うん。でも、それとこれとは別」

「別じゃないよう、痛かったんだからっ！」

　はあ、と溜ため息いきをつくエナ。

「本当に悪かったと思っているわ。拳で男子を殴るなんて、淑しゆく女じよとして恥ずかしいわ」

「そうそう、そもそも男子に対して──」

「だから寝ね技わざにする」

「違うッ！」

　シエルは脱だつ兎との如ごとく逃げようとしたが、エナは猛もう禽きん類るいのような力と速さであっさりとシエルを捕とらえ、何ど処こかに連れて行った。




　フレリカの評ひよう定じようが終わって、五日後。

　二〇〇〇の兵を率いたフレイは、モロ城付近まで進軍していた。

「さぁて、モロの反応はどうかなぁ」

　フレイはシエルの言葉通り一日先行させて、降伏勧告状を持たせた使者をモロ城に送っている。

　フレリカに降るなら城門を開き、城主自らフレリカ軍を出で迎むかえる事。

　それ以外の態度を示した場合は、フレイが喜ぶ展開となる。

　やがてモロの城が、フレリカ軍の前に姿を現した。

　モロ城は南ラーカス街かい道どうと北に向かう道が交差した場所にあり、この方面では重要な流通拠点である。

　征西将軍レンギルがエリューディンを攻こう略りやくした際、真っ先にモロに兵を出して陥かん落らくさせた。ヒューレ、ルイユノークは無理な抵てい抗こうはせずに素す直なおに投降し、領主ドリス・カーター侯こう爵しやくは二都市を引き続き統治する事を許された。

　シエルはレンギルがもしルイユノークの重要性を理解していれば、即そく座ざに領主を代えただろうと言っていた。だがレンギルはここよりも、エリューディン王都ディアナの奥にあるガーネ鉱山を開発する事を重視したのだ。

「出発前の兄貴の話じゃ、モロ、ヒューレ、ルイユノークがオレらに反抗する事はないと言ってたが、どうかねぇ」

　フレイは矛ほこをずしりと肩に背負い、モロ城に目を向ける。辺りは小高い丘おかになっており、モロの城が四角形の城じよう壁へきを持つ要害である事がわかる。

　そしてその東門にあたる城門が、開いているのが目に入った。

「降伏か？」

　フレイは馬の腹を蹴けり、進軍の足を速める。砂すな埃ぼこりを巻き上げ、モロ城側からは一軍が東よりやって来る事をすぐにでも発見出来るだろう。

　フレリカ軍は、あっという間にモロ城に近づく。

　それでも、モロ城の東門は開かれたままだった。

「お？」

　先頭のフレイが、門の下に誰だれかが立っている事に気がついた。

　身なりを整えた一人の男が、フレリカ軍に向かって頭を垂れていた。

「おい、お前はこのモロの領主か！」

　フレイが大声でそう問いかけると、男は静かに背を伸のばした。

　精せい悍かんな顔立ちの初老の男だった。

　ストレートの髪かみは僅わずかに緑がかった黒で、丁てい寧ねいに揃そろえた短い髭ひげを手でさする。

「フレリカ軍の皆みな様さまに告ぐ。私は元フレリカ王国将軍、マードックである。この町を占せん拠きよしていた帝てい国こく軍は二日前、慌てて西へと逃げていった。フレリカ王の御ご息女が八代目フレリカ王として立ち上がった今、我らは喜んで城門を開こう。さあ、入られよ！」

　フレイはその男の顔を見て笑えみを零こぼし、伝令をラーゼンに送ってモロの城へと入った。







　第二章　メリッサ城の戦い




　その頃ころ、ラーゼンの砦とりで。

「ねえシエル、この本いるの？」

「いるっ！」

　シエルの部屋の片付けを、エナが手伝っていた。

「ったく、シエルの部屋って殆ほとんどが本ばっかりで、逆に時間がかかるわ」

「えへへ、ごめん」

　ボヤくエナに、申し訳なさそうに頭を搔かくシエル。

　ラーゼンを引き払う準備は殆ど終わっているのに、何と言い出したシエルの荷物が多く、中々出発出来ないでいたのだ。

「だから先に行っちゃっていいのに。僕は後軍のマギーと一いつ緒しよに行くから」

「た、確かにマギーは有能な武官だけどさ、本の仕分けとか、こういう細かい仕事は無理なんじゃないの？」

「んー……そうかも」

「そうでしょうよ！」

　ぷんぷん怒おこりながらも、シエルの書物を手て際ぎわよく分類し、甲か斐い甲が斐いしく働くエナ。

「まあ、僕がもたもたしてるのは他ほかにも理由があるけど──ん？」

　シエルが担かついだ本の上に、赤土色の封ふう書しよが置かれていた。

　封に、羽と針の生えた蜘く蛛もの印。

　シエル直属の斥せつ候こう部隊、蜂はち蜘蛛隊の報告書である。

「お、来た来た」

　シエルは本を置き、封書を開けて中の書類に目を通す。

　そしてその手紙をポケットに突つっ込むと、顔色を変えてエナに視線を向けた。

「帝国軍大軍師ディオラが……………………死んだ」

「え？」

　がたん、と立ち上がるエナ。

　ディオラは今年で七十二歳になる。

　帝国が天下統一できたのはこの天才老軍師に拠よるところが大きく、その功績は帝国第一であり、皇こう帝ていすらディオラの言葉は無視できなかった。

　そのディオラは裏切り者の弟で子し、天翼狼ジオードアレイアを討うつべく遠えん征せいしていたが、途と中ちゆうで病やまいに倒たおれ、結局そのまま息を引き取ったという。

「そうか……あの老師が、死んだのか……」

　シエルはそっと目を閉じ、帝国の学問所時代を思い出した。

　高こう齢れいだったディオラが後進を育成する為ために設もうけた、トーレ帝国軍師養成所。そこでシエルは才を認められ、フレリカ人でありながら入門を許可された。

　フレリカ王都ミスティケープを、フレリカの子供達に武器を持たせて無理矢理攻せめさせるという愚ぐ策さくを使って落とした男が、どんな人物なのか。きっとろくでもない男なのだろうと思っていたシエルだったが、その印象は僅わずか一日で覆くつがえされた。

　アルセル・ディオラという人物は身なりこそ煌きらびやかに着き飾かざっていたが、学問所の生徒ら一人一人に声を掛かけ、質問には丁てい寧ねいにわかりやすく答え、おおらかで笑顔を絶やさない温かな人物だった。

　その日、初めてディオラと会話を交かわしたシエルは、とても老人とは思えない理路整然とした軍略を惜おしげも無く披ひ露ろうし、質問に対しては経験と知識を加えた注ちゆう釈しやくをも付け加えて応対したディオラの度量の大きさに、祖国を滅ほろぼされた恨うらみを一いつ瞬しゆん忘れかけた。

　ラーカスは広く、各地を治めていた国々も決して弱くは無かった。それを見事な戦術で撃げき破はし、帝国統一に導いたのは間ま違ちがいなくディオラの功績だった。

「じゃあ、暫しばらく帝国軍は動けないかしら？」

　エナが声を掛けてきて、亡なき恩師への思し慕ぼがぶつりと断たたれた。

「い、いや、それはないね。帝国は即そく日じつ、後こう継けいの大軍師を決めたそうだよ。天竜姫テユリオンの軍師ユミカ・ローレンツに」

「何ですって!?　ユミカ!?」

　大軍師アルセル・ディオラが残した三人の軍師。

　その中の筆頭が『天竜姫テユリオンの軍師』ユミカ・ローレンツ。

　次に優ゆう秀しゆうだったのは『天翼狼ジオードの軍師』アレイア・スカラーだが、アレイアはパルディナに出しゆつ奔ぽんし、帝国に反旗を翻ひるがえした。

　そしてもう一人は他でもない。

『天翔虎カルーデイアの軍師』シエル・スノーハートである。

「それって厄やつ介かいなんじゃないの？　あの子、多分ディオラと同じくらい頭がいいわよ？」

　シエルは同門のユミカを知っていて当然だが、エナも帝都で内政官として働いていた頃、シエルによく絡からんできたユミカという人物をよく知っていた。

　漆しつ黒こくのロングヘア。小こ柄がらで、まるで星のない夜空のように底の見えない瞳ひとみ。

　表情豊かではないが、逆にそれが何を考えているのかわからない印象を相手に強く与あたえる女子だった。

「そうだね、厄介だ。しかもユミカは征せい西せい将しよう軍ぐんレンギルと仲が良かった。レンギルが帝都に来た時は必ずユミカを呼んでいたらしい。孫のように可愛かわいがられていたんだってさ」

　シエルは、出来る事ならば避さけたい事態に陥おちいりそうな予感がした。

　それはフレリカがまだ国として形を成さない内に、帝国軍を相手にする事である。

「エナ、急ごう。本はもういい。すぐに出発だ」

「あ、うん。あん……」

　シエルはエナの手を引いて立ち上がらせ、大急ぎで荷馬車に向かった。




　それから三日の旅路を経へて、シエルはモロ城に入った。

　荷物の整理は後回しとし、シエル、マギー、エナの三人はすぐに王の間に向かう。そこには諸将と、玉座に腰こし掛かけるミオの姿があった。

「シエル、エナ、マギー。ご苦労だったな」

　ミオはシエルの顔を見ると、玉座を立って出で迎むかえる。

　その横には将軍フレイと、シエルもよく知る懐なつかしい顔があった。

　元フレリカ王国将軍ヴィジー・マードックだった。

「ミオ様も無事にモロご入城、何よりでございます」

「なあに、大した事はない。それより早さつ速そく紹しよう介かいしよう。帝国軍が去った後、モロの城を押さえてくれたマードックだ」

　マードックは短い髭ひげをひと撫なでし、フレリカ軍師シエルに片かた膝ひざをついた。

「お久しぶりにございます、軍師殿どの。シエル殿の噂うわさはここ西フレリカ地方にも轟とどろいておりまするぞ」

　はっはっは、と声こわ高だかに笑うマードック。人懐っこい笑顔だった。

「ミオ様もシエル殿も、これほど立派になられているとは思いませんでしたぞ。どうか私にフレリカ軍をお任せ下され！」

　マードックがそう言って一礼すると、ミオが玉座に腰を落として言葉を続けた。

「このマードックは私の顔馴な染じみでもある。彼を将軍として迎えれば、どれだけ心強いか。それに今、ここモロに三人の元フレリカの内務大臣らもいたのだ。

　どうだシエル、彼らを元の職に戻もどし、再びフレリカを盛り立てようではないか！」

　おおお、と反応し、騒さわぐ会議場の者達。

　だが、シエルの顔は……強こわ張ばっていた。

「恐おそれながら陛へい下か、お人ひと払ばらいを」

　シエルの口調は強く、低く、そして深かった。

　その言葉に、王の間の騒ぎは一瞬で消し飛んだ。

「な、何な故ぜだ？」

「お人払いを」

　シエルは頑かたくなだった。

　ミオはただならぬ気配を感じ、この場にいる者達をひとまず退出させた。

　王の間に残ったのはフレイ、マギー、エナ、そしてマードックとミオだけになった。

「一体どうしたのだ、シエル？」

　そう声をかけるミオを無視し、シエルは鋭するどい視線をマードックに向けた。

「マードック殿。あなたは本当にフレリカ王国の為に働きたいのですか？」

「シエル殿!?」

　シエルの攻こう撃げき的な視線に、マードックは思わず目を逸そらした。

「わ、私は、元フレリカ王国の将軍として、国を再興されたミオ陛下の為に、力になりたいと思っただけで……」

「結構な事です。では、もしミオ様が国を再興していなければ、あなたはどうしていましたか？」

「うぐ……そ、それは……」

「帝てい国こくの兵を率い、帝国の為にその腕うでを振ふるっていたのではありませんか？」

「それを言うならば、帝都で軍師になられたシエル殿も同じではないか！」

　シエルはその言葉を耳にした途と端たん、眉まゆをつり上げた！

「僕が帝都に行ったのは今は亡きフレリカ王、そしてミオ陛下をお助けする為だ。学を修め、陛下救出の策を練り、それを実行したからこそ、今に至っている。

　マードック、あなたが本当にフレリカの為を思うならば、何なに故ゆえリルガ橋の戦いの時に手て薄うすになったこのモロを押さえなかった!?　我らがラーゼンを落としてフレリカ再興を宣言した時、何故連れん絡らくを寄よ越こさなかった!?」

　シエルが、珍めずらしく怒いかりを露あらわにしてマードックを責めていた。

「うぐ、それは……このモロで兵と住人達を纏まとめ、少しでもミオ様のお役に立とうと──」

「黙だまれマードック！　厚こう顔がん無む恥ちも甚はなはだしい！」

　このシエルの怒りにミオやエナ、武官であるフレイ、マギーですら戦せん慄りつを覚えた。

「あなたの言う事が本当なら、帝国で将軍程度に出世し、兵馬の権を預かれるくらいになっていなければならない。あなたは帝国に仕つかえ、どんな職に就ついていた？」

「う、うう……」

　もはやマードックの顔面は蒼そう白はくだった。

「言いたくなくても隠かくし通す事は出来ないよ。僕は蜂蜘蛛隊という斥候部隊を持っているんだからね……帝国征西軍後方支し援えん隊所属、マードック百人将」

　その瞬しゆん間かん、マードックは部屋の空気が歪ゆがんだような錯さつ覚かくに陥った。

　冷ひや汗あせを滴したたらせるマードックに対し、ミオらは表情を凍らせて成り行きを見守る。

「百人将の身分でモロの住人を纏めるには、この地から帝国征西軍がいなくならなければならない。大方、征西軍がこの地から去った後、将軍に復職出来ると睨にらんで動いただけでしょ。これを恥はじとも思わないなら、あなたに将の資格はない」

「…………」

　シエルは俯うつむいて黙り込むマードックに背を向け、今度はミオに目を向ける。

　ミオは思わず、びくんと身体からだを震ふるわせた。

「陛下。フレリカ王国は先のフレリカ王の代で一度滅めつ亡ぼうし、多くの将兵の助力があって再興しました。旧フレリカ王国の者達が再びフレリカに仕えるのは良い事ですが、彼らをいきなり元の職に戻そうとするとは、何事ですか！」

「シエル……」

　いつのまにか王の間は、静まりかえっていた。

　シエルの言葉は核かく心しんをついている。

「そんな事をして、ミオ陛下を守るべく帝国軍と戦って命を落としていった多くの者らに、あの世で何と声を掛かけるのですか。どうか過去の業績ではなく、陛下の為ために命を捧ささげられる誠まことの忠臣に、然しかるべき職をお与え下さいますように」

　シエルはそう言って頭を下げ、苛いら立だたしげに王の間を退出した。







　それからシエルは一人でふらふらと城内を徘はい徊かいし、庭園の隅すみにあったベンチに横になり、空を見上げた。晴れ間はなく、焦こがした砂糖菓が子しのような雲が幾いく重えにも重なって、今にも雨を降らせそうだった。

　ミオは、メッセージをちゃんと受け止めてくれただろうか。

　フレイもマギーも、エナも、元敵国の大将軍だったザグロニアや、帝国軍追つい撃げき隊だったファルリアですら、それぞれ懸けん命めいに働いて今の地位にある。

　その大前提を覆くつがえそうとしたミオの態度が許せなかったのだ。

（あ、そういえばパルディナとの同盟、どうなったかな）

　ラーゼンを取った後、すぐファルリアに同盟交こう渉しようの任を与え、東に向かわせた。

　パルディナがフレリカと結べば、まずパルディナからの侵しん略りやくを防げる。

　次に、フレリカが一国として認められたという証あかしにもなる。

　シエルの頭の中は、常に策が巡めぐっていた。

「あ！　あにき、こんなとこにいたですか！」

　ちらりと視線を声の方に向けると、マギーがいた。

「やあマギー、あれからどうなった？」

「どうなったも何も、大変だったですよ。あにきの言う事は尤もつともだと、マードックさんは自ら退しりぞいて伍ご長ちようの席に座ったです」

「ふーん……そう……」

「で、ですね、みんなであにきを探すようにと。見つけた者は、ミオ陛下がこう言っていたと伝えてほしいと」

「ん？」

「目が覚めた、と」

　かっと目を開き、シエルはすっと立ち上がって歩き出した。

「マギー、諸将はまだ残ってる？」

「あ、はいです」

「行こうか」

　シエルは腹の底から、漲みなぎる力を感じていた。

　王の間に戻もどると、人払いされて去っていた者達が戻ってきており、空気がぴんと張り詰つめた。

　そしてシエルの姿を目にしたミオが、自ら玉座を降りて歩み寄った。

「先さき程ほどは差し出がましい事を口にし、申し訳ありませんでした」

　シエルはそう言って片かた膝ひざをつき、頭を下げる。

　ミオは、そんなシエルの肩かたに触ふれた。

「顔を上げてくれ軍師よ。全すべてそなたの言う通りだ。私は知っている顔がまたフレリカを助けてくれると思い、浮うかれていた。ここまでの道は決して平へい坦たんではなく、諸将や軍師が傷を受けて、ようやく辿たどり着いた場所だという事を忘れてしまっていた」

「勿もつ体たいなきお言葉でございます」

「本当にすまん。私のフレリカ王国が本当の強国になれるよう、今後も指導を頼たのむ」

「はっ」

　ミオの声は震えていた。

　今にも泣きそうだったが、何とかそう言いきって玉座に戻っていった。

「さあ軍師よ、我らに次なる道を示してくれ」

「では」

　シエルは立ち上がり、ミオの横に立つ。

「まず、パルディナとの同盟は？」

「ファルから早馬が来て、巧うまく纏められそうだって。パルディナはファルを国こく賓ひんとして、丁てい重ちようにもてなしているそうよ」

　エナが、眼鏡を弄いじりながらシエルに言った。

「うん、それはいいね」

　その時、シエルはほんの僅わずかな引っかかりを覚えたが、それを明確にする事は出来なかった。

　パルディナがフレリカの敵ではなくなった、という事実だけで、今は充じゆう分ぶんだと思ったのである。

「では、僕らはまず北にあるメリッサ城を攻こう略りやくしよう」

　王の間にいる者達がざわめいた。

「兄貴……それはつまり、戦いくさか!?」

「うん。メリッサは先のトラインの反乱で兵を徴ちよう集しゆうされ、三〇〇程度しかいないらしい。ならば、是ぜ非ひとも押さえておきたい。何せ帝国軍が南なん征せいするには、必ずここを通るからね」

　シエルはフレイに向かって頷うなずいた。

「フレイ、お前は一二〇〇の兵を率いてメリッサ城を攻略してくれ。但ただし、征西将軍レンギルが出てきた場合は交戦せず、直ただちに退たい却きやくするように」

「おおうっ、腕が鳴るぜ！」

　フレイは満面の笑えみを見せた。根っからの戦好きの顔だった。

　続いてシエルが命を下したのは、末席に腰こしを下ろしていたマードックだった。

「マードック殿どの、僕は先にああ言ったものの、あなたが伍長などで納まる器うつわではない事くらいは理解しています。故に、あなたにしか出来ない仕事を与あたえたいと思いますが、如何いかがですか？」

　シエルの言葉に、マードックは大きく頷いて応こたえた。

「私は軍師のご指し摘てき通りの男です。いや正直に申せばフレリカ王国が再興したという事が信じ切れなかった。ミオ王女も軍師も、諸将もみな若いので、勢いだけで国を興おこしたのかと思いました。

　ですが、軍師の言葉で自分が如い何かに恥知らずな行動を取っていたのか……それを堂々と指摘して下さった軍師の大きさに、心入れ替かえる決心がつきました。この上はこの地位から再びやり直す所存です。何なりとお申し付け下され」

　シエルはマードックの言葉を注意深く聴きいていた。

　その口ぶりからは、先程の傲ごう慢まんさが綺き麗れいに抜ぬけ落ちている。

　今の彼ならば、信じられると思った。

「では、あなたはフレリカ全土に檄げきを飛ばして頂きたい。我らはミオ陛下の元で、悪逆非道な帝国と戦う。心ある者は集つどえと大々的に伝えてほしいのです。今は少しでも兵が欲ほしい時ですからね。やれますか？」

「私はフレリカ王国の為に働く事を心底望んでおりまする。その任、喜んでお引き受け致いたす。では、失礼！」

　マードックは一礼し、王の間を出て行った。

「次にマギー。君は──」

「あにき！」

　マギーに命を下そうとしたその時、逆にマギーの方から呼びかけられ、シエルの口が止まった。

「お、恐おそれながら、フレイの兄貴のお役目、ぼ、ボクに譲ゆずって頂けないですか!?」

　それを聞いて、シエルとフレイの眉まゆがぴくりと上がる。

「ボクは祖国エリューディンを滅ほろぼした、帝国征西軍と戦いたいんです！」

「マギー……」

　フレイがマギーに近づき、そっと肩に手を置く。

　そんな二人に、シエルは無情な声をかけた。

「駄だ目めだ。メリッサ攻ぜめはフレイにやってもらう」

　ぎり、と歯を食いしばるマギー。

「どうしてです!?　何な故ぜボクじゃ駄目なんですか！」

　シエルはふー、と一息つき、マギーに告げた。

「マギーの気持ちは汲くんであげたいけど、今の君は恨うらみが先行しすぎている。もし征西将軍レンギルが出てきたら、きっと冷静な判断が出来ないよ」

「そんな……だ、大だい丈じよう夫ぶですっ！」

　それでも食い下がるマギーとシエルの間に、エナが割って入った。

「ねえシエル、あんたは帝国軍にいたんだから、帝国四将について詳くわしいでしょ？」

　エナがシエルに訊きくと、シエルは大きく頷いた。

「四将の一人、征西将軍レンギル・メジーナ。もう老人だけど、アーティファクト〝卸おん浄じよう咎きゆう〟を操あやつり、空中に通常の何倍もの飛ひ距きよ離りと破は壊かい力を備えた弓を出すという。副作用セコンダリまでは調べられなかったけど、レンギルは〝卸浄咎〟の一いち撃げきで堅けん固ごな城門を破り、兵数十名を瞬しゆん時じにして倒たおしたとか」

　その話を聞いた者達は、みな背中に冷たいものを感じた。

　アーティファクトとはこのラーカスに伝わる道具で、一日に一回だけ様々な効果を引き出せる。元々は冒ぼう険けん者らが各地のダンジョンから戦利品として持ち帰った物だが、それは冒険者達の生活費と引き換えに商人の手に渡わたり、高額で取引されていた。

「つまりレンギルのアーティファクトは、強い部類に入るのか？」

　ミオが訊くと、シエルは黙だまって頷いた。

「単純な攻こう撃げき力、という点ではラーカス最強かもしれない。その分、かなり強きよう烈れつな副作用セコンダリが発現していると思うんだけど、それが何かを摑つかむまでは迂う闊かつに近づいちゃいけない相手だよ。そんなレンギルが出てこないとも限らないこの戦いに、マギーは不向きだ」

　ぐ、と拳こぶしを握にぎるマギー。

　その顔にはいつもの元気な笑顔はなく、ただ悔くやしさを滲にじませていた。

「兄貴、オレはそれでもマギーにメリッサ攻めをさせてぇんだが」

　フレイはマギーの頭をくしゃ、と摑んで言った。

「マギーにも手て柄がらを立てるチャンスを与えて欲しいんだ。マギーの強さは、間ま違ちがいなく将軍級だからな」

　フレイは頰ほおの傷を撫なでながら、マギーの頭を撫でる。

「そうね、あたしもマギーにやらせてみたらいいと思うわ。ルイユノーク、ヒューレの説得が失敗したら、フレイにそちらを任せたいし」

　エナまで、そんな事を言い出した。

「お願いです、お願いしますあにき！」

　必死な瞳ひとみをシエルに向けるマギー。

　シエルは頭を搔かいて目を閉じ、そして言った。

「マギーが出しゆつ陣じんを望み、フレイとエナがそれを後押しし、僕は反対している。なら、ここは陛下に決裁してもらおう」

　皆みんなが、ミオに視線を向ける。

　ミオは、ただ静かに告げた。

「ではメリッサ攻め、マギーに任せよう。但し、軍師の言葉を重く受け止め、無理な戦はしない事。更さらにリンシア、バスケス三百人長を副将につける。これでよいな？」

「ありがとうございますです！」

　マギーは片膝をつき、ミオに礼をする。

　エナとフレイは頷き、微笑ほほえみ合う。

　だがシエルだけは、無言のまま頭を搔いていた。

「マギーよ、くれぐれも軍師の言葉を忘れるな」

「ははっ。では、行ってくるです！」

　マギーは嬉き々きとして、王の間を出て行った。

「それでは、本日の評ひよう定じようはここまでとする」

　ミオがそう言って会議を締しめると、臣下らは頭を下げて退出していった。

　そして部屋にはミオとシエルだけになった。

「シエル……」

　頭を搔いて何やら考え事をしているシエルを、ミオがきつく抱だき締めた。

「う、み、ミオ!?」

　突とつ然ぜんの事で、シエルの思考が停止した。

「さっきのお前、少し怖こわかった」

　シエルは瞬時に、マードックの一件を思い返した。

「私は、取り返しのつかない事をしてしまったと思った」

　ミオはより力を込こめて、シエルと身体からだを密着させる。

「私は、この件でお前を失ってしまったのではないか……それが一番怖かった。私はまだまだ至らぬ王だから、これからも遠えん慮りよなく叱しかってほしい」

「ミ、オ……」

　二人の間に、柔やわらかな空気が流れる。

　顔を赤くしたミオが、その張りのある唇くちびるを震ふるえさせた。

「わ、私は以前、私在あるところが王都で、シエルは私を守る城じよう壁へきだと言った。だ、だけど、私は、その……お前を、後宮にしても良いと思って──」

　その瞬間、がくん、とミオに重みがのしかかる。

「え、あん、こんな場所で!?」

　二人の身体が床ゆかで重なり合う。

　シエルの唇が、ミオの首筋に触ふれた。

「あっ」

　ミオが甘い吐と息いきを漏もらす。

「わ、私も年とし頃ごろの女の子だし、その、そういう事に全然興味がないわけじゃないから……お、お前なら、ん……うん!?」
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　気づくと、シエルは青い顔をしてぐったりとしていた。

「まさか、お前!?」

　シエルはミオの抱ほう擁ようで……意識を失っていた。

「ああっ、起きろ！　私、今、恥はずかしいのを我が慢まんしてすんごい事を言ったんだぞっ！」

　真っ赤な顔をしたミオが、真っ青な顔をしたシエルの襟えりを摑み、がくがくと揺ゆすっていた。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　マギー率いるフレリカ軍の行軍三日目。

　モロ城から北のメリッサ城までは、一二〇〇の兵を率いて五日というところだ。

　マギーは注意深く索さく敵てきを行い、帝国軍が潜ひそんでいない事を確かく認にんしつつ北上していた。

「なあ軍長、少し慎しん重ちようすぎやしねぇか？」

　マギーの隣となりで轡くつわを並べていた副将の一人、三百人長バスケスがぼやく。その身体はマギーの倍はあろうかという巨きよ体たいで、重そうなポール・アックスを肩かたに担かついでいる。

　こうして並んでいると、どちらが軍長だかわからなかった。

「バスケスは焦あせりすぎです。攻こう城じよう戦は、周囲の状じよう況きようを把は握あくしておくのも大事ですよ」

　もう一人の副将、シエル程ほどではないが、細い身体つきのリンシアがバスケスを窘たしなめる。

　リンシアは弓が得意で、愛用のロングボウを馬の鞍くらにぶら下げていた。

「あの征西将軍レンギルが出てくるかもしれないなら、慎重になるのも仕方ないです」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、力を込めて言うマギー。

「軍長、あなたはレンギルをご存じなのですか？」

　リンシアの問いに、マギーは小さく頷うなずいた。

「エリューディン王国滅めつ亡ぼうの折に見たですよ。あの男が使うアーティファクトは凄すさまじい破壊力を持ってるです」

　悔しそうに語るマギーと、顔を見合わせるリンシア、バスケス。

「いいですか二人とも。もしレンギルが現れて、その上空に巨きよ大だいな黄金の弓が出たなら、とにかく逃にげるです。あれは真っ向勝負でどうにか出来る物ではないですから」

「「わ、わかりました」」

　声を揃そろえる副将二人。

　実際、何回口で言おうと征西将軍レンギルの恐おそろしさは伝えられないだろう、とマギーは思った。

　あの、エリューディン王国滅亡の時。帝国征西軍によってぼろぼろにされた王都ディアナに、悠ゆう々ゆうと乗り込んできたレンギルの、下品な笑えみ。

　思い返しただけで背筋がぞくぞくすると同時に、自然と足に力が入った。

（あの男は……いつか必ずボクが倒す！）

　気がつけばマギーは、この戦で征西将軍レンギルが出てくればいいとまで思っていた。




　行軍五日目。

　ようやく目の前にメリッサ城が見えてきた。

　シエルの言葉通りであれば、守備兵は僅わずか三〇〇である。

「軍長、とりあえず近づいて包囲し降こう伏ふく勧かん告こくしましょう。尤もつとも、我らの動きは帝国も摑んでいるでしょうから、既すでに逃げ出しているかも知れませんがね」

　副将リンシアが、メリッサ城に視線を向けながら言った。

「よし、リンシア隊は右う翼よくへ、バスケス隊は左翼に展開、メリッサ城を包囲するです！」

「「おうっ！」」

　マギー軍は直ただちに三手に分かれ、怒ど濤とうの勢いでメリッサ城を囲む。

　メリッサ城は街かい道どうを通る丘おかの上に聳そびえる円形の城で、煉れん瓦がの城壁は厚くて高い。

　その構造上、門は南北にしかなく、北の帝国領と南のフレリカを結んでいる。

　マギーは副将らを北門に配置し、本ほん陣じんを率いて南門に迫せまった。

　だが人や兵の気配は無く、静かに閉じられた城門が不気味だった。

『メリッサ城の者に告ぐです。ボクはフレリカ軍のマギー・バイパー。キミ達は我が軍によって包囲されているです。さあ城門を開いて、我らを迎むかえ入れるですよ！』

　マギーの声と、フレリカ軍の馬の嘶いななきだけが、空むなしく荒こう野やに響ひびく。

　返事が無かった。

「おかしいですね……全軍横陣で前進！」

　マギーは兵を横一列に並べ、じりじりとメリッサ城に近づく。

　人の気配が、まるで無かった。

「むう、ひょっとしてこの城は、無人です？」

　一二〇〇もの兵を動かしたフレリカ軍の侵しん攻こうを、敵が気づかない訳がない。

　しかしメリッサ城は寂じやく寞まくとしており、帝国の旗一つ無かった。

　だが城門が閉じられている以上、力攻ぜめをすべきだとマギーは思った。

「……よし、全軍突とつ撃げきの合図を！」

「ははっ！」

　フレリカ軍から、低くて大きな太たい鼓この音が鳴り響く。

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　喊かん声せいを上げてメリッサ城に迫るフレリカ軍。

　……その時だった。

『妙みようじゃな、フレリカの将は千人斬ぎりのフレイだと聞いていたんじゃがの。宝石を得んとして、石ころを摑つかんだか』

　ざざざ、という怪あやしい音が城の上から響き、弓矢を持った帝国兵が現れた！

「なっ!?」

『やれいっ！』

　その合図と共に、城から矢が降る。

　まるで雨のような射撃だった。

「ま、まさか!?」

　矢を受け、ばたばたと倒たおれていくフレリカ兵。

　マギーは、先の声に聴きき覚えがあった。

『征西将軍レンギル!?』

　そう叫さけぶと、城壁の上に一人の老人が顔を出した。

　白はく髪はつに、長い白しろ髭ひげ。老人の割には、周囲の兵より頭一つ抜ぬきんでた巨きよ軀く。

　そして皺だらけの顔には、あの薄うす気き味み悪わるい笑みが浮うかんでいた。

「いかにも！　我こそは帝国四将が一人、征西将軍レンギルじゃ！」

　レンギルが両手を広げると、矢の雨が更に増えた。

「まずい！」

　マギー軍は慌あわてて敵の矢の射程から逃のがれようと後ずさる。

　背を向けて逃げる兵の背中に、容よう赦しやなく矢が突つき刺ささっていった。

「がはーっはっは！　天翔虎カルーデイアの軍師シエルの考えなぞ、ユミカは見通しておったぞ！」

　レンギルはシエルの斥せつ候こうの目に触れぬように北側から迂う回かいしてメリッサへと進軍し、防ぼう御ぎよを固めていた。そして敵を誘さそい込んだ後に攻撃する「誘ゆう獲かくの計」で一いち網もう打だ尽じんにする。

　天竜姫テユリオンの軍師ユミカはそこまで読み切って、レンギルに策を与あたえていたのだ。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの中、マギーの耳には下品な笑いがべっとりとこびりつく。

（レンギル……レンギルぅううう！）

　怒いかりで身体が熱くなり、頭が真っ白になっていく。

　マギーの脳のう裏りに、エリューディンでの惨むごい光景が蘇よみがえる。何の罪もない子供や女性、力の弱い者や老人たちが、次々と帝国兵の手にかかって倒れていく。

　それを、あの品のない笑い声をあげて眺ながめていた、征西将軍レンギル。

「……レンギルゥウウウウウウウ！」

　マギーの中で、何かが弾はじけた。

　馬を急に反転させてメリッサ城に向けると、マギーは一騎きで突撃を敢かん行こうした。

「ああっ、軍長！」

「軍長をお守りしろ！」

　マギーの突撃に驚おどろいたのは、麾き下かの兵達である。

　兵らは軍長マギーを守るべく、後ろを向いた隊を再び前に進めた。

「何じゃ、あの活いきの良いおなごが将なのか。重じゆう鎗そう騎き兵へい隊たい出陣、あやつを狙ねらえ！」

『おおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　ゴゴゴ、と重い城門が開かれる。

　メリッサ城の中から、深しん紅くのフルプレートアーマーを纏まとった騎兵の一団がマギーに向かって進撃してきた。

　帝国軍、重鎗騎兵隊。

　ヘヴィーランスを手にしたその騎兵は、精強な帝国軍の主力を担になう部隊だった。

　先の攻撃で、フレリカ軍は算を乱している。

　それでもただ一人で気を吐はく軍長マギーに追いつこうと、後続の兵は必死に走った。

「ああああああああああッ！」

　マギーは叫んで馬を全力で走らせながら、右足をぐるんと回転させて刃やいばを出す。

　爪そう甲こう沓とう。それはマギーが得意とする武術「蹴しゆう爪そう術じゆつ」で使用される武具で、膝ひざまで覆おおう硬こう質しつのブーツである。

　その足首の外側に刃がついており、足を回す事で刃を出す事ができる。

　マギーはそのまま、対面より向かってくる帝国軍に向かって走る。

　帝国軍の面々は、正面から突撃してくるのが小こ柄がらな女である事に油断していた。

　マギーと帝国軍が接せつ触しよくする。

　ガギン、という甲かん高だかい金属音と共に先頭の兵士の首が空を舞まう。驚く重鎗騎兵隊に対しマギーは馬上で倒とう立りつし、矛ほこのような両足で次々と赤い鎧よろいを着た男を倒していった。

　元々、蹴爪術は男の力に対たい抗こうすべく女性が練り上げた武術である。

　マギーは重鎗騎兵隊の重く、鋭するどい一撃を足やガントレットで受け、そのまま足を伸のばして刃を突き立てる。

　敵の重厚なアーマーが、まるでぼろ布のように簡単に裂さかれていった。




　その様子をメリッサ城の城じよう壁へきの上から見ていたレンギルが、目を瞠みはって言った。

「何と、蹴爪術か!?」

　レンギルはその武術を知っていた。

　何せ帝国四将の一人、鎮ちん南なん将しよう軍ぐんルニも、あの武術の達人なのだから。

「かなりの使い手のようじゃが、この状じよう況きようで退ひかずに攻めてくるとは……将としてはまだまだ未熟じゃな」

　とはいえマギーに近づく者は、まるで刃の竜たつ巻まきに巻き込まれたかのように切り裂かれ、次々と倒れていった。

　その様子にフレリカ兵らも士気を取り戻もどし、果か敢かんに帝国の重鎗騎兵隊に向かう。

　フレリカ軍は一二〇〇。一方、レンギルは新たな大軍師、天竜姫テユリオンユミカの指示で二〇〇〇の兵士をメリッサ城に入れていた。

「ようし、フィガロはあの娘むすめの軍を止めろ。アゼムはフレリカ軍の退路を断たて！」

　レンギルが叫ぶと帝国軍がばくりと二つに分かれ、一手がマギー軍の背後に回った。

「さて、どう出るかのう、フレリカの諸君！」

　にやり、と笑うレンギル。

　すると城の北門に向かっていた二つのフレリカ軍が、左右からマギー軍の後ろに回ったアゼム隊を挟はさみ込むように攻撃した。

「うむ、早いな。鮮あざやかじゃ！」

　何な故ぜか敵を賞賛するレンギル。

「フレリカ軍の大将があの娘だとすると、戦せん闘とう中でまともに指示は出せまい。という事は、副将に中々の将がいるようじゃのう……羨うらやましい事よ」

　戦況は、実にわかりやすい形となった。

　メリッサ城南門を守るのは帝国征西軍副将フィガロ。

　それを攻めるのがフレリカ軍千人長マギー。

　その後ろを突いた征西軍副将アゼムを、フレリカ軍副将リンシアとバスケスが両りよう翼よくから攻め立てている。普ふ通つうに考えればフレリカ軍が有利な状況だが、それは双そう方ほうが全軍を出していれば、の話だった。

「よぉし、北門から軽けい装そう騎兵隊を二隊出し、アゼム隊を挟んでいる連中の背後を突け！」

「ははっ！」

　命を受けたレンギル隊の兵士が合図を送る。

　すると北門から二〇〇の軽装騎兵が二隊出陣し、南に向かって走った。

「さてと、儂わしも働くかのう。まだ戦いくさの怖こわさを知らん若造どもに……これを贈おくろう！」

　レンギルは背中に手を回し、金色に輝かがやく弓を手にした。

「奴やつらめ、儂がこれを使う為ために戦況を操あやつったとは、夢にも思うまい」

　レンギルがその弓を握にぎると、目映まばゆいばかりに輝き出した。

　ここまで乱戦になると味方に当たってしまう可能性もあるので、メリッサ城の弓兵はやみくもに矢を放てなくなる。

　ところが帝国征西軍は、この状況で敵部隊のみに致ち命めい的てきな攻こう撃げきを加える事が出来るのだ。

「アーティファクト〝卸おん浄じよう咎きゆう〟。こいつの破は壊かい力、とくと味わえい！」

　次の瞬しゆん間かん、メリッサ城上空に特大の美しい弓が出現した。

「さあ、狩かりの時間じゃ！」

　レンギルが手にした弓を引くと、巨きよ大だいな弓も同じようにぎりぎりと撓しなった。




　それを目にしたフレリカ軍は驚きよう愕がくの色を顔に浮かべ、身体からだが固まった。

「な、何だあのバケモノ弓は！」

　突とつ然ぜん、攻撃を始めたマギー軍の背後を救出すべく、バスケスはリンシアと相談して敵の側面を突いた。

　だが、バスケスはこの戦場に漂ただよう臭においのようなもので、小さな不安を感じていた。

　全すべてが上手くいっていない。

　まるで敵の手のひらで踊おどらされているような、そんな感覚だった。

　こういう臭いがする戦では、勝てた例ためしがない。

　バスケスのこれまでの経験が、頭の中で警けい鐘しようを鳴らしていた。

（ここは退たい却きやくだ。早くしねぇと取り返しがつかなくなる！）

　そう思いつつも目の前の敵軍を何とかしなければ、それこそマギー軍長がより窮きゆう地ちに立たされてしまう。

「仕方ねえ。おい、何人か俺についてこい！」

「ははっ！」

　バスケスはポール・アックスを振ふり回し、敵軍の中に突入した。

　その刹せつ那な、メリッサ城の上に不気味に浮かんでいた黄金の弓に光の矢がつがえられ、マギー軍に向かって放たれた。ドオオオオオオオン、と激しい地鳴りと共にフレリカ兵が数十名、土つち煙けむりにまみれて宙へと舞い上がる。

　矢が命中した場所は、巨大な生物が地面を搔かいたように大きく抉えぐれていた。

「じょ、冗じよう談だんじゃねえ、何てバカげた破壊力だ」

　バスケスは冷ひや汗あせを垂らしながら考えた。マギーに近づくには敵中に潜もぐり込み、一気に敵てき陣じんを切り裂いて右に向きを変え、マギー軍に突つっ込むように道を作るしかない。

　もう一人の副将リンシアは弓使いとしては中々だが、敵中突破といった泥どろ臭くさい仕事は向かないだろう。

　ここは、膂りよ力りよくに勝まさるバスケスの出番だった。

「うおおおおおおおおおおおっ！」

　バスケスは自じ慢まんのポール・アックスを振り回し、力任せに進撃する。

　ついてくる兵もバスケスの突破力を頼たよりに奮戦していた。

　どおん、どおおん、と耳をつんざく音がする。

　その度たびにちかっと辺りが光に包まれ、マギー軍の中から土柱が上がる。

　凄すさまじい破壊力だった。

　バスケスは夢中で武器を振るい、馬を走らせる。

　がちんがちんと赤いアーマーの破は片へんが飛び、バスケスの鎧に当たる。

　マギー軍長は、無事だろうか。

　もしあの弓の直撃を受けていれば、決して五体満足では済むまい。

　バスケスは戦い、進みながら軍長マギーの事を思った。

　あの絶望的なリルガ橋の戦いで、バスケスは初めてマギーを知った。

　最初は悪い冗談かと思った。

　明らかに自分より弱そうな女の下もとで働く事に、バスケスは激しい抵てい抗こうを感じた。

　だが、いざ戦場に出るとマギーはバスケスよりも多くの兵を討うったにも拘かかわらず、汗一つかかなかった。奇き襲しゆうだったとはいえ、自軍よりも圧あつ倒とう的てきに多い帝てい国こく軍を前に怯ひるむ事なく突き進むその姿に、思わず目を奪うばわれてしまった。

　そんなマギーの力になれればと、彼女の副将となった。

　マギーはこんな場所で砕くだけ散っていい将ではない。

　がぎり、と歯をくいしばり、必死に敵をかき分けるバスケス。

　するとようやく前方にフレリカ王国の旗が見えてきた。

「うりゃああああっ！」

「はああああああっ！」

　バスケスのポール・アックスとマギーの爪甲沓が交こう錯さくした。

「あう、バスケス!?」

「はあ、はあ、やっと辿たどり着いたぜ軍長ォ！」

　ばはあ、と息を吐はくバスケス。

　ようやく発見できたマギーの姿に、自然と笑えみがこぼれた。

「バスケス、ごめんです！　ボクが逃にげなかったばっかりに──」

「全部後だ！　今はとにかく急いでここから逃げろぉ！」

　マギーを背後から襲おそおうとした帝国兵に、ポール・アックスを突き刺さした。

「オレの軍が道を作ってるが、そんなに保もたねえ。ここの軍はオレが引き受けるから、さっさと行けぇ！」

「バスケス！」

　マギーは涙なみだぐんでいた。

　帝国征西軍に挟まれ、レンギルのアーティファクトの射程内に置かれたマギーの軍は、かなり危険な状態にある。

　とはいえ味方を見捨てる事など、できるわけがない。

　だとしたら、副将バスケスにできる事は一つしかなかった。

「行け軍長！　……いい女になれよ！」

　バスケスがマギーの馬の尻しりを叩たたくと、馬は驚おどろいて駆かけ出した。

「バスケス、バスケぇス……！」

　マギーはそう叫さけびながら、馬にしがみついてこの場を離はなれた。

　ずどん、と、また後方から衝しよう撃げきを受ける。

　バスケスは驚く馬を片手で抑おさえ、大声で叫んだ。

『ヤロウ共、どうせここに居たってレンギルに殺されるだけだ！　だったら男の意地、見せつけてやろうぜぇええええっ！』

『おおおおおおおおおおおお！』

　バスケスの檄げきに応こたえ、フレリカ軍の心が一つになる。

『狙ねらうのは前のメリッサ城じゃねえ、背後の帝国軍だ。ここを叩けば逃げられる！　ただひたすら斬きりまくれェ！』

『おおおおおおおおおおおおおおおお！』

　レンギルの射撃による爆ばく音おん轟とどろく中、バスケスを先頭に、背後の帝国征西軍に一いち丸がんとなって斬りかかるフレリカ軍。

　悪くない選せん択たくだった。実際、軍長マギーとフレリカ軍後方で出くわしたのも、フレリカ軍が撤てつ退たい戦に移っていたからに他ほかならない。

　これでマギーが率いていた軍と、バスケス、リンシアの両副将隊に三方から攻せめ立てられた形となった帝国征西軍は、見る見る兵を減らしていく。

　だが、通常ならば三方同時攻撃で充じゆう分ぶん切り崩くずせる陣だったが、メリッサ城側から後続の兵が送り込まれる上に、城じよう壁へきから弓矢による射撃が加わる。

　更さらにレンギルの容よう赦しやない攻撃が、体験した事のない脅きよう威いとなって襲いかかった。

　メリッサ城の上に浮うかぶ弓が閃せん光こうを放つ度たびに、後方から悲鳴が上がる。

「こりゃ、まずいな」

　何はともあれマギーをここから逃がせたから上出来だ、とバスケスは思う。

　バスケスは先頭に立ち、何とか活路を見いだそうと必死に武器を振るったが、右から帝国兵の攻撃をまともに受けて落馬した。

　ぬるり、と手のひらにどす黒い血が付着している。

　返り血ではない。紛まぎれもなく、自分の脇わき腹ばらから滲にじみ出たものだった。

　バスケスは三十七歳。

　もう二十年近く冒ぼう険けん者やら傭よう兵へいやら、危険と隣となり合わせで戦ってきた。

　その経験が、この戦場がどれだけ厳きびしいかを教えてくれる。

　ここにいたら死ぬ、と。

　だが、不思議と逃げたいとは思わなかった。

　フレリカ王国の若きミオ王女やシエル軍師、フレイ将軍。

　そしてマギー千人長。

　彼らの目標はとてつもなく大きくて、眩まぶしかった。

　目が、霞かすんできた。

　周りの者はバスケスを守ろうと円陣を組み、必死に槍やりを振り回す。

　その左手前方の兵が三人、騎き馬ばに跨またがった大男の一いち撃げきで吹ふき飛ばされるのが、辛かろうじて目に入った。

「まさかオレの軍中に逃げ道を作られるとは思わなかったぜぇ？」

　大男はそう言って、手にした棍こん棒ぼうをばしばしと叩く。

「オレはアゼム。帝国征西軍副将だ」

　ああ、今の自分ではこいつに勝てない。素直にそう感じた。

「その様子じゃあ意識があるのかどうかわからねぇが、こちとら首を持って帰らねぇと、お頭かしらから褒ほう美びが貰もらえねえんでな。悪く思うな」

　アゼムが棍棒を振り上げ、近づいてくる。

「……はは、はははははは！」

　バスケスは高笑いし、最後の力を振り絞しぼってアゼムに向かって行った。




「何て、何て事を……」

　辛からくも死地から抜ぬけ出したマギーは、後方を振り返りながら呟つぶやいた。

「軍長、バスケスも長くは保たないでしょう。追っ手が来る前に距きよ離りを稼かせぎます」

　副将のリンシアが、落ち着いた口調でマギーに言う。

「何で、どうしてボクは……レンギルに向かって行ったです！」

　滲む涙を、風が拾って後ろに飛ばしていく。

　一二〇〇もの兵を引き連れて来たのに、今やマギーの後を追ってくるのは僅わずか五〇名足らずだった。レンギルが放った軽装騎兵隊がリンシア、バスケス隊の背後を突いた事で、フレリカ軍は総崩れになってしまった。

　ここまで崩れた軍を立て直すのは、どんな名将でも不可能である。

　そう察したリンシアはマギーを逃がす為ため、いち早く退路を確保し、マギーの姿を見つけるとすぐに退却した。

　帝国軍自慢の重鎗騎兵隊を前に、フレリカ軍は無む惨ざんにも叩き潰つぶされていく。

　その一方で軽装騎兵隊はマギーを捕とらえるべく、猛もうスピードで追いかけてきていた。

「軍長、ここは二手に分かれましょう」

　リンシアが、弓に矢をつがえながら言った。

「私がここで奴やつらの足を止めますので、その隙すきに！」

「何を……何を言ってるですかリンシア？」

　マギーの顔が、くしゃくしゃになる。

「軍長、あなたはこんな所で倒たおれる人じゃない。何が何でも逃げ切って、いつか私とバスケスの仇かたきを取って下さいね」

『リンシアぁ!?』

　走りながら、リンシアに手を伸のばすマギー。

　だがリンシアはにっこりと微笑ほほえむだけだった。

「最後まで諦あきらめず南へ走って。それ以外の行動は許しませんよ？」

　リンシアはそう言って手た綱づなを引き、馬の足を緩ゆるめる。

　すると後続の兵も、それに倣ならって止まった。

『勇ゆう敢かんなるフレリカ軍の兵士たちよ！　我らは強きを助け弱きを挫くじく悪逆非道の帝国軍に、断じて屈くつしない！　これまで帝国から受けてきた暴挙を思い出せ。大事な人を思い出せ。我らに誇ほこりと栄えい誉よを……行くぞ！』

『おおおおおおおおおおお！』

　リンシアの檄で五〇名のフレリカ兵が、帝国の軽装騎兵二〇〇に突とつ撃げきをかけた。




　その日の夕暮れ。

「うう……ひっく……」

　マギーは一人、肩かたを落として街かい道どうを南下していた。

　馬は限界まで走り抜き、足が震ふるえ、今にも倒れそうだった。

「バスケス」

　リルガ橋の戦いの際、リンシアと共にマギーの下もとで働いてくれた。

　マギー隊で一番熱く、力持ちだった。

　いつも小こ娘むすめ呼ばわりしては、マギーの重い蹴けりを受けて吹ふき飛んでいた。

「リンシア」

　マギー隊で、いや、おそらく今のフレリカ軍で最も弓きゆう術じゆつに優すぐれ、戦場を広域に亘わたって把は握あくできる数少ない将だった。

　バスケスとは対照的に沈ちん着ちやく冷静で、温厚な人ひと柄がらは兵士からも人気が高かった。

「うあー……あああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　マギーは空に浮かぶ蒼あおの月、紅あかの月に向かって、吠ほえた。




「逃がしたか」
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　レンギルは城内でユキウサギの姿焼きを口にしながら、フィガロの報告を聞いていた。

「申し訳ありませんレンギル様。少々侮あなどりました」

　相変わらず背筋をピンと伸ばし、淡たん々たんと喋しやべるフィガロ。

「まあよい。とりあえず、状じよう況きよう報告をせい」

「はっ。まず我が征西軍は二〇〇〇のうち、死者一〇〇。敵軍は一二〇〇のうち九〇〇を失い、二〇〇が投降。その他は逃とう亡ぼうしました」

　終わってみれば、帝国征西軍の圧勝だった。

「そうかそうか。それにしても……お主は随ずい分ぶんやられたのう」

　レンギルはフィガロの後ろにいた副将アゼムに目を向ける。アゼムのアーマーは肩や胴どうがへこみ、盛り上がった左ひだり腕うでが真っ赤に染まっていた。

「へい、意外とてこずりやした」

　アゼムは朱しゆ色いろの布に包まれた、丸い物体を手にしていた。

「それは誰だれじゃ？」

　アゼムがレンギルの足元にそれを投げる。はらりと布が外れ、男の髭ひげが覗のぞき見えた。

「フレリカ軍の副将、バスケスだそうですぜ」

「そうかそうか、あの乱戦で将を討うったか。がはーっはっは！」

　レンギルは笑い、肉を口に入れた。

「フレリカの賊ぞく共は全軍で二〇〇〇程度だというから、もう半分を討った事になるのう」

「は。全すべて、大軍師ユミカ様のご指示通りでございます」

　フィガロがそう言うと、レンギルは椅い子すの背もたれに寄りかかり、ふー、と息を吐はいた。

「全くじゃな。昔から才さい気き溢あふれる少女であったが、見事に育ちおった」

　レンギルは嬉うれしそうに目を細め、懐ふところから封ふう書しよを出してテーブルに置いた。

　それは帝てい都とヴァスガイア・トーレからのもので、差出人はユミカ・ローレンツだった。

　これには大軍師ディオラの死と、帝国に明確な反乱の意志を示したフレリカ王国をどのように討つべきかが記されていた。

　ユミカの策が見事に当たって勝利を収めたが、命令書にはまだ続きがあった。

　メリッサ城防衛に成功後、レンギル将軍はメリッサの兵士を率いてルナリムに移動し、予あらかじめ駐ちゆう屯とんさせておいた征西軍主力をもって、速すみやかにモロを攻め落とすべし。

　その際、征西軍が持つ兵器「井せい蘭らん塔とう」の使用は固く禁じる、と記されていた。

「しかし、これは少々焦あせりすぎじゃろ。しかも自じ慢まんの井蘭塔を使うなとは……」

　レンギルは嘆たん息そくし、酒をあおった。

「しかしレンギル様、大軍師の命令は絶対です。従わない訳にはいきませぬかと」

「フィガロぉ、お主はユミカと気が合いそうじゃなあ」

　がはははは、と笑うレンギル。

「さてと。大軍師殿どのの言葉もあるし、明あ日すにはルナリムへ向かうとするか。じゃがな、今夜だけは戦勝の宴うたげじゃ！」

「やったぜ、酒だぁあああ！」

　アゼムが叫さけぶ。

「おーそうじゃ。アゼム、お主はルナリムから来たばかりなのに、よう敵将を討ち取った。褒美に二〇〇〇エルンくれてやる！」

「おお、お頭……ありがとうございやす！」

「いいかげん将軍と呼ばんか！」

「へへ、すんませんお頭」

　顔を赤らめるアゼムに、嘆息するレンギル。

「さあさあ、今こ宵よいはゆっくり英気を養うぞ。がはーっはっはははは！」

　レンギルは高笑いし、酒さか瓶びんを片手に立ち上がって領主室を出る。

　その後ろに笑え顔がおのアゼムと、黙だまるフィガロが従った。







　第三章　功と罪




　マギーがメリッサ城の戦いで敗北を喫きつする、少し前。

　モロの城を拠きよ点てんとしたシエルは、謁えつ見けんの間でミオと共にある人物と会っていた。

　パルディナ皇こう国こくにフレリカの使者として送ったファルリア・ベリーベルである。

　彼はリーフの森の逃とう亡ぼう戦の折、帝てい国こく軍追つい撃げき隊副隊長だったが、その後シエルの策によってからめとられると、フレリカに降こう伏ふくし、今では外交を任されていた。

「それで、パルディナは何と？」

　玉座のミオが言う。ファルリアは頭こうべを垂れつつ、一通の書簡をミオに渡わたした。

「はっ。子細はこれに」

「パルディナ教きよう皇こうからの親書にございます」

「どれ、何が書いてあるのかな？」

　ミオはファルリアから書簡を受け取ると、それに目を通した。

　パルディナはフレリカを大事な盟めい友ゆうと考えている。今後パルディナはフレリカと協力し、強大な力を持つトーレ帝国と戦うつもりだ、と記されていた。

「パルディナ教皇は、フレリカとの不ふ可か侵しん同盟をお認めになられました。互たがいの領土を侵略せず、共通の敵、トーレ帝国を倒す事に専念すべきである、と」

「ふむ」

　ミオは手紙に目を落としながら唸うなった。

「シエル、どう思う？」

　シエルはミオから書簡を受け取り、素早く目を通す。

「……概おおむね上々です。ただ一つ、気になる事がありますが」

「何だ、それは？」

　シエルはつかつかと壁かべに貼はられたラーカスの地図に近付いて言った。

「この書面には互いの領土を侵略しないとありますが、裏を返せば帝国領なら切り取り自由という事になります。我らフレリカ王都ミスティケープは、未いまだ帝国の鎮ちん南なん将しよう軍ぐんルニの支配下にある」

「つまりパルディナが東フレリカ地方に攻せめ込んできたら、我らは手出しできないと？」

「それどころかパルディナが援えん軍ぐん要よう請せいを出してきたら、断れない」

　シエルは地図上のゼルバーグ領を指差す。この地では現在、パルディナと帝国の鎮南将軍ルニが激しい戦いを繰くり広げていた。

「とはいえ、フレリカが大した勢力ではない現状で、パルディナが味方になってくれたというのはお手て柄がらだよ。ファル、よくやってくれた」

「ははっ、有り難き幸せ」

　ファルリアはシエルに頭を下げた。

「軍師、私は次に何をすれば？」

「それはミオ陛へい下かの口から聞いて」

　シエルは再びミオの横に戻もどり、意見を述べた。

「んー、えへん。ファルはこれからヒューレとルイユノークに向かい、領主ドリス・カーター侯こう爵しやくに会ってこい。二都市を治めているカーター公は、既すでに書簡にてフレリカの勢力下に入りたいと申し出て来ている。そこでだ」

　ミオが玉座から腰こしを上げ、ファルリアの肩を叩たたいた。

「私の代理として、カーター公をモロに連れて来て貰もらいたいのだ」

　ファルリアの瞳ひとみが、凜り々りしく輝かがやいた。

「そのお役目、喜んで引き受けましょう。私の目にも、この二都市は非常に重要だと映っております」

　ミオはシエルに視線を向け、大きく頷うなずいた。

「うむ、期待しているぞ」

「はっ！」

　頼たのもしい声と共に、ファルリアは謁見の間から去って行った。

　その夜。

　シエルはミオとエナと一いつ緒しよに、香こう茶ちやを飲みながら今後について話し合っていた。

「ねえシエル、帝国征せい西せい軍ぐんは何でヒューレ、ルイユノークを放ほうっておいたの？」

　エナがシエルに訊たずねる。シエルは頭を搔かきながら、ベッドに腰を下ろした。

「征西将軍レンギルは、エリューディンを治めるのに夢中なのさ。何せあそこには、ラーカスの鉱山といわれるガーネ山がある。こちらに手を出すくらいなら、一本でも多く坑こう道どうを掘ほりたいんだよ」

「ふーん、なるほどね。確かにガーネ山から発はつ掘くつされる鉱石は莫ばく大だいな富を生むでしょうけど……それはちょっと浅はかね」

「うん、僕もそう思う」

　シエルは香茶に口を付け、エナの言葉に同意した。

「なあ、何でそこが浅はかなんだ？　以前もエナが言っていたが、ルイユノークは水産業が盛さかんな場所というくらいしか思いつかんのだが？」

　ミオが首を傾かしげ、シエルがその疑問に答えた。

「ガーネ鉱山は確かに重要だけど、だからといって西フレリカの要所ルイユノークは放っておいていい場所じゃないよ。ね、エナ」

「うん。何といっても中級冒ぼう険けん者が集まる名所『カジクルーイン』の存在が大きいわ」

　ラーカスには数多くのダンジョンがあり、その殆ほとんどがまだ未攻こう略りやくなのである。

　それらはルイユノークの東にある森の中にあり、その中でも有名な遺い跡せき「カジクルーイン」は比ひ較かく的てき強い魔ま物ものが存在する為ため、奥地に眠ねむる宝やアーティファクトがまだ未発掘で残されているという。

　つまり、この方面の冒険者にとって、ルイユノークは重要な拠点なのだ。

「なるほどな、エナがラーゼンで行ったような政策をとれば、ルイユノークもガーネ鉱山に匹ひつ敵てきする収入源となるわけか」

　ミオはそう言いながら、さりげなくシエルの隣となりに座った。

「人材の発掘は旅人や冒険者達の噂うわさが糸口になる事が多いからね」

「ではここモロでも、ラーゼンのように人を集める政策を取るのか？」

　このミオの問いには、エナが答えた。

「ここはラーゼンのようにはいきません。何な故ぜなら、冒険者は荒あらくれ者が多いですから。あまり大勢呼び込んでしまうと治安が悪化します。それよりモロは麦と羊毛の名産地ですので、どうせならこれらを奨しよう励れいし、安定した財源とした方が良いでしょう」

　ほう、と唸るミオとシエル。

　やはりエナは帝国で最年少尚しよう書しよとして腕うでを振ふるっていただけはある。

「でも、ルイユノークは冒険者がいっぱい来る場所じゃないの？」

　シエルがそう訊ねると、エナは頷いて笑みを浮うかべた。

「その通りよ。その間にあるヒューレは小さな町だから後回しでもいいけど、ルイユノークだけは絶対に欲ほしいわね」

「じゃあルイユノークでは、ラーゼンと同じような政策を？」

「それはちょっと違ちがうわね。寧むしろ、ルイユノークみたいな場所をどう効率よく治めるのか。それをラーゼンで試ためしたと言った方が正しいわ。トーレ帝国がラーカスを統一した弊へい害がいの一つとして、滅ほろぼされた各国の軍に所属していた兵士達が職を失い、冒険者や傭よう兵へいに転職せざるを得なかったという事があるわ。

　彼らにしてみれば今この冒険者時代とも言える状じよう況きようは、一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらえる大チャンスなのよ。フレリカ王国としてはそれを全力でバックアップする事で、国としての存在感を示す事にも繫つながるわ」

「なるほどな……確かに産業を持たぬラーゼンの砦とりででは、エナの政策が当たって多くの冒険者がやって来た。それをダンジョンが近い場所でやれば効果も大きい」

　ミオは、思わずそう言って唸った。

「それだけじゃないですわ。先さき程ほどシエルも言っていた通り、冒険者達は様々な情報をもたらしてくれます。在ざい野やに眠る有能な士を集めるのなら彼らを集めて損はないですし、また軍人として返り咲ざきたいと思う者をフレリカ軍に加える事で、軍事強化にも繫がります。冒険者を呼び込むのは、メリットが大きいんです」

　シエルとミオは顔を見合わせ、思わず笑ってしまった。

「さすがはエナだ。したたかというか、そつのない事を考えるなあ」

「むっ、したたかって何よ。なんかあんまり嬉うれしくないんだけど」

「え、そ、そう……なの？」

　エナの瞳がぎらりと光り、シエルの背筋に冷たいものが走った。

　その時だった。

「兄貴、いるか？」

　ドアの向こうからフレイの声が聞こえた。

「ああ、いるよ。入って」

　シエルが答えると、フレイは一人の少女を伴ともなって部屋に入ってきた。

「あ！」

　シエルはその少女に、見覚えがあった。

　帝都で暮らしていた時、シエルの屋や敷しきで家事全ぜん般ぱんだけでなく、執しつ事じのような仕事までこなしてくれたメイドのレネリーだった。

「うう、ご主人様ぁ……」

　彼女は目にいっぱいの涙なみだを浮かべ、その場に膝ひざをついた。

「いやよ、オレが兄貴の屋敷に向かってたら、この子が兄貴を探して通りに立ってたんだ。何か必死そうだったから、放っておけなくてな」

　フレイが顎あごを擦さすりながら言う。

　シエルはレネリーの側そばに歩み寄り、肩かたに手を載のせて優やさしく訊ねた。

「君が、何でここに？」

「お嫌いやでなければ、また私を雇やとっては頂けませんか？　何でも、何でもします！」

　涙を零こぼし、すがるように頼み込むレネリーを見て、シエルはどうして彼女を連れて屋敷を出なかったのかと後こう悔かいした。

「ありがとうレネリー。ちょうどミオ陛下からこの屋敷を賜たまわったばかりで、メイドや執事はこれから探そうと思ってたんだ。こっちからお願いしたいよ。また僕に、美お味いしい香茶を煎いれてくれる？」

　ふるふると頰ほおを震ふるわせ、レネリーは満面の笑えみで頷いた。

　シエルはレネリーの為に一室をあてがい、早さつ速そく家事を頼んだ。

　レネリーはシエルに重ね重ね礼を言い、早速メイド服に着き替がえて働き始めた。

「ふう」

　一息吐ついて自室に戻ると、じっとりとした三人の視線がシエルを包んだ。

「え、な、何？」

「兄貴、あの子に何かしたのか？」

　まずはフレイが口火を切った。

「はあ？　な、何もないよ!?」

「何もないのに、帝都のメイドがお前を追いかけてはるばるここまでやって来るのか？」

　続くミオの怒ど気きをはらんだ瞳が、鋭えい利りな刃は物もののように輝かがやく。

「僕にだってわからないし……いや、むしろ僕が訊ききたい！」

　困こん惑わくするシエルに、思わぬ援えん軍ぐんが現れる。

　それはエナだった。

「シエルは帝てい国こくの大軍師ディオラの下もとで学んだ軍師なんだから、ひょっとしてあんたの出しゆつ奔ぽんで、あの子にも危害が及およんだんじゃないの？」

「そんな、バカな……」

　もしエナの推理が当たっていたら、大変な事だった。

　通常、メイドや執事、鍛か冶じ屋やや商人などは、権力者に対して組合を結成して防衛している。これらに国家権力が無理やり介かい入にゆうすれば各組合との関係が悪化し、人材の斡あつ旋せん、納税などが滞とどこおる。国にとっても労働者にとっても、得るものが何も無い愚ぐ行こうだった。

「もしレネリーを帝国軍が勝手に尋じん問もんしていたなら、使用人に罪はなし、という不文律が破られた事になる。いくら給金が良くても、帝都で働こうと思う人はいなくなるわ」

　エナは内政府で働いていたので、それがどれほどの大事になるかを瞬しゆん時じに想像出来た。

「ま、いずれにしても裏を取る必要があるね。もしエナの言う通りなら、帝都で働く労働者らの間で、必ず何か噂されているはずだし」

「そうね、あたし調べてみる。こうしちゃいらんないわ、すぐに政務室に戻もどらなきゃ！」

　エナは目を輝かせながら、部屋を小走りで出て行った。

「なあ兄貴、あのレネリーっつーメイドが帝国軍に何かされたってぇのと、エナ姐ねえとどう関係があるんだ？」

　腕を組んで首を捻ひねるフレイに、ミオが答えた。

「国と組合やギルドは持ちつ持たれつの関係なんだ。安定した国なら彼らも安心して働ける。彼らが安心して働いてくれれば税収を確保しやすいから、より国が安定する。この関係が崩くずれれば、民たみはより信しん頼らい出来る国に移ってしまう。そうなると国としては税収が減る訳だから、国崩ほう壊かいの第一歩となる」

　フレイの目が、話を聞きながら細くなっていく。

「あー、つまり大変だって事か？」

「……まあ、それでいいや」

　フレイにこの手の話をするのは、非常に骨が折れるのである。

「とにかく、あのメイドの一事から帝国の変異まで察する事ができるというのも、エナが非ひ凡ぼんだという証しよう拠こだな」

　ミオがそう呟つぶやくと、シエルは大きく頷うなずいた。

「エナはフレリカを豊かな国に出来る才能を持ってる。僕やフレイは、エナが安心して仕事ができるよう、がんばらなきゃね」

「お、おう！　仕事はがんばるぜ？」

　いまいち要領を得ていなさそうなフレイのぎこちなさに、シエルとミオは自然と笑顔になった。

「そういえば、フレイは何でここに来たんだ？」

　ミオがそう言うと、フレイははっとして手を叩たたいた。

「おおっと、忘れてたぜ。ザグロニアのおっさんが戻って来たぞ」

『それは忘れるな！』『それを早く言え！』

「うお、す、すまねえ」

　ミオとシエルは声を揃そろえてフレイに怒ど鳴なり、三人は慌あわてて城へと向かうのだった。




「待たせてすまん、ザグロニア！」

　モロの城、謁えつ見けんの間。

　そこに控ひかえていたのはリルガ橋の戦いでフレイに敗れ、フレリカに加わった元ゼルバーグ王国大将軍、ザグロニアと二人の若者だった。

　ミオは肩で息をしながら、慌てて玉座に腰こしを下ろす。

　続いて現れたのは、シエルを肩に担かついだフレイだった。

「お、おうっ!?　シエル、何だその姿は？」

　ザグロニアと、二人の若者が目を丸くする。

「ああ、すまねぇおっさん！　大急ぎで走ったら、兄貴が酸欠でな」

　フレイはきょろきょろと辺りを見回し、とりあえず壁かべ際ぎわにシエルを下ろす。

　青白い顔でぐったりとしたシエルは、生きているのかどうかも怪あやしかった。

　ミオは手て櫛ぐしで髪かみを整え、片膝をつくザグロニアに言った。

「はあ、はあ、では、ザグロニア、首しゆ尾びを聞こうか」

「ははっ。ゼルバーグであらゆる伝つてを利用し、二〇〇〇の兵を集めて参りました。彼らは皆みな、帝国に深い恨うらみを持つ者なれば、必ずやお役に立てるかと存じまする」

「に、二〇〇〇……」

　やはり、瘦やせても枯かれても一国の大将軍だった男である。

　ここまでの軍勢を集めてくるとは、誰だれも予想していなかった。

「それと、これなる若者らはワシの子にございます。二人ともワシに似て一ひと癖くせありますが、有能さは保証しますぞぉ」

　ザグロニアが後ろに目をやると、二人の若者がその隣となりにやってきて頭こうべを垂れた。

「ご尊そん顔がんを拝し恐きよう悦えつに存じます。ザグロニア家長女ラミナです。武門の生まれでありますれば、槍やりを賜り、戦場にてこれを振ふるう事をお許し願いたく」

　ラミナがミオに片膝をついて頭を垂れる。身長はシエルより少し高いくらいだが、そのぎらぎらした表情は将の貫かん禄ろくを滲にじませていた。

「ザグロニア家の長男アルガードです。いざとなれば槍働きも致いたしますが、どちらかといえば内政の方が得意です。どうか、お見知り置きを」

　アルガードは父ザグロニアに譲ゆずらぬ巨きよ軀くだったが、穏おん和わな印象を与あたえる優やさ男おとこだった。

「こいつらの母……まあつまりワシの妻は、先の帝国との戦いくさで命を落としました。これも時勢の流れと我が慢まんしておりましたが、こうしてフレリカに仕つかえられる事、改めて大変喜ばしく思います。かくなる上は帝国を打ち倒たおし、積年の恨みを晴らしとう存じまする」

　ザグロニアがそう言って頭を垂れると、姉弟きようだいも揃って頭を下げた。

「ザグロニアよ。二〇〇〇の兵の上にご子息まで連れて来てくれた事は、重ねて嬉うれしく思う。だが、勘かん違ちがいをするな」

　ミオは玉座から立ち、ザグロニアらの前に進んだ。

「勘違い？」

「そうだ。我らは恨みで帝国を倒すのではない。天下万ばん民みんの為ため、これ以上血を流さずにすむ国を作る為に戦うのだ。恨みは恨みを呼び、それは加算ではなく乗算されていく。お前が連れて来た兵にも、よくそれを理解させよ。そうでなくば、たとえこの命が危あやうくなってもお前の兵は使わん」

『は、ははっ』

　ザグロニアとラミナ、アルガードは、思わず深く頭を下げた。

　ミオの威い厳げんを直じかに感じ、身体からだが勝手に反応していた。

「良りよう禽きんは良木に棲すむという。ミオ陛下の下にはこれからも続々と良禽が棲むでしょう」

　気づくと、まだ青い顔をしたシエルと、その隣で腕うでを組むフレイがいた。

「シエル……いや、シエル軍師殿どの」

　シエルの名を聞いて、ザグロニアの子らが顔色を変えた。

「失礼」

　ラミナが立ち上がり、シエルの顔を覗のぞき込む。短くて、手入れもしていない硬かたい髪が如い何かにも武人といった雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

「なあ親父おやじ、こいつがあの有名な天翔虎カルーデイアの軍師？」

「こ、こらラミナ、やめんか！」

　焦あせるザグロニアを、ミオが手で制止した。

「初めましてラミナ。僕に興味があるのかな？」

「ああ、大いにあるねえ」

　ラミナは腰に両手を当て、胸を張った。

「リルガ橋の話は聞いてるよ。風を読んだ火か計けい、分ぶん進しん合ごう撃げきの計、そして裏からの本ほん陣じん奇き襲しゆう……どれも計算された、見事な計略だった」

「それはお褒ほめに与あずかり光栄だよ。どうやら君は腕っ節だけの人じゃないみたいだね」

「ははっ。帝国の天翔虎カルーデイアの軍師って道号は伊だ達てじゃねぇみてぇだな。こんな青っひょろい男だとは思わなかったが、よろしく頼たのむぜ軍師さま！」

　ラミナはからからと笑って、シエルの肩かたをバシバシと叩いた。

「はは、こちらこそ。っていうか、痛い痛い！」

　シエルは青ざめながらラミナに苦笑いを返す。

　意地悪そうに笑うラミナを、アルガードが止めに入った。

「ね、姉さんやめなよ！」

『黙だまってろ』

「はい」

　ラミナに一いつ喝かつされて、アルガードは見る影かげもなく小さくなった。

　どうやらザグロニア姉弟は、長女ラミナが絶対的な存在のようだ。

「ラミナ、そこまでにしとけぇ。随ずい分ぶんと軍師を気に入ったようだが、陛下の御ご前ぜんだ。手ぇ出すなら後にしろ」

「へーい」

　後ならいいのか、というか何をする気なのか、と軽く不安を覚えるシエル。

「で、オレの紹しよう介かいはいいのかよおっさん！」

　ぽかん、と立っていたフレイがそう言うと、ラミナが目つきを変えた。

「紹介なんかいらねぇよ。どう見てもあんたが親父を一撃で倒したっていう、千人斬ぎり将軍フレイ・フォルクだろ？」

『一撃じゃねぇわいバカ娘むすめがぁ！』

　ザグロニアが顔を真っ赤にして吠ほえる。

　面おも白しろ親子だった。

「……ん、強いな。間ま違ちがいなく強い」

　ラミナから、獣けもののようなオーラが発せられる。

　だがフレイは大おお股またで悠ゆう々ゆうと近づき、ラミナの肩をばしんと叩いた。

「ああ、わかってんじゃねぇかよ。オレぁ誰よりも強い！」

　びきり、とラミナの額に青筋が走る。

「なあ兄貴、このラミナってのは中々面白そうだ。オレの副将にしたいんだがいいか？」

　眉み間けんに深い皺しわを刻み、ラミナを威い嚇かくするフレイ。

「まあ、そうだね。いいんじゃない？」

「よーし決まりだ。ラミナ、早速オレについてこい。お前の腕がどんなもんか見てやる」

「へっ、面白ぇ。もしアタシが勝ったら、あんたアタシの部下になれよ？」

　ラミナも、やる気満々だった。

「しゃべりは苦手だ。お前も武人なら剣けんで物を言え」

『こっ……』

　まるで嵐あらしのような殺気を振りまきつつ、二人は謁見の間から出て行った。

「ザグロニア、随分と頼もしい子だな」

　ミオはそう言って、くすくす笑った。

「不ぶ躾しつけで申し訳ない」

　ザグロニアは恥はずかしそうに髭ひげを擦さする。

「あのう、あのまま行かせてよいのですか？　怪け我がでは済まない可能性がありますが」

　温厚なアルガードが、弱った顔で苦言を呈ていした。

「ま、大だい丈じよう夫ぶでしょ。フレイだってもう将軍だ。さすがに加減は出来るだろうからね」

　シエルがさらっと言う。

「全くだ。ラミナにもいい薬になるだろうなぁ」

　父親のザグロニアまで、そんな事を口にした。

「え……え？」

　アルガードが心配したのはフレイの身であって、断じて凶きよう暴ぼうな姉ではなかった。

「余計な心配は無用だよ。それより君は、あのラミナとは少し違うようだね」

「あ、はい。どうも僕は剣を振るうのが苦手でして」

「じゃあ、何か特技はある？」

「え、うーん、そうですねえ、特技と言っていいのかわかりませんが、医術の心得があります。何せ姉がすぐに怪我をするものですから」

　ふむ、とシエルは唸うなる。アルガードが持つ雰囲気はどこか中性的で、屈くつ託たくのない笑え顔がおには人を惹ひきつけるものがあった。

「じゃあとりあえずアルガードにはフレリカ軍の後方支し援えん隊を任せたい。物資の調達や食料の管理は、重要な仕事だ。内政府のエナとも、よく相談してね」

「あ、ありがとうございます！」

　アルガードは笑顔でシエルに応こたえ、エナに会うべく謁見の間を出て行った。

　こうして謁見の間にいるのは軍師シエル、王女ミオ、そしてザグロニアだけになった。

「ザグロニア殿どの、アルガードはゼルバーグにいた頃ころ、どんな事を？」

　シエルが訊きくと、ザグロニアは髭を擦って困こん惑わくした表情を浮うかべた。

「あやつには色んな事をさせた。どんな事でもそつなくこなすので、逆にあやつが一番、使いどころが難しいかもしれんですなぁ」

　姉のラミナは見るからに武人だが、アルガードは器用な仕事が向いているようだ。

「まあ、今回集めてきたのはあやつらだけではなく、ゼルバーグ時代の百人長や三百人長なども数名おる。シエル殿、どうか彼らにも、手て柄がらを立てるチャンスをやってほしい」

　ザグロニアはそう口にして、ミオとシエルに頭を下げた。

「ザグロニア、本当に良い仕事をしてきてくれたな。おかげでフレリカは、ようやく他国にも胸を張れる勢力となれた」

　ミオはそう言って、素直に頭を下げた。

「勿もつ体たいなきお言葉、有り難き幸せに存じまする！」

「後はファルがカーター公を連れてくれば、フレリカはようやく国として形になる」

　現在はモロの城一つだが、南の二都市を押さえる事で領土を得る事となる。

「なあシエル、形式的な王都はルイユノークで良いのだな？」

　シエルはミオにそう問われ、頭を搔かいて答えた。

「そうですね。ルイユノークは規模が最も大きいですし、立地的にも優すぐれております。陛へい下かにおかれましては、ルイユノークから各地にご命令を下して頂きたいと思います」

　ミオはシエルの言葉に、首を傾かしげた。

「ん～、どうも私の意図が正しく伝わっておらんようだな」

「は？」

　今度はシエルが首を傾げた。

「私は形式的な王都と言ったのだ。どこに王都を定めようが、そこから動かぬような王にはならんぞ？」

「え、え？　えええ!?」

「私は民たみや兵、将と共にある。王都は王都としての機能を果たす場所であれば良い」

「しかし、それは……」

　王が領内を転々とする。それは異例の事だった。天下統一を果たしたあのトーレ帝てい国こくとて、皇こう帝ていは帝都ヴァスガイア・トーレから一歩も動かなかったのだから。

「なあシエル、リルガ橋の戦い前に言っただろう？　私在あるところ、それがフレリカ王都だと。その気持ちは変わらん！」

「しか、しかし……」

『偉えらいっ！』

　おたおたするシエルの呟つぶやきを、ザグロニアの大声がかき消した。

「古今東西、ミオ様のようなお考えを持つ王が他ほかにいたでしょうかなぁ！　ワシは、益ます々ますミオ様の為ため、フレリカの為に働けて幸せに存じまする！」

「そう？　そうか？　そうであろう？」

　感かん涙るいするザグロニアの言葉に、ミオが瞳ひとみを輝かがやかせて玉座から前のめりになった。

「ゼルバーグが帝国に滅ほろぼされた時、何な故ぜにこうも簡単にやられてしまったのかと考えぬ日はありませんでした。その原因の一つは伝達の遅おくれにあったのです」

「ほう」

「ゼルバーグ王は常に遠くの王都にござった。故ゆえに急進してくる帝国軍に対応しきれなかった。ワシは大将軍の地位にありながら逐ちく一いちゼルバーグ王から許可を得なければ、兵を動かせませんでしたからなぁ」

　ラーカスの国々には、それぞれの政治と規律がある。

　そのシステムが最も優れていたのが帝国であり、天下統一を果たす事ができたのもそれが大きいという事はシエルもよく理解していた。

　帝国は、四将に合かつ戦せんの自由を与あたえたのだ。

　戦いくさの勝ち負けをいちいち帝都に報告する必要はなく、全すべては四将が皇帝の代わりとしてその場で決裁する。

　その速さこそ、帝国軍の強さそのものだった。

「ザグロニアの言葉は興味深いな。確かに迅じん速そくな進軍は、時に何よりも強力な武器となろう。私も少し、考えてみるか──」

　その時。謁えつ見けんの間に一人の兵士が入って来て、片かた膝ひざをついた。

「火か急きゆうの事にて失礼します。蜂はち蜘く蛛も隊たいから北のマギー軍について報告があるとの事です」

『なに!?』

　ミオが顔色を変えて兵士に命じる。

「よし、その蜂蜘蛛隊はここへ通せ。それと内政府から尚書エナを呼んでくれ」

「ははっ！」

　兵士は一礼し、慌あわただしく謁見の間を出て行った。

「何の使者だと思う？」

　ミオは玉座に深く腰こし掛かけ、シエルに声をかける。

「嫌いやな予感がします」

　シエルはそれだけ言い、渋しぶい顔をして頭を搔いた。




　マギー軍、メリッサ城の戦いにて征西将軍レンギルに大敗。




　その報は、全身が隠かくれるようなフード付きのローブに身を包んだ、蜂蜘蛛隊の男によってもたらされた。

　王の間にはミオ、シエル、ザグロニア、そして内政府から駆かけつけたエナ、アルガードが集まっていた。

「征西将軍レンギルがメリッサ城に？　あれだけの斥せつ候こうの目をかいくぐって、一体どうやって……!?」

　シエルはそう呟き、激しく頭を搔いた。

「それで被ひ害がいは!?　マギーらは無事なのか？」

　ミオが心配そうに使者に訊たずねる。

「は、マギー軍一二〇〇は敵の策によって壊かい滅めつ。副将のバスケス殿は討うたれ、同じくリンシア殿はマギー千人長を逃にがすべく戦い、消息不明です」

「何て事だ……」

　シエルはそう聞かされ、思わず天を仰あおいだ。

「マギーは、レンギルに戦いを挑いどんだの？」

「遠目から見ておりましたが、残念ながらその通りです。そのせいで敵に包囲された後に、レンギルのアーティファクトによって甚じん大だいなる被害を受けました」

　報告を聞けば聞くほど、頭が痛くなってくる。

　あれほどレンギルとまともに戦うなと警告したのに。

「それで帝国軍は？」

「はっ、フレリカ軍に勝利した後、翌日には兵を纏まとめて西に向かったとか」

「そうか……」

　レンギルは、ルナリムに向かったに違いない。

　その動きの速さは、フレリカにとって正に脅きよう威いだった。

「マギーは？」

「かなり衰すい弱じやくしておりましたが、我ら蜂蜘蛛隊で保護し、こちらに向かっております」

「そう、助かるよ」

「いえ」

　蜂蜘蛛隊の男は、ただそれだけ答えて沈ちん黙もくした。

　マギーに預けていた兵は、先のリルガ橋の戦いで降くだってきた帝国兵を中心に編制していた。これからフレリカ軍の主しゆ攻こうを担になう存在に育て上げたかったのだが、シエルの命令を聞かず、戦わずに済んだ戦でそれを失ったマギーの罪は重い。

　シエルはちらりとミオを見る。ミオもマギーの罪を軽く考えてはいないようで、眉み間けんに皺しわを寄せ、厳きびしい顔つきになっていた。

「マギーに伝えよ。明日あした、鐘かねの音ねを合図に朝議を開く。その場に来いとな」

「は、ははっ！」

　蜂蜘蛛隊の男はミオの低い声に一いつ瞬しゆん気け圧おされたが、すぐに頷うなずいて退出した。

「ねえシエル、マギーちゃん、どうなるの？」

　エナが心配そうにシエルの袖そでを摑つかむ。

「ミオに任せるしかない」

　シエルは、そう言うしかなかった。

「僕にも責任はある。まさか、レンギルが直じき々じきにメリッサ城を守っていたとは思わなかった。以前の情報では、少数の帝国兵だけだったはずなのに」

　シエルは悔くやしそうに拳こぶしを握にぎり、頭をわしわしと搔く。

「天翔虎カルーデイアの軍師シエルをこうも簡単に出し抜ぬける人物なんて、あたしには一人しか思いつかないわ。天竜姫テユリオンの軍師ユミカの仕し業わざでしょ？」

　エナはシエルが予想していた事を口にした。

「間ま違ちがいないね。幸いこっちはザグロニア殿が二〇〇〇の兵を連れて来てくれた。この城に残ってる兵は精せい鋭えい中の精鋭とはいえ、下手をしたら帝国征西軍に対し、僕らは残りの一〇〇〇で迎むかえ撃うたなきゃならなかった」

　それを聞いた全員の背筋が、凍こおる思いだった。

　それは先にシエルが捨て身で勝ちを得たリルガ橋の戦い以上の兵力差である上に、敵将は愚おろかな貴族ではなく、帝国四将に数えられる戦上手である。

　勝ち目が見えなかった。

「とにかく兵の訓練はすぐに行わせよう。僕は、帝国征西軍を倒たおす策を考えておく」

　シエルがそう言うならば、きっと大だい丈じよう夫ぶ。

　ミオも、エナも、心の中でそう思っていた。

「みんな聞いてくれ。私は遺い恨こんを残さない為にも、明日の朝議で論功行賞を行う」

　ミオが立ち上がって言った。

「フレイとザグロニアの働きも勿もち論ろんだが、今フレリカを動かしているのは間違いなく軍師シエルと尚書エナだ。軍略や戦術においてはシエル以上に優れた者はないし、あの不毛なラーゼンで一ヶ月、我々に一日たりとも飢うえを覚えさせなかったエナの手しゆ腕わんは本物だ」

　シエルは少し照れて、頷いた。

　自分の事はともかく、エナが褒ほめられたのは親友として嬉うれしかった。

「私は、そんなお前達に報むくいたいと思う。マギーの処しよ遇ぐうに関しても、任せて貰もらうぞ」

「え？」

　ミオは驚おどろきの声をあげるシエルに顔を近づけ、苦く渋じゆうの表情で王の部屋を出て行った。

　長らくシエルの斥候集団「蜂蜘蛛隊」の隊長として耳や目となり、リルガ橋の戦いでは奇き襲しゆうを見事にやってのけたマギー。

　フレリカにとって、マギーの功績は勿論大きい。

　だが、上官である軍師シエルの警告を守らず、一二〇〇もの精鋭を失った罪は、絞こう首しゆ刑けいに匹ひつ敵てきするほど重い。

　シエルは、マギーに対しミオがどんな決断を下すのか、不安でいっぱいだった。




　翌日。

　モロ城の鐘しよう楼ろうで、朝議開かい催さいの鐘が鳴る。

　城の大広間にはシエル、エナを両りよう脇わきに従えたミオの前に、文官武官らが並んでいた。

　ここまで縦じゆう横おう無む尽じんに働いてきた将軍フレイ。

　ゼルバーグからフレリカの為に働いてくれる同志を連れて戻もどって来たザグロニア。

　モロの城を守ってきた内政官や長老会。

　商工会の組合長や、冒ぼう険けん者らのギルドマスターなど。

　そして最後に大広間に入って来たその女子に、皆みんなが目を丸くして言葉を失った。

　両の手を後ろ手に縛しばられ、薄うす手での白装しよう束ぞく。更さらに首からは太い縄なわの輪を下げられている。

　罪人が、絞首刑を受ける時の姿をした、マギーだった。

（マギー……）

　シエルは心の中で、マギーの名を呼んだ。

　その表情は、まるで人形のように凍りついている。

　会議場はざわめき出し、異様な空気に包まれた。

「皆みな、静せい粛しゆくに。それでは、これよりモロの新たな領主となられたフレリカ国王ミオ様より、お言葉を賜たまわる」

　エナがそう言うと、煌きらびやかなドレスを身に纏まとったミオが前に出た。

「まずは、この地に来られた事を大変喜ばしく思う。モロの者たちよ、我らを受け入れてくれてありがとう」

　謝辞を口にして頭を下げるミオ。

　その素直な態度に、初めてミオと相対した人々は驚きよう嘆たんし、恐きよう縮しゆくした。

「私は多くの者達から助けを受けてきた。今、ここを正式にフレリカ王国領とし、皆への恩返しをしたい。これからも私とフレリカに力を貸してくれ」

『おおおおおおおおおお！』

　大広間が歓かん声せいに包まれる。ミオの言葉が、この場にいる者全ての心を打った。

「では、まず最大の功臣に恩賞を与あたえようと思う。エナ・ワトソン」

「はっ！」

　エナはゆっくりとミオの前まで歩き、片かた膝ひざをついた。

「お前はシエルと共に先王と私を助ける為ため、帝てい都とにて二年間の研けん鑽さんの末、多くの経験と知識を得た。その才能はラーゼンで実証済みである。よって報ほう奨しよう金二五〇〇エルンを与える」

「ははっ！　有り難き幸せ」

　エナは目を丸くしたが、頭こうべを垂れてミオの言葉を受けた。

「次に、シエル・スノーハート」

「はっ」

　エナが目録を受け取って下がると、その場所にシエルが立つ。

　そしてエナと同じように片膝をついた。

「シエル、お前は帝都にてエナと共に学を修め、天翔虎カルーデイアといえば誰だれもが知る軍師となった。帝国に仕つかえればそれなりの地位に就つけたであろうに、それでもフレリカに対する忠節を貫つらぬき、私を助ける計画を立案、実行した。更にリルガ橋の戦いでは圧あつ倒とう的てきに不利な状じよう況きようにも拘かかわらず帝国軍五〇〇〇を撃げき破はした。その功績は疑いようもない。

　よってシエルに恩賞として二五〇〇エルンを与える。これからも私と、フレリカ王国を導いてくれ」

「ははっ。この命に代えましても！」

　シエルは頭を下げ、目を瞑つぶった。

「次に、フレイ・フォルク！」

「おうっ！」

　勇ましい声と共に、ミオの許もとへフレイが歩み寄る。

「お前もエナ、シエルと共にラーカスを駆け回り、リヴェラルウイングの千人斬ぎり将軍ゴードン・ワグナーとして帝国軍と戦ってきた。シエルやエナと協力して兵を集め、リルガ橋の戦いでは元ゼルバーグ王国大将軍ザグロニアを破り、仲間に引き入れた。その功績を認め、報奨金二〇〇〇エルンを与える」

「このフレイ・フォルク、今後も将軍の名に相応ふさわしい働きを約束しますぜ！」

　ゴードン・ワグナーと聞いて、また会議場がざわめいた。ゴードンは反帝国軍リヴェラルウイングにその人ありと謳うたわれた猛もう将しようであり、神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、どの戦場にも顔を出す事から、実在しない人物といわれていた。

　それが目の前に居て、しかも心強い味方になっていたのである。

　驚かない方がおかしかった。

「次に、アルバーノ・ザグロニア」

「はっ」

　ずい、と前に出るザグロニア。

　その姿は、若く雄お々おしいフレイとはまた違ちがった迫はく力りよくを醸かもし出していた。

「お前は元ゼルバーグ王国大将軍として長らく戦場にあり、ここにいる誰よりも経験豊富だ。そんなお前がフレリカに仕えてくれた事を心から頼たのもしく思う。更に、打だ倒とう帝国の為に同志を集めてくれた功績に対し、今の待たい遇ぐうで報いているとは言い難がたい。よってザグロニアを千人長から将軍に昇しよう格かくさせる！」

　おおお、と声が挙がった。

「有り難き幸せ。これまで以上に武功を挙げ、ご恩に報いる所存でございます」

「うむ、期待しているぞ」

　万ばん雷らいの拍はく手しゆが、新将軍ザグロニアを讃たたえる。

　ここに、フレリカ王国二人目の将軍が誕生した。

「次……マギー・バイパー」

「はいです」

　後ろに控ひかえていた白装束の女子が、おずおずと前に出る。

「お前はシエルの私兵、蜂蜘蛛隊隊長として汗あせを流してくれた。帝都からの脱だつ出しゆつ、リルガ橋の戦いと、その働きは誰もが認めるところである。だが──」

　それまで柔やわらかだったミオの表情が、変わった。

「メリッサ城攻こう略りやくの折、お前は軍師の言葉を聞かず大敗し、多くの将兵を失った」

　厳しいミオの口調に、辺りが静まり返る。

　それはまるで、深夜に降る雪のような重さと冷たさを内包していた。

「お前は私と軍師の信しん頼らいを裏切ったのだ。その責任は極きわめて重大であり、総合的に考えて私はこう言わざるを得ない」

　ミオが目を閉じて、天を仰あおぐ。

　マギーは逆に俯うつむいて、ぽつりと言った。

「覚かく悟ごは、出来てるです」

　両膝をつき、目を閉じた。

「ではマギー・バイパー。そなたを──」

　固かた唾ずを吞のんで見守るシエル、エナ、フレイ。

　そんな中、ミオの唇くちびるが宣告した。




『絞首刑に処す』




「「「なっ!?」」」

　シエルも、エナも、フレイも、きっとマギーに対して恩おん赦しやが与えられると思っていた。

　だがその口から出たのは、無情なる極きよつ刑けいだった。

　マギーはくっと眉み間けんに皺しわを寄せ、頭を床ゆかに着けた。

　抗あらがわずに刑を受ける、という態度だ。

「待って下さい、陛へい下か」

　シエルはマギーの隣となりに行き、ミオに向かって言った。

「マギーは確かに僕の言う事を聞かず敗戦しました。ですが、ここでマギーほどの将を失うのは帝国を喜ばせ、フレリカを窮きゆう地ちに追い込むだけです」
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　するとフレイも、マギーの隣で片膝をついた。

「へ、陛下、確かにマギーの罪は重い。だが、戦いくさの勝ち負けは時の運もある。一度の敗戦で死罪ならば、いずれフレリカには将がいなくな──」

　フレイの言葉に、ミオはかっと目を見開いて怒ど鳴なった。

「フレイ、私は勝敗を罪としたのではない！　シエルの言葉を理解していれば、一〇〇〇人以上の兵士が死なずに済んだ。その事を罪としておるのだ！

　我らは若い。軍師も尚書も、将軍のお前もだ。ここで私が甘い沙さ汰たをすれば、やはりフレリカは子供の国だと軽かろんじられようぞ！」

「う……む、ぐう」

　一いつ喝かつされて、黙だまるフレイ。

　ミオの剣けん幕まくは、歴戦の猛も者さフレイをも黙らせるほど激しいものだった。

「私とてマギーのように有能な将を失うのが国家の損失だという事は理解している。だが罪は罪であり、情に流される訳にはいかん。マギーの死によって、フレリカは功と罪を明確にする国だと内外に示す！」

　そう言いつつも、ミオの表情は苦痛で歪ゆがんでいた。

　その時、シエルは気づいた。

　ミオが、珍めずらしく顔に化け粧しようをしていたのだ。

　おそらくミオはマギーの処しよ遇ぐうで思い悩なやみ、眠ねむれなかったに違いない。

　ミオが、シエルに目を向ける。

　その表情は、まるで助けを求めているように見えた。

　フレリカ王としての沙汰は言い渡わたした。

　それからは、臣下たるシエルらがどんな案を出せるか。

　ミオは、それに賭かけたのだ。

「陛下、僕に提案があります」

　シエルはミオの心中を汲くみ取って立ち上がり、口を開いた。

「マギーの罪は明らかです。陛下のお立場なら、極刑を言い渡さなければならないのもよく分かります。しかしながら、現在西のエリューディン領ルナリムに帝てい国こく征西軍が集結し、我らを狙ねらっているこの状況でマギーを失うのは、フレリカ王国の敗北宣言と同義です。

　何な故ぜなら征西将軍レンギルを倒たおせるのは、このマギーだけだからです」

　本日の朝議で、一番のざわめきが起きた。

「とはいえ罪は罪です。そこで提案なのですが、僕が陛下より賜たまわった全すべての恩賞をマギーに譲ゆずりたいと思います。軍師という地位でいられなくなっても構いません。これで何とか、マギーの命だけはお救いいただけませんでしょうか？」

『な、に!?』

　誰もが驚おどろく提案だった。

　シエルは自らの功績と引き換かえに、マギーの罪を薄うすめようとしているのだ。

　それを耳にしたフレイも、膝を前に出して進言する。

「そうか、その手があったか！　流石さすがは兄貴だ！　今回、メリッサ攻ぜめをマギーに譲ったのはオレなんだからよ、オレの手て柄がらもマギーにやってくれ。オレも、それで将軍の地位を失っても構わねぇ！」

　シエルとフレイが、死を覚悟したマギーを挟はさんでミオに視線を向ける。

「シエルのあにぎ……フレイのあにぎ……」

　マギーの眦まなじりから、涙なみだがどっと溢あふれた。

「私も気持ちは同じです」

　エナがシエルの隣に立つ。

「確かに、リルガ橋で奮ふん闘とうした娘むすめをここで失うのは痛手だのぉ」

　ザグロニアも、フレイの隣に来た。

　皆みな、同じ顔をしていた。

「……お前達の気持ちは、よくわかった」

　ミオは少しだけ口くち許もとを緩ゆるめる。

「では、ご恩赦を!?」

　シエルの言葉を、ミオは手で制した。

「いいだろう。お前達がそこまで言うマギーを強ごう引いんに処しよ罰ばつするのが正しいとは思えん。だが、一つ条件を出す」

「条件？」

　皆が、固唾を吞んでミオの決断を待つ。

　ミオはゆっくりと息を吸い、シエル達に言い渡した。

「シエル、フレイ両名とマギーの三人は今日より正式に義ぎ兄妹きようだいとなれ。互たがいに助け合い、足りないところを補い合うのだ。そうするならば今回のマギーの罪は義ぎ兄けいシエル、フレイ両名の功によって相そう殺さいとする」

　シエル、フレイ、マギーが、同時にミオの顔を凝ぎよう視しする。

　三人ともぽかんと口を開き、言葉が出なかった。

「うん、どうした？　これ以上の譲じよう歩ほはせんぞ？」

「「「有り難き幸せ！」」」

　マギーの瞳ひとみが湖のように潤うるみ、ぼろぼろと喜びの雨が流れ落ちる。

「ふええ、うえええ……」

　緊きん張ちようから解き放たれたせいか、マギーは声を出して泣いた。

「よかったな、マギー！」

　フレイも鼻を啜すすりながら、マギーの肩かたをしっかりと抱だいた。

　そんな二人をミオは微笑ほほえみながら眺ながめていた。




　朝議を終えた後、ザグロニア将軍にはフレリカ軍の編制と調練をするよう命じた。

　将軍には千人長以下の軍長を選せん抜ばつする権利がある。ザグロニアが連れてきた兵なのだから、誰だれをどの将にすべきかは熟知しているはずだ。

　更さらにシエルは帝国征西軍主力が集まるルナリムに複数人の蜂蜘蛛隊を派は遣けんし、その動向を監かん視しさせていた。敵軍が動くまで、しっかりと準備をしておきたかったのだ。

　そして当のシエルはミオ、エナ、マギー、フレイと自室に集まっていた。

「まさか、マギーに絞こう首しゆ刑けいを言い渡すとは思わなかったよ」

　シエルが、ソファに腰こしを落として呟つぶやく。

「私とてそんな事はしたくなかったが、フレリカの為ためには必要な事だった。すまなかったな、マギー」

　ミオがシエルの隣に腰掛けてそう言うと、マギーは首をぷるぷると振ふった。

「とんでもないです。ボクはシエルのあにきの言うことを聞かず、貴重な兵を失い、バスケス、リンシアの二人も犠ぎ牲せいになって……ボクだけ生き残ったのも、すごく辛つらくて……」

「それは違ちがうぞマギー」

　俯くマギーに、ミオが強い口調で言った。

「我らは合かつ戦せんごっこをしているのではないのだ。剣けんを取り、鎧よろいを纏まとって戦場に出たからには命を失うという覚悟をしなくてはならん。だから我らは、彼らの命を絶対に無む駄だにしてはならんのだ。悲しむよりも、それを教訓として次に活いかせ！」

「うう……ミオ様……」

　ミオの言葉に、またマギーの瞳が潤む。

　そんなマギーの頭を、フレイがまたもわしわしと撫なでた。

　どうやらフレイは、マギーの頭を撫でるのが気に入ったらしい。

「ミオ様の言う通りだぜマギー。だからよぉ、早いとこオレらの手でフレリカを強国にして、簡単に帝国が手を出せねぇようにしねぇとな」

「は、はいです！」

　マギーは滲にじむ涙を拭ぬぐい、少しだけ口許を緩めた。

「フレイの言葉は概おおむね合ってる。だが、お前も少し勘かん違ちがいをしているようだな」

　そう口を挟んだのは、何な故ぜか頰ほおを膨ふくらませているミオだった。

「え、オレ、何か間ま違ちがってた？」

「ああ、大間違いだ。いいか、エナもマギーもよく聞け」

　ミオは立ち上がり、左手を腰に当て、右手人差し指を頭上に掲かかげて叫さけんだ。

「私は帝都の牢ろう獄ごくで二年間、様々な事を考えた。何せ学ぶ時間だけは沢たく山さんあったからな」

　ミオはどっかとソファに座って微笑んだ。

「トーレ帝国は武力で天下を統一したが、その結果はどうだ。ラーカス各地で反乱と失業者が相次ぎ、この二年間まともに統治されていたのは帝国領くらいだ。滅ほろぼされた国々では帝国の役人が幅はばを利きかせ、賄わい賂ろがはびこっている。

　だから私は帝国とは違うやり方で天下を統一する。武力も必要だが、それだけではなく、誰もが笑って暮らせるような、そんな温かな政治を行いたいと思っている！」

　ミオは皆に、強い意志を宿した瞳を向けた。

「お前達とならきっと出来ると信じてる。軍略のシエル、内政のエナ、外交のファルリア、経験のザグロニア、そしてフレリカの双剣フレイとマギー。こんなに頼たよりになる者達がいるんだからな」

「陛下……」

　ミオの声を聞いていると、不思議と胸が熱くなる。

　天下統一。今の時点では夢物語に等しいが、ミオがそれを口にすると、何だかその夢物語を真剣に考えたくなるのだ。

「僕はミオの考えに大賛成だよ。最初に聞いた時は確かに驚いたけど、ミオは間違ってない。どの道これから帝国とは戦わないといけないんだしね」

　シエルは半笑いのエナや、嬉うれしそうなフレイ、どんな顔をしていいやらわからない、といった感じのマギーに視線を移した。

「僕らの主あるじは覇は道どうを行くと言っている。ミオを天下一の王女様にしなきゃならないんだから、僕らはラーカス一の家臣にならなきゃいけない。

　だから僕も天下一の軍師になってみせる。ライバルは多いけど、ミオの為、フレリカの為……ラーカスの平和の為に頑がん張ばるさ。皆も、覚かく悟ごを決めるんだよ」

　シエルの言葉にエナは嘆たん息そくしつつ眼鏡をくいっと上げ、晴れやかな顔で言った。

「うん、そうね。あたし、フレリカをどの国よりも豊かにしてみせるわ。やりたい事も試ためしたい事も、いっぱいあるしね」

　エナに続いたのは、白しろ装しよう束ぞく姿のマギーだった。

「ボクは今回の戦いで、合戦の厳きびしさを知ったです。この敗戦を糧かてに、もっと大きくなってみせるです！」

　大きな瞳を開き、マギーは皆に宣言した。そんなマギーの頭を、またフレイが撫でた。

「なあマギー、お前、オレと一いつ騎き討うちした時の事、覚えてるか？」

　フレイがそう言うと、マギーの顔色が青ざめた。

「わ、忘れたくても忘れられないですね……」

「そうだろーなあ、何せこいつぁ、オレの顔に傷きずをつけた唯ゆい一いつの将だからなあ」

「「えっ!?」」

　皆の顔が、きょとんとする。

「え、え、マギーが、フレイに傷を？」

　ミオがそう訊たずねると、フレイは右頰に刻まれた深い傷きず痕あとを指で叩たたいて言った。

「マギーの実力は本物だ。一騎討ちなら誰にも負けた事がなかったオレが、キレたこいつに対しては命の危険も感じたくれぇだったからな」

「うう……その節は、どうもですあにき……」

　顔を真っ赤にするマギー。

「フレリカの双そう剣けんは天下最強だって事、ラーカス全土に知らしめてやらねぇとな！」

　フレイは腕うでを叩き、豪ごう快かいに笑った。

「みんな、ありがとう。帝国を倒たおし本当の平和を手にするまで、私は足を止めないぞ」

　立ち上がってそう言ったミオを、シエルはこの世で一番素す敵てきな王だと思った。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　同時刻、トーレ帝国帝都・ヴァスガイア・トーレ。

　三層の堀ほりを巡めぐらせたラーカス最大の城じよう塞さいの中にある、トーレ軍最高司令室のドアを叩く者があった。

「入りたまえ」

　優やさしい声が、ドアの中から聞こえてくる。

「失礼します」

　ユミカ・ローレンツはそう言ってドアを開け、一礼して部屋に足を踏ふみ入れた。

「待っていたよユミカ」

　彼女をこの部屋に招き入れたのは、帝国軍最高司令官であるジン・ローディーだった。

「そこのソファに掛かけたまえ」

「はい」

　ユミカは虚うつろな目で、ジンが言う通りに動く。

　その顔からは生気が窺うかがえず、まるで土つち塊くれのようだった。

「さて、君を呼んだのは他ほかでもない。現在、ラーカスではあちこちで反乱が起きている。これまでは特に勢力を定めずゲリラ的な反はん抗こうが多かったが、ここにきて反乱者達は勝手に国を立ち上げ、結束しつつある」

　ジンは苦々しい顔をし、壁かべに掛けられたラーカスの地図に目を向ける。

「南東ではパルディナが、北東ではリュナスが、そして南ではフレリカが。それぞれ再興を宣言し、公然と我らに反旗を翻ひるがえしている」

「よろしいじゃないですか」

　ユミカはジンの目を、真まっ直すぐ捉とらえていた。

「いい？　この状じよう況きようがかい？」

　ジンはユミカの話を上う手まく飲み込めなかった。

「どういう事か、説明してくれるかな？」

「はい。私はかつてディオラ先生にこうお訊ききしました。今の帝国は天下統一を果たしたにも拘かかわらず、地方にまで皇こう帝てい陛へい下かのご威い光こうが及およばず、無理矢理帝国の政治を地方に押しつけて民たみを苦しめ、怨えん嗟さの声が広まっている。何な故ぜこれを正さないのですか、と」

　ぴくり、とジンの眉まゆが動く。

　確かにトーレ帝国は全すべての国を滅ぼし、ラーカスで初めて天下統一を果たした。

　だがその後、それまで心優しき主君だった皇帝が突とつ如じよとして豹ひよう変へんし、激情に流されるような政治ばかり行っていた。

「まさか陛下のこれまでの政治が、ディオラ様の策だとでもいうのか？」

　平然と、ユミカはこくんと頷うなずいた。

「何故、そんな馬ば鹿かげた事を……」

「我らトーレ帝国に心従していなかった者達を炙あぶり出す為です」

「む！」

　そう、即すなわちそれこそが反旗を翻し独立したリュナス、パルディナ、そしてフレリカの三国である。

「ディオラ先生はこう仰おつしやいました。見えない弱者は見える強者より数倍恐おそろしい。トーレ帝国を末永く繁はん栄えいさせる為には、まずラーカスで帝国に従わないという意志を持つ者達を明るみに出し、これを再討とう伐ばつしなければならない、と」

　ジンはそれを聞いて天を仰あおぎ、ふー、と息を吐はいた。

　先の大軍師アルセル・ディオラ。

　ラーカスを統一し、帝国を覇は者しやへと導いたその功績は間違いなく歴史に残るものであり、ディオラが齢よわい六十の時、皇帝が自ら足を向けて傘さん下かに加えたほどの人物である。

　ディオラは帝国の為に尽じん力りよくし、後進を育成する為に学問所を創設、その中で優ゆう秀しゆうだった三人に軍師の称しよう号ごうを与あたえた。

　主席軍師に「天竜姫テユリオン」ユミカ・ローレンツ。

　次席軍師に「天翼狼ジオード」アレイア・スカラー。

　そして三席軍師に「天翔虎カルーデイア」シエル・スノーハート。

　奇くしくもアレイアはその称号を手に出しゆつ奔ぽん、パルディナ皇こう国こくを再興してしまった。

　シエルに至っては帝都に幽ゆう閉へいしていたフレリカ王女ミオを尚書エナ・ワトソンと結けつ託たくして脱だつ獄ごくさせ、今はフレリカの軍師に収まっている。

　ユミカとジンはディオラの大恩を仇あだで返したこの二人を特級国家反逆罪とし、天文学的な懸けん賞しよう金を掛けていた。

「つまりディオラ様はそこまで先を見み越こして逝ゆかれたと、そういう事かな？」

「先生は後こう事じを我らに託し、本当の意味での天下統一を望んでおられたのでしょう」

「ディオラ様……」

　ジンは眉み間けんを指で押さえ、ディオラの人ひと柄がらを偲しのんだ。

「ではユミカ、ディオラ様から後事を託された君の策を聞こうか」

「はい」

　ユミカは静かに腰こしを上げ、壁に貼はられた地図の前に立った。

「現在、最も厄やつ介かいなのは南東のパルディナです。彼らはアールビーという神を崇あがめ、それ以外の主を持ちません。更さらに天翼狼ジオードの軍師アレイアも加わり、総兵士数は八〇〇〇を越こえたとか。ディオラ様も生前、真っ先に反乱を起こすならパルディナだと仰っておりました。

　次にリュナス、フレリカといったところでしょう。ただ、各国の中で一番伸のびしろがあるのはフレリカです」

「何だって？　フレリカは先刻モロを落としただけじゃないか。まだ放置しておいても問題ないんじゃないか？」

　ユミカはジンにきつい視線を送り、ふるふると首を振ふった。

「確かに今のフレリカに力はありません。ですが天翔虎カルーデイアの軍師シエル、元帝国尚書エナ、反帝国軍リヴェラルウイングでゴードンと名乗っていた将軍フレイ、旧ゼルバーグ王国大だい将しよう軍ぐんザグロニアなど、逸いつ材ざいが揃そろいつつあります。あと一年も放置していれば、そう簡単に討うてる相手ではなくなるでしょう」

「なるほど……ではまず一番厄介なパルディナを全力で叩くか」

「いえ、それもまだ早いです。ディオラ先生が亡なくなって大して時間も経たっておらず、兵の士気が下がっています。それに先のトラインの乱鎮ちん圧あつ、パルディナ遠えん征せい、リュナス侵しん攻こうと、出しゆつ陣じんが度たび重かさなっております。ここは暫しばらく軍の立て直しに全力を注ぐのが得策かと」

「ふむ……ではリュナスやフレリカはどうする？　放ほうっておくのかい？」

「勿もち論ろん手は打ちます。リュナスには定てい東とう将軍ジョゼットをあてます。そしてフレリカには征西将軍レンギルに兵を動かすよう指示を出しました。レンギル将軍は猛もう将しよう二人を抱かかえておりますので、フレイやザグロニアにも充じゆう分ぶん対抗できるかと」

　何の迷いも無く、するするとそう口にするユミカ。

　ジンはそんなユミカから空そら恐おそろしいものを感じていた。

　その黒い瞳ひとみは的確に先を見み据すえている。

　大軍師ディオラが全てを託したという天才軍師は、伊だ達てではなかった。

「ただ一つ、私ではどうにもならない懸け念ねんがあります」

「ほう？」

「ラーカスの南で敗やぶれたカーチス卿きようの処しよ遇ぐうです。卿は現在、帝国北西部のエスカテにおりますが、このままにしておいてよろしいのでしょうか？」

「ふむ、確かにまだ未熟なお方だが、教育係から従者に至るまで有能な者を付けている。エスカテならば乱も少ないし、最良だと思ったのだが？」

　ユミカは顎あごに手を当て、眉まゆ根ねを上げる。

「有能であればいい訳ではありません。卿は自分に都合のいい人物ばかりを近づけ、耳に痛い事を言う忠臣を遠ざけておられるとか。有能な者程ほど、痛い言葉を使うものです。このままでは卿が次期皇帝におなりになった時、我らは間ま違ちがいなく左さ遷せんされましょう」

「……むう」

　ジンは背もたれに身体からだを預けて嘆たん息そくした。

　確かにユミカの言う通り、元げん帥すいであるジンや先の大軍師ディオラは、皇帝が癇かん癪しやくを起こしても正しい事をしっかりと言ってきた。現皇帝はそれを理解しているからこそ、忌いま々いましく思いつつもこの二人を重く用もちいてきたのだ。

　カーチス卿がその器うつわでないとすれば、それは由ゆ々ゆしき事態になりかねない。

「ユミカ、何かいい案があるのかい？」

「カーチス卿をエスカテに置いておくのは良いと思いますが、側近は定期的に入れ替かえた方がよろしいと存じます。三班に分け、一ヶ月交こう替たいにするのです。その際、密ひそかに側近団に探さぐりを入れ、エスカテ行きを喜ぶ者は任から外します」

「これはまた……逆ではないのかい？」

「卿の許もとへ行く事を喜ぶ人間は、大した仕事をしないでしょう。それよりも教育に心血注そそぎ、疲つかれるから行きたくないと言う者ほど、卿にとっては良い薬になります」

「なるほど、なるほど」

　ジンは拳こぶしでもう一方の手のひらを叩たたき、納なつ得とくした。

「ユミカの提案に異議はない。早さつ速そく陛下に上じよう奏そうし実行に移そう」

「ありがとうございます」

　ジンはにこっと笑って立ち上がると、部屋を出て行った。

　ユミカは一人、溜ため息いきをついて壁の地図に目を向ける。

「どうして……どうしてわかってくれなかったの？」

　その瞳は、ラーカスの南に向けられていた。
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　それから二日後のフレリカ王国、王の間。

　諸将が見守る中、ルイユノーク、ヒューレを治めているドリス・カーター侯こう爵しやくの使者が、フレリカ王国に二都市の返へん還かんを宣言した。

　ドリスはその証あかしとして城主の印いん綬じゆと、一〇〇〇の兵をモロに送って来た。

　その数はシエルの調べでルイユノーク、ヒューレを守っていた守備兵の数と一いつ致ちする。

　これにより西フレリカ地方はミオが治める事となり、ミオはついにフレリカ王国の半分を帝国の手から取り返した。

　その日の夜。

　ミオはエナ、フレイと共に、またしてもシエルの屋や敷しきに来ていた。

「ドリス・カーター侯爵か」

　ミオが本を読むシエルの隣となりでそう呟つぶやいた。

「あまり良い噂うわさを聞かない人物ではあるわね」

　エナもそう漏もらす。ちなみに三人掛けのソファで、シエルは左にミオ、右にエナと挟はさまれるような形になっている。

　フレイは暖だん炉ろの側そばに立ち、来客用に用意されたラム酒を飲んでいた。

「エナ、その噂とは何だ？」

「現カーター侯爵は十二歳の時に父上を亡くし、フレリカの名家を継ついだ方です。才さい色しよく兼けん備びで非常に優すぐれた政治家でもあり、彼女のおかげでルイユノーク、ヒューレの二都市は帝国の蹂じゆう躙りんを免まぬかれたそうです。ただ……」

「ただ？」

　エナはちらりとシエルを見てきた。

　視線に気づいたシエルは、ただ肩かたをすくめて黙だまるだけだった。

「夜な夜な男を屋敷に連れ込んだり、収しゆう賄わいや贈ぞう賄わいなど……醜しゆう聞ぶんが絶たえない人物です」

「そういう者なのか。重ちよう用ようするには、少々素そ行こうが悪そうだな」

　その時、シエルが本を閉じ、頭を搔かきながら口を開いた。

「ミオ、何でカーター公を重用出来ないの？」

「え？」

　珍めずらしく低い声を出したシエルに、ミオもエナも、フレイも背筋を凍こおらせた。

「四方を帝国が支配する中で、カーター公はあらゆる方法でルイユノークとヒューレの自治権を守ってきたんだと思う。その結果、そういう噂が立ってしまったんでしょ」

　シエルは、少し腹を立てていた。

「カーター公は確かに良い噂は聞かないけど、フレリカが滅ほろぼされた後も立派にルイユノークを治め、ミオが国を再興したらすぐに返還してきた事は特筆に値あたいする。その手しゆ腕わん、その忠誠心は欠点を補って余りある功績であり、最高の評価をすべきだと僕は思うね」

　部屋がしん、となった。

　エナは憤いきどおるシエルに俯うつむき、フレイですら酒を飲む手を止める。

　そしてミオは、潤うるんだ瞳で真まっ直すぐシエルを見つめていた。

「し、シエルの言う通りだな。私は考え違いをしていたようだ。素行がどうあれ、今はそんな事を気にしている時ではない。その能力、その心を考えれば……か、カーター公が、ぐすっ、大功に値する事には……ひっく、うええ……」

　ぼろぼろと涙なみだを零こぼし、ミオが必死に言った。

「わかってもらえればいいんだよ。一国の王が噂だけで人を判断してはいけないよ」

「……ふぇ……うん、ふえええん……」

　袖そでで涙を拭ふき、シエルの言葉を受けるミオ。

「あ、兄貴がミオ様を泣かした!?」

「シエル、あんた何て事を」

　エナとフレイが、引いた顔でシエルを見る。

　シエルは頭を搔き、本に目を落としながら言った。

「僕は意見を言っただけ。それをどう受け止めるかはミオ次し第だいだ──」

　刹せつ那な、エナがシエルの首筋に腕うでを回してきた。

「うん、そうよね。シエルは王女教育係でもあるもんね。でもさあ、何だかね」

「え？　え？」

　しゅるしゅると流れるような動きで、シエルの腕を背中に回す。

『とりあえずワトソン流・幸せの腕三角締じめ！』

「うぎゃあああああああああああああああああああああああ！」

　シエルの本がどさりと床ゆかに落ちる。

　右肩と肘ひじを完かん璧ぺきに極きめられていた。

「あんた何様なのよ？　ミオ様に意見するのは構わないけど、最近調子に乗りすぎじゃない？　えらそーにしてんじゃないわよ。主あるじに意見したんだから、はい！」

「ごめんなさいっ！　ごめんなざいいいいい！」

　シエルが悶もん絶ぜつしながら謝罪する。

「うふ、いい子ね。じゃあ、ご褒ほう美びをもらわなきゃ」

「何でエナがごほうびゃあああっ！」

　エナはそのままシエルをソファの後ろの床に押し倒たおした。

　グラウンドに持ち込めば、最も早はやシエルはまな板の上の魚に等しかった。

「ほらほら、暴れないの☆」

「ごめんなざいっ、ごべんなざいっ！」

　蛇へびの様に絡からまってくるエナの豊満な肉体。

　艶えん美びな温ぬくもりと甘い香かおりに、極められた腕よりも男が反応する。

「や、やめてっ！　そこは……本当にマズいって、エナってばぁっ！」

「あはっ、どうマズいのか教えてぇ！」

『いやああああぁああああああああああああああああ！』

　ソファの奥でシエルの腕だけが虚こ空くうを摑つかむ。ミオはまだ泣いている。

　傍はた目めから見ても、修しゆ羅ら場ばだった。

　暖炉の側にいたフレイはその光景を目にして、酒を一口飲んでこう思った。

（女って、怖こえぇ）

　フレイはそっとコップを暖炉の上に置き、シエルの部屋を後にした。




「僕はもうダメだ……」

　胡う乱ろんな瞳ひとみでソファに力なく座るシエル。

「しょうがないじゃないの～。シエルだって健全な男の子だって事でしょう？」

　そう慰なぐさめるエナの頰ほおは、つやっつやだった。

「なあシエル、フヌけているところを悪いんだが、カーター公をこれからどうしようか。ルイユノークをこのまま任せてもいいとは思うが……」

　ミオはまだ目を真っ赤にしている。

　二年間も帝てい都との牢ろう獄ごくに囚とらわれ、その間に一いつ滴てきの涙も見せなかったというミオが、自分の厳きびしい一言でここまで涙するとは、さすがのシエルでも読めなかったのだ。

「……カーター公には左さ尚書という位を作って与あたえ、モロに呼ぼう。で、エナは右う尚書になってもらい、カーター公の後任としてルイユノークに行ってもらう」

『えっ!?』

　これまで一つだった尚書の位を二つに分け、カーター公にその片方を与えるというのは、エナとしては面おも白しろい話ではなかった。

「何であたしが右尚書なのよっ！　まさか報復人事!?」

「馬ば鹿かな、そんな事で重職を決めたりしないよ。ただね、本来ならカーター公は家いえ柄がら、功績を考えると、エナよりも先に宰さい相しようになるべき存在になる。でも僕はエナとカーター公、どちらが優れているかと訊きかれれば、エナだと答える」

　エナの憤りと、ミオの不安な眼まな差ざしがぴたりと止まった。

「エナはもう充じゆう分ぶん、宰相としてやっていけると思う。だからその才能を、ルイユノークで示してほしいんだ。ラーゼンで試ためした政策で見事な王都を作り上げてもらいたい。その手て柄がらでエナが宰相になれば、カーター公も文句はないでしょ」

　フレリカ王国を再興し、最初は少なかった人材も徐じよ々じよに増えていく中で、どこまでもシエルの頭の中は冷静だった。あくまでシエルの考える事は、誰だれが何を得意とし、それをどの場所で発揮させればいいか。その一点に集中していた。

「……なるほど、わかったわ。ミオ様のお許しがあれば、あたしはルイユノークに行って、この腕を存分に振ふるわせてもらうわよ！」

　エナは口くち許もとを緩ゆるめ、ぱしん、と自分の腕を叩いた。

「どうかな、ミオ？」

　シエルがそう言うと、ミオは笑え顔がおで答えた。

「我が右腕たるシエルの言葉に異論はない。ただ一人であの都市を治めるのは骨が折れるだろうから、誰かをサポートにつけたいな」

「それならアルがいいよ。彼ならエナの補ほ佐さも出来るし軍も動かせる。あれほどの都市を守備兵なしにしておくのは良くないから、アルを警備隊長に任じてエナの下につけよう」

　アルガード・ザグロニア。

　ザグロニア将軍の長男であり、フレイやシエルのように突とつ出しゆつした才を持たないが、何でも器用にこなす。今回の人選ではアルガードのような人物がうってつけだった。

「よし、では明日あした正式にエナとアルに辞令を出し、二人に兵一〇〇を預ける。エナはルイユノークに着任し次第、王城にフレリカの国旗を並べ、そこが王都であると宣言せよ」

「はっ。では早さつ速そくアルにも伝え、準備をして参ります」

　エナはミオに深く頭を下げた。

　シエルが発案した事でも、その案を決定するのはミオである。

　宰相への道を示してくれた二人に、エナは心から感謝した。

「シエル、ミオ様を頼たのんだわよ！」

　エナが右拳こぶしを胸に当て、それをシエルに向ける。

「任せてよ、エナ」

　シエルも同じようにし、エナの拳に自分の拳を当てた。古来より伝えられている、フレリカ流の敬礼だった。

　エナは胸を張って振り返り、部屋を出て行った。

「ふう、何だか慌あわただしいな」

　ミオはずるずるとソファから床へ腰を落とし、嘆たん息そくする。

「僕らものんびりはできないよ」

　シエルはソファから立ち上がり、窓の外に目を向けた。

「明日はフレリカ軍の訓練を僕が見る。これで戦えるかどうか、最終的な判断を下さないといけないからね」

　その険けわしい声に、ミオの胸は再び不安に襲おそわれた。

「戦う、とはどういう事だ？」

　シエルはゆっくりと振り返り、ミオに告げた。

『メリッサにいた征西将軍レンギルがルナリムに到とう着ちやくし、いよいよフレリカに攻せめる準備を始めたらしい。だから僕らも、出しゆつ陣じんする』







　第四章　トゥルネー平原の合かつ戦せん




　ラーカス西方、エリューディン地区ルナリム。

　帝てい国こく四将の一人、征せい西せい将しよう軍ぐんレンギルは帝都からの命を受け、まずはメリッサ城でフレリカ軍を撃げき退たいした。その後も帝国軍大軍師となった天竜姫テユリオンユミカの指示に従い、メリッサ城の将兵全員をここルナリムに集めていた。

「全く……面めん倒どうだのう」

　胸まで伸のびた真っ白な髭ひげをさすりながら、続々と集まってくる兵士らを眺ながめた。

「お頭かしらぁ、間もなく兵どもが集結しやすぜ」

　レンギルの馬の後ろにいた巨きよ漢かんの騎き兵へいが、そう声をかけた。

「だからお頭はやめいと言うに！　それで、総兵士数はいかほどになったかの？」

「へい、エリューディン各地から集めた五〇〇〇の兵に、メリッサ城の二〇〇〇。合わせて七〇〇〇になりやす」

「ほぼ全軍じゃな。まあ、これだけおればフレリカを潰つぶすくらい雑ぞう作さもないじゃろ」

　レンギルの長くて白い眉まゆが動いた。

「フィガロ、斥せつ候こうからの報告は？」

　いつの間にかレンギルの後ろにスーツ姿の若者が、グラスの載のったトレイを片手に立っていた。

「入っております。ルイユノーク、ヒューレがフレリカに降くだり、総軍で四〇〇〇近くまで膨ふくれ上がっている様子だとか」

　フィガロから報告を聞くとレンギルはグラスを受け取って一口、ワインを口に含ふくむ。

「四〇〇〇？　妙みようだの、メリッサ城で奴やつらは一〇〇〇以上の兵を失ったはずじゃが？」

「はい。確かにフレリカはその時に兵力を落としました。ですがその後、元ゼルバーグ王国大将軍ザグロニアの呼び掛かけにより二〇〇〇の兵を集め、更さらに西フレリカから兵を呼び、これで四〇〇〇でございます」

「何と……よくもまあそこまで集めたものよ。じゃがその四〇〇〇を倒せば、今度こそフレリカは虫の息じゃな」

「その通りにございます」

　レンギルはワインを飲み干し、フィガロのトレイにグラスを置く。

「フレリカの主おもだった将は？」

「はい。まずはフレイ・フォルク。その正体は反帝国軍リヴェラルウイングのゴードン・ワグナーだそうです」

「なぬ、あの千人斬ぎりか!?」

　レンギルは白髭をさすり、視線を背後に立つアゼムに向ける。

「どうじゃアゼム、お主ぬし、千人斬りに勝つ自信はあるか？」

『ありやせんっ！』

　気持ちいいほどの断言だった。

「お主、そこまで言い切らんでも──」

「見み栄えを張る気もありませんや。一いつ騎き討うちになれば間ま違ちがいなく負けやす」

「潔いさぎよいのう……まあよいわ。で、他ほかには？」

　フィガロはまるで執しつ事じのように背筋を伸ばし、レンギルの問いに答える。

「そうですね、後は先にも名前が挙がった元ゼルバーグ王国大将軍アルバーノ・ザグロニアでしょう。因ちなみにこの二人、リルガ橋の戦いにて一騎討ちをしています」

「ほう。で、やはり勝ったのは千人斬りか？」

「仰おつしやる通りで。但ただし、フレイはかなり手こずったと聞いております」

「ふむ。という事はザグロニアの腕うではまだ鈍にぶっていないようじゃの。なあアゼ──」

『無理ですぜ!?』

　またしてもだった。

「そうか……困ったのう。儂わしのアーティファクトは超ちよう遠えん距きよ離り用じゃ。フィガロとアゼムの二人で、何とか足止めをしてもらいたかったんじゃがのう」

「何なら、私がフレイに当たりましょうか？」

　さらっと言うフィガロ。

「出来るか？」

「ご命令とあらば」

　レンギルは柔にゆう和わな笑みを浮うかべ、フィガロの肩かたに手を置く。

「ならばフィガロ、お主にフレイ・フォルクを任せよう」

　フィガロは即そく座ざに片かた膝ひざをついた。

「有り難きお言葉にございます。このフィガロ・メーカー、一命をとして任務に当たりたいと存じまする」

　その光景を見ていたアゼムは、焦あせり顔で言った。

「おか……将軍、あっしもやりやす！」

「お主、さっき無理だの何だの言っとったではないか！」

「あ、あ、あれはその、普ふ通つうの状態なら、という事で。へへへ」

「ん……そうか、アレの使用許可が欲ほしいのか？」

「へい。アレさえ使えれば、フレイだろうがザグロニアだろうが敵じゃねぇです」

　ふーむ、とレンギルが考え込む。

　アレとは、アゼムが持つアーティファクト〝狂きよう奏そう鎧がい〟である。

　ただこれを使ったアゼムは副作用セコンダリで暫しばらく正気を失って暴れる為ため、前回使用した時には味方にまで被ひ害がいが及およんだ。

「……わかった、今回は使用を許そう。ではアゼム、お主はザグロニアじゃ」

「へい！」

　レンギルは二人の副将の肩を叩たたき、命令を下した。

「アゼム、お主に第一軍として三〇〇〇の兵を預ける。解体しておいた井せい蘭らん塔とうのパーツを輸送し、ルナリムの森を抜ぬけたところで組み立てよ」

『!?』

　その瞬しゆん間かん、フィガロが思わず目を剝むいた。

「将軍、大軍師ユミカ様の命令をお忘れですか!?」

　井蘭塔は使うな。それがユミカの出した指示だった。

「忘れてはおらんがな、敵は四〇〇〇もの軍を擁ようしている上にユミカと同門の軍師シエルがおる。我が帝国征西軍も最大戦力で当たらねばならん」

「し、しかし……井蘭塔は三〇〇〇の兵で組み立てても三日はかかります。その分、行軍も遅おくれますが──」

「井蘭塔さえあれば儂は心置きなくアーティファクトを使える。その三日分を埋うめるに充じゆう分ぶん過ぎるじゃろ。これは決定事じ項こうじゃ。アゼムは早々に行動に移れ！」

「へいっ、では行って参りやす！」

　フィガロの心配顔をよそに、アゼムは嬉き々きとして走り去った。

「そんな顔をするなフィガロ。井蘭塔と儂がいる征西軍は無敵じゃ！　それより、お主にも第二軍として三〇〇〇の兵を与あたえる。フレリカ軍の動きに注意しつつ、戦いくさに必要な物資を集めてから進軍せい。儂は第三軍として最後に出陣する」

「……はっ」

　フィガロはそれ以上意見を言うことなく、出陣準備に向かって行った。

　堅けん守しゆを誇ほこったエリューディン王国を滅ほろぼした帝国征西軍の面々が、ついに本格的に動き出した。
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　その頃ころ。

　フレリカ王国のモロ城、王の間で二人の人物がミオとシエルに向かって頭こうべを垂れていた。

　一人はフレリカ王女ミオの代理としてルイユノークへ行ったファルリア。

　そしてもう一人は、その会談相手であるドリス・カーター侯こう爵しやくである。

「ドリス」

「はい」

　ミオがそう告げると、ドリスがしずしずと前に出る。彼女はシエルとミオが予想した以上に若く、美しく、そして気品漂ただようしとやかな女性だった。

「そなたはルイユノーク、ヒューレの二都市を帝国から守り抜き、我らがフレリカを再興させると、これを速すみやかにフレリカ王国に返へん還かんした。その行い、誠まことに殊しゆ勝しようである。よってそなたをフレリカ王国左尚しよう書しよに任じ、報ほう奨しよう金三〇〇〇エルンを贈おくる」

「有り難き、幸せに存じます」

　どこまでも静せい粛しゆくで、優ゆう雅が。これが噂うわさのドリスなのかと、誰だれもが目を疑った。

「ドリスよ。そなたは見るからに気け高だかき女性なのに、何なに故ゆえ、妙な醜しゆう聞ぶんが立つのだ。私には信じられんのだが？」

　ミオが忌き憚たんなく訊たずねる。ドリスは伏ふし目で静かに語った。

「女の身で大都市を維い持じするには、多少の不心得も致いたし方かたなく。全すべては年とし端はもいかぬ私に侯爵家の相続を認めて下さった、先代フレリカ王様への御ご恩義に応こたえる為にございます」

　何事もなかったかのように笑え顔がおを見せるドリスの姿に、ミオは深く胸を打たれた。

「では、フレリカの為だったと？」

「はい。私はずっとフレリカ王国は、いつか必ず再興すると信じておりました。これでようやく、肩の荷が下ろせます」

「すまん……そして、ありがとう」

「永きに亘わたって牢ろう獄ごくに捕とらわれていた陛へい下かのご苦労には、比べるべくもありません。勿もつ体たいないお言葉にござります」

　ドリス・カーターという人物がどれほど高潔な魂たましいを持っているのか。それは彼女がフレリカの二都市を守り抜いたという事実と、目の前の優美な仕草から窺うかがえた。

「私はまだまだだな。そなたの醜聞ばかり気にして、その功績に目がいかなかった。軍師に窘たしなめられなければ、そなたを重ちよう用ようしなかったであろう。申し訳なく思うぞ」

　その言葉で、今度はドリスが目を丸くした。王族というのは臣下の落ち度を叱しつ責せきしても、己おのれの非を認めないというのがドリスの中での常識だった。

　ところがミオは簡単にそれを口にし、あまつさえ謝罪まで加えていた。

「勿体のうございます。このドリス・カーター、生しよう涯がいの忠誠をミオ様に誓ちかいます」

「ありがとう。本当にありがとう」

　ミオの謝辞を、ドリスは頭を下げて拝受する。これまでの苦労を思い、ドリスは滲にじむ涙なみだをそっと拭ぬぐった。

「次に、ファルリア・ベリーベル」

「はっ」

　ドリスの隣となりに、ファルリアが並んだ。

「そちは私とドリスの架かけ橋になってくれた。それに先のパルディナ皇こう国こくとの交こう渉しようも見事だった。よってファルには爵位を与えて男爵とし、報奨金二〇〇〇エルンを遣つかわす」

「!!」

　がば、と顔を上げるファルリア。

「そ、それは……」

「お前にはこれから様々な交渉に当たって貰もらう事になる。その際にも、爵位があった方が良いだろ？」

「あ、有り難き幸せにございます！」

　ファルリアは両手をついてミオに礼を述べた。

　爵位を与えられたという事は貴族の仲間入りと、名門ベリーベル家の再興を果たした事になる。ファルリアは顔を両手で覆おおい、肩を震ふるわせた。

　ベリーベル家は帝てい国こくでも有名な名門貴族だったが、先代の当主であるファルリアの父が皇こう帝ていに諫かん言げんしたのが不幸の始まりだった。

　ファルリアの父は皇帝の怒いかりを買い、投とう獄ごく後処しよ刑けいされ、ベリーベル家は爵位返上、領地没ぼつ収しゆうの憂うき目にあったという。長く帝国に仕つかえ、多くの名士を輩はい出しゆつしたベリーベル家は没落したが、ファルリアはその名めい誉よを挽ばん回かいすべくフレリカに降くだった。

　そして今、新たな爵位を得て、貴族に返り咲ざいたのだ。

「これでファルは名実共に貴族となった訳だが、フレリカにはまだそなたに与えるべき領地がない。再興した家を維持する為にも、更さらなる働きに期待しているぞ」

　ミオが笑顔で、ファルリアに声を掛かける。

「ははっ、お言葉、肝きもに銘めいじます！」

　ファルリアは目め許もとを拭い、ミオに深々と頭を下げた。

「あー、ファル──」

　シエルが口を開こうとしたその時、一人の兵士が慌あわててやって来て、片かた膝ひざをついた。

「申し上げます。東のラーゼンが、帝国鎮ちん南なん軍の手に落ちましてございます。更に、帝国征西軍が西の拠きよ点てんルナリムから進軍を開始したとの事！」

『何っ!?』

　その報しらせに、ミオは思わず腰こしを浮かした。

　シエルは眉まゆをぴくりと動かし、兵に訊ねる。

「ラーゼンはこの際仕方がないとして、帝国征西軍の兵力はわかっているのか？」

「はい。兵はおよそ七〇〇〇。更に敵は井蘭塔という巨きよ大だいな兵器を持ち出しているとか」

『な、七〇〇〇だと!?』

　その声を上げたのはシエルではなく、ミオだった。

「本当に、七〇〇〇なのか？」

「残念ながら間ま違ちがいありません。我が軍の斥せつ候こうが冒ぼう険けん者に変装してルナリムに潜せん入にゆうし、調査してきましたので」

「そう、か……それで、帝国征西軍は、もう出しゆつ陣じんしているのだな？」

「帝国軍第一軍、兵三〇〇〇がいち早く出陣してルナリムの森を抜け、井蘭塔の組み立てを行っているそうにございます。その後、第二軍は同じく兵三〇〇〇でルナリムを出しゆつ立たつしたとの事です」

　ミオは険けわしい顔で、隣のシエルに目を向ける。シエルは黙だまって頷うなずいた。

「直ただちに諸将を集めよ。緊きん急きゆう軍議の鐘かねを鳴らせ！」

「ははっ！」

　兵士はミオに一礼し、謁えつ見けんの間から走り去った。

　ほどなくしてフレイ、ザグロニア両将軍と、マギー、ラミナら武官が王の間にやって来た。ミオ、シエル、ファルリア、ドリスと合わせて、このフレリカ王国の命運を握にぎる者達が集まった。

「時間がないので早さつ速そく始めよう。シエル！」

「はっ」

　シエルはミオに一礼し、前に歩み出た。

「まず言っておこう。東のラーゼンが帝国鎮南軍に落とされ、帝国四将が一人、征西将軍レンギルが七〇〇〇の兵を率いてこちらに進軍中だ」

『な……!?』

　さすがにその数を聞いて、驚おどろかない者はいなかった。

「帝国征西軍は七〇〇〇のうち、五〇〇〇はあの堅守を誇ったエリューディン王国を滅ぼした精せい鋭えいだ。しかし僕から見れば彼らなど恐おそるるに足りない。各おの々おのがしっかり役目を果たしてくれれば、勝利は必ずフレリカに与えられるだろう」

「ちょ、ちょっと待って下さいな」

　ラミナが目を剝むいてシエルに言った。

「敵はアタシらの倍近く、更に帝国四将の一人、征西将軍レンギルまで出てきている。恐るるに足りないって、そりゃ言い過ぎじゃないのかい？」

　それでもシエルは笑みを零こぼす余よ裕ゆうすら見せた。

「ラミナ、僕は軍師だよ？　勝つ算段がないならそんな事は言わない」

「という事は、ほ、本当に勝てるのかぁ？」

　そう口にしたザグロニアも、ラミナと同じ気持ちだった。

「勝てる。僕はこの戦いくさでフレリカ軍の強さをラーカス中に示すつもりだ。無論、その為ためには総力を挙げなきゃならないから、フレリカ軍四〇〇〇、全軍を出陣させる。決戦の場所はモロの西、トゥルネー平原になるだろう」

　シエルは自信に満ちた顔でそう告げた。

「出陣前にラミナに言っておく。君には正式に三百人長としてフレイの副将になってもらう。異論はないね？」

「ははっ！」

　突とつ然ぜんそう言われ、ラミナは慌ててシエルに片膝をついた。

「作戦は現地で伝える。直ちに出陣の準備を！」

『おうっ！』

　四人は勇ましい声を上げ、謁見の間から出て行った。

　そしてシエルは、部屋に残ったファルリアとドリスに目を向ける。

「ファルはカーター公に従い、このモロを守ってもらいたい。北と東に斥候を出し、妙みような動きがあれば直ちに僕に知らせるように」

「はっ！」

「シエル殿どの、ご武運を」

　二人は並んで一礼し、部屋を出て行った。

　ミオはふう、と息を吐はき、玉座にもたれかかった。

「いよいよだな」

　ミオがシエルに声をかけた。

「うん。トゥルネー平原は見通しの良い場所だから、リルガ橋の時のような奇き襲しゆうは通じない。でもね、ここで僕は征西将軍レンギルを完かん膚ぷ無なきまでに叩たたいてみせるよ」

　シエルにしては珍めずらしく、自信溢あふれる言葉だった。

「でも、その為にはミオ、君の協力が絶対に必要だ」

　そう言われ、ミオがはっとしてシエルを見る。

「帝てい国こく征西軍は強い。それを半分程度の兵で迎むかえ撃うつなら、これまで厳きびしい訓練に耐たえた兵士達一人一人が、実力以上のものを戦場で出さないといけない。だからミオ、君も出陣して貰いたい。国王自みずから出陣すれば兵の士気もぐんと高まるから──」

「行く！」

　即そく答とうだった。

「兵や民たみの痛みを知らずして真の王になれるとは思えん。私も連れて行ってくれ！」

　シエルはにっこり笑って、手を差し出した。

「一いつ緒しよに行こう、ミオ」

　次の瞬しゆん間かん、ミオの顔に満面の笑みが広がった。

「いつまでも一緒だぞ、シエル！」

　二人は手を繫つなぎ、王の間を出た。
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　三日後。

　四将が一人、征西将軍レンギル率いるトーレ帝国征西軍七〇〇〇。

　対するは天翔虎カルーデイアの軍師シエル率いる新生フレリカ王国軍四〇〇〇。

　両軍はモロの西に広がる、トゥルネー平原で対たい峙じした。

　帝国征西軍は、全力でフレリカを滅ほろぼすべく攻せめてくる。

　フレリカ側は、そうならぬよう死力を尽つくす。

　これは、大戦になる。誰だれもがそんな予感に身を震わせていた。

「こんだけの規模の戦は、初めてかもしれねぇ」

　フレイが肩かたをごきごきと鳴らし、舌なめずりをする。

　後方には幕舎が設営され、これからその中で軍議が行われるのだ。

「それにしても、だ……」

　フレイが、その巨大な建造物に目を向ける。フレイだけでなくフレリカ軍の将兵全員、帝国征西軍が持ち出してきた物に驚きよう愕がくしていた。

　木製で長方形の建造物に車輪がついており、その大きさは高さ一〇メートル。所々に窓があり、中に兵がいるのは明らかだった。頂上は平らになっており、四方を遠くまで見み渡わたせるようになっている。

「ありゃ何だ？」

　さすがのフレイも、その大きさに動どう揺ようを隠かくせなかった。

「帝国征西軍自じ慢まんの兵器『井せい蘭らん塔とう』です。あれでエリューディンは滅ぼされたですよ」

　答えたのは、拳こぶしをきつく握り締しめるマギーだった。

「あれが、兵器だと……何てモン持って来やがるんだあいつらは！」

　井蘭塔の大きさを前に、フレイですら戦せん慄りつを禁じ得なかった。

　だが、そんなフレイにシエルが肩を叩いて言った。

「フレイ、勘かん違ちがいしているよ。寧むしろ、レンギルがあれを出してくれたから、僕らに勝機が生まれたのさ」

「へ？」

「きっとユミカはレンギルにあの井蘭塔を使うな、という指示を出しているに違いない。でも帝国征西軍は殆ほとんどあの井蘭塔を使って戦に勝利してきた。そんなレンギルが、井蘭塔を出さない訳がないと思っていたよ」

　シエルはにっと笑い、寒風に身体からだを震わせた。

「さあみんな、幕舎に入ろう。ここは寒い」

　そう促うながし、シエルは諸将を連れて幕舎に入った。

　幕舎の中にはトゥルネー平原の地図を広げた円えん卓たくがあり、その周りに人数分の椅い子すがある。諸将とミオが腰こし掛かけると、シエルは手に駒こまを持ち、それを地図の上に置いた。

　敵軍本ほん陣じんの井蘭塔はグラスを逆さにし、その前に黒い馬の形をした駒を三つ添そえる。

「では軍議を始める。みんな、心して聞くように」

『ははっ！』

　諸将が声を揃そろえた。

「まず本陣はここ。敵軍から最も遠い位置で、ミオと僕の場所だ。兵は近この衛え兵一〇〇」

　シエルはそう言い、王おう冠かんのついた駒を地図上に載のせた。

「次にザグロニア将軍。あなたは兵一四〇〇を率い、獲かく翼よく陣じんで本陣前を守って頂く。敵を一兵たりとも本陣に近づけぬように」

「おうっ！」

　本陣の前に、城じよう壁へきの形をした駒が置かれる。

　その瞬間、ぴくりとザグロニアの眉が上がった。

「この配置……そうか、平地に川を……さすがは軍師殿、厳しい布陣をなさるのぉ」

　そう唸うなるザグロニアに、シエルも微笑ほほえんだ。

「この陣形を見ただけで悟さとられるとは、将軍こそさすがです。ならば、どのような心構えで戦えばいいかも分かりますよね？」

「無論じゃあ、任せとけぇ！」

　シエルは大きく頷いて、今度はフレイに目を向けた。

「フレイ、お前は副将ラミナと共に前左翼に陣取ってもらう。兵は一〇〇〇」

「おおうっ！」

　ザグロニアの陣の左手前方に、馬の形をした駒が配置された。

「そしてマギーは副将と共に、兵一五〇〇で右手前方だ」

「はいですっ！」

　シエルはフレイと同じく、馬の形をした駒をザグロニアの陣の右手前方に載せる。

「ちょ、ちょっと待ってくれ軍師」

　ラミナが盤ばん上じようの布陣を見て、首を傾かしげる。

「何だこの陣……見た事がないな」

「そりゃそうさ。これは僕が考案したものだから。その名を二に輪りん獲かく翼よく陣じんという」

「二輪獲翼陣？」

　シエルは敵軍の駒に目をやり、皆みなに告げた。

「僕は帝国の軍師だったから四将の事もよく知っている。征西将軍レンギル・メジーナ。齢よわい六十五にして帝国一の弓使いだ。レンギルのアーティファクトは〝卸おん浄じよう咎きゆう〟といい、空中に巨きよ大だいな弓を出して超ちよう長ちよう距きよ離り射しや撃げきを行うというものだよ」

　その場にいた皆が、息を吞のんだ。

「じゃあ、あの井蘭塔というやつの頂上にレンギルがいるという事か？」

　ミオがそう訊きくと、シエルは深く頷うなずいた。

「間違いない。レンギルは地上でアーティファクトを使った事がない。おそらく副作用セコンダリでレンギルの身に何かが起こるんだろうね。それが、この戦のキーポイントになる」

「ならば、その井蘭塔を強きよう襲しゆうする部隊が必要ではないか？」

　ミオの指し摘てきに、シエルが頷いた。

「その通りだよ。でもその前に、レンギルに従っている二人の猛もう将しようについて話そう」

「帝国征西軍副将、獣じゆう人じんのフィガロと、狂きよう乱らんのアゼムか」

　フレイが目つきを変え、そう呟つぶやいた。

「その二人は実質、帝国征西軍の主しゆ攻こうを担になっている。となると、二人はこちらの千人斬ぎりと元大将軍に当ててくるよ」

　シエルは敵軍の駒をフレイとザグロニアの陣にぶつけた。

「兄貴、こいつら、どれくらいの兵で来る？」

「ずばり、一人三〇〇〇。帝国征西軍は井蘭塔周辺に一〇〇〇を残し、総攻こう撃げきを仕し掛かけて来るだろう」

「うは、三〇〇〇か……腕うでが鳴るな！」

　フレイは三倍もの兵を相手にしなければならないのに、笑えみを浮うかべていた。

「さて、ここで注目。帝国軍がフレイとザグロニアにぶつかると、見ての通りになる。何か気がつかない？」

　シエルに言われ、じっと目を凝こらす諸将。

　すると、マギーが声を上げた。

「あれ？　ボクの陣の前、右翼に敵がいないですよ？」

「その通り。マギーは名を知られていないから敵も油断する。まずはフレイとザグロニアを討うって、それからでも遅おそくないだろう、とね。

　だから、まずはそこを突つく。マギーはフレイと同じく車しや輪りん陣じんで、敵の側面と背後を同時攻撃するんだ」

　シエルはマギー軍の駒をフレイ軍の右手前方に寄せる。するとマギー軍は、フレイ軍と戦う敵軍の左翼とザグロニア軍を攻める敵軍の背後を突く形となった。

「おお……」

　皆が感かん嘆たんの声を上げる。

「あとフレイ、マギー。両陣の騎き馬ば隊は実戦ではこれを使ってほしい」

　シエルがそう言って床ゆかから取り上げたのは、これも奇き妙みような武器だった。ロングボウの片側の端はしに、槍やりの刃はがついているのだ。

「スピアボウ。今回はこれを二五〇〇ほど持って来てる。フレイとマギーは訓練の時の動きで敵に一射し、その後は近づいて槍で突く。敵から離はなれたら矢をつがえ、その同じ動きを繰くり返すんだ」

　その弓を手て渡わたされたフレイは、目を見開いて唸った。

「そうか、あの訓練はこいつを使う為ための……すげえよ兄貴、ぞくぞくするぜ！」

　フレイの頭の中で、ようやくシエルが何をしたかったのかが見えてきた。

「ボクも理解したです。ただ、これだと肝かん心じんのレンギルは誰が倒たおすですか？」

　そのマギーの疑問は核かく心しんを突いている。

　盤上では敵将フィガロ、アゼムを叩たたく布陣ではあるものの、肝心の征西将軍レンギルがいる井蘭塔には一兵も差し向けていなかった。

「そうだね、その通りだ。そこで次なる策が登場する訳だけど、後の指示はマギーにだけ与あたえたいから、皆は準備をして出陣の合図を待ってほしい。くれぐれも、勝手な行動は控ひかえるように」

『おおうっ！』

　諸将は勇ましい声を上げ、幕舎を去って行く。

　幕舎の中はミオとマギー、そしてシエルだけとなった。

「あ、あのう、何でボクだけ残されたですか？」

　マギーが怖こわ々ごわと訊く。

「この戦いくさの、最も重要な役割をマギーに与える為さ」

　シエルはそう言って、マギーの隣となりに立つ。

「僕は今回の戦で勝利の鍵かぎを握にぎっているのはマギーだと思ってる。メリッサ城の戦い後に言った事は、噓うそでも誇こ張ちようでもないんだよ」

「あ、あにき……」

　マギーは頰ほおを赤らめて俯うつむいた。

「で、でもボクは、あの戦いで大失敗をしたです。こんなボクに帝国四将の一人が──」

「討うってもらわなければ、フレリカは終わりだ！」

　ミオはそう声を荒あらげた。

「いいかマギー。シエルはマギーを信じていると断言した。マギーなら絶対やってくれるとな。だから私もお前を信じる！」

「ミオさまぁ……」

　マギーの瞳ひとみが、涙なみだぐんでゆらゆらと潤うるむ。

「当然、精神論だけでそう言った訳じゃない。誰だれにでも相あい性しようっていうものがある。本来、長距離射撃を得意とするレンギルには、至し近きん距離で強いマギーが最良の相手なのさ。但ただしそれは、マギーが仇きゆう敵てきを前にしても冷静な判断が出来る将であれば、の話だけど」

　マギーははっとして、シエルを見た。

「そ、それじゃあにきは、メリッサ城の戦を……」

「あの戦いで命を落としたバスケスらには悪いけど、十中八九、負けると分かってた。それでもマギーをただの武術家から一軍の将にするには仕方ないと思った。あの戦いでマギーは多くの事を学んだはずだ。それを僕とミオに見せてほしい。

　征西将軍レンギルを討つのは、君だ」

「はいですっ！」

　マギーの表情から、気弱さが引いていく。

　メリッサ城の戦いは、きっとマギーにとって一生忘れられない戦になっただろう。

　たとえ負けても、そこから多くの事を学べればいい。

　きっとマギーなら、多くのものを摑つかんでくるに違ちがいない。

　そう思ったからこそ、シエルはマギーをメリッサ城に送り出したのだ。

「では、マギーに作戦を伝える。フレイとザグロニアが頑がん張ばっていれば、必ず帝国軍本陣が前に出る。そこを見計らい、一軍を率いて敵本陣を突とつ破ぱして井せい蘭らん塔とうに侵しん入にゆうするんだ」

「一軍を率いて、ですか？」

「そう。フレリカ軍右陣を副将に預けて五〇〇程度の兵で陣を抜ぬけ、井蘭塔に突とつ撃げき。中に侵入し、頂上にいるレンギルを倒すんだ。この封ふう書しよに具体的な方法をしたためておいた。突撃前に読んでね」

　シエルが封書を差し出してそう命じると、マギーは悲しそうな顔で目を下に落とした。

「あ、う、でも、ボクには軍を任せられる副将、が…………え？」

　シエルは笑みを浮かべて、幕舎の入口を凝ぎよう視ししていた。

　マギーもつられて振ふり向くと、頭と右目に包帯を巻いた、細身の男が立っていた。

『あ……あ、まさか、リ、リンシア？』

　マギーはわなわなと身体からだを震ふるわせながら、席を立って男に歩み寄る。

「ほんとに、ほんとに、リンシアなんですか？」

「ただいま戻もどりました、マギー軍長」

「うぐ……よかった……よがったあああああ！」

　マギーは顔をくしゃくしゃにして、リンシアに抱だきついた。

「もうダメだと思ってたです、本当にごめんって、毎晩毎晩……ううううううう！」

　泣きじゃくるマギーを抱きしめつつ、リンシアは優やさしくマギーの頭を撫なでた。

「軍長、出陣前の涙は縁えん起ぎが悪いですよ」

「うん、うん、わかってるです、わがってるですが……うわああああん！」

　リンシアと抱き合うマギー。

　その姿をシエルとミオは寄り添そって、笑顔で見守った。

「リンシアはラーゼンの西、リルガ橋まで辿たどり着いたところを商隊に保護された。暫しばらくモロの町で療りよう養ようしてもらってたんだけど、この戦に加わりたいと聞かなくてね」

　シエルが言うと、マギーはリンシアの胸から離れて顔を上げた。

「何でそんな……」

　リンシアは何事もなかったかのように微笑ほほえむ。

「私はマギー軍の副将です。軍長が戦場に行くのに、どうして寝ねていられましょう」

「リンシア……」

「それと、バスケスに軍長を頼たのむって言われましたからね。ここで軍長だけ行かせたら、彼に顔向けできません」

　マギーは口をきゅっと結び、何度も頷いた。

「軍長、やりましょう。この戦で大おお手て柄がらを立てて、フレリカにマギーありと天下にその名を轟とどろかせるんです！」

「うん……うん！」

　これで全すべての準備は整った。

　後はもう一度封書を差し出し、二人にこう告げるだけだ。

「では、出陣の準備を」

「「ははっ！」」

　マギーとリンシアはミオとシエルに片かた膝ひざをつき、封書を受け取って幕舎を出て行った。

　幕舎は、ミオとシエルだけになった。

　シエルは頭を搔かき、何やら真しん剣けんな表情で考え込んでいた。

「どうしたシエル。さすがのお前でも、帝てい国こく征西軍を相手に緊きん張ちようしているのか？」

「いや、何でもない。後で蜂はち蜘く蛛も隊たいに調べさせるし、当分は問題ないと思うから」

「ん……？」

　ミオはシエルの意図を汲くみきれず、首を傾かしげた。

「それより、敵は超長距離射撃を得意とする征西将軍レンギルだ。君に万が一があっちゃいけないから、これを」

　シエルはミオの手を取って、手のひらに首くび飾かざりを載のせた。

「アーティファクト〝目もく避ひの首飾り〟か」

　それはミオを帝都から救出した際、追つい撃げき隊隊長が持っていたものだった。

「戦せん闘とうが始まったらこれを使い、危険だと思う場所を見ておくんだ。いいね、君はフレリカの、いやラーカスの希望そのものだから、絶対に危ないマネはしないでね」

「シエル……」

　ミオは手渡された首飾りをつけ、シエルににっこりと笑いかけた。

　その姿は、言葉に表せないほど愛らしかった。

「さあミオ、僕らも本ほん陣じんに行こうか」

「うんっ！」

　幕舎の外は、夜の帳とばりが降りようとしていた。

　明日あしたはこのトゥルネー平原で、フレリカの運命を分ける戦いが繰り広げられる。

　シエルは北風に身体を震わせつつ、夕暮れに浮かぶレンギルの井蘭塔をひと睨にらみして、背を向けた。




　翌日。

　帝国暦れき三十八年十二月十六日早そう暁ぎよう。

　トゥルネー平原は辺り一面に霜しもが降り、氷の世界になっていた。

　寒気に当てられ、平原に生える小さな草は緑よりも土色のほうが目立つ。小鳥が僅わずかな餌えさを求めて地面を跳はね回り、風もなく、穏おだやかな空気が流れる。

　そんな時間の全てを壊こわすかのように騎き兵へい達が馬の蹄ひづめの音を立て、武器や防具が揺ゆらされて甲かん高だかく響ひびき合う。全ての平へい穏おんは打ち消され、ひりひりとした緊きん張ちよう感かんが平原を圧おし包んだ。

　フレリカ軍四〇〇〇と帝国征西軍七〇〇〇は互たがいに前進し、対たい峙じした。

　南ラーカスの覇は権けんと、互いの存亡をかけて。




　トゥルネー平原の戦いの火ひ蓋ぶたが、切って落とされた。
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　帝国征西軍副将フィガロは赤いフルプレートアーマーに身を包み、馬上から敵軍左陣のフレイ軍を睨みつけた。

（さて、千人斬ぎりがどれほどのものか、見せてもらいましょうか）

　フィガロは腰こしのレイピアを引き抜き、ゆっくりと敵軍に向けた。

「かかれ」

『うおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　その合図で、まず先手の重じゆう鎗そう騎き兵へい隊たい一〇〇〇が走り出す。

　その後ろから軽装騎兵隊五〇〇、歩兵隊一五〇〇が続く。

　帝国軍は特に重鎗騎兵隊が強く、その圧力は同数の兵を軽く吹ふき飛ばすほどである。

　これなら、指揮官の豪ごう傑けつさは関係ない。

　ヘヴィーランスを構え、敵陣に迫せまる重鎗騎兵隊。

　その時、フィガロはフレリカ軍の妙みような動きに気がついた。

　敵騎馬隊は重鎗騎兵隊と相対そうとはせず、自陣の周りをぐるぐる回っていたのだ。

「何だ、あれは？」

　一見すると攻せめどころに困りそうだが、重鎗騎兵隊は前に進撃するしかない。

　間もなく、敵軍と接せつ触しよくする。

　その時、敵陣の中から矢が飛んできた。

「大した数ではないな」

　矢の雨、というには程ほど遠い。

　小雨に過ぎなかった。

『重鎗騎兵隊、そのまま突つっ込め！』

　フィガロの命令で、妙な動きをする敵軍と先陣がぶつかり合った。

『よし、そのまま押し込め！』

　重量級の装備である重鎗騎兵隊ならば、あの程度の騎馬隊など軽く突破する。

　そう思っていた。

　だが、フィガロの予想に反して先陣の足は止まり、勢いがついた後続の兵が前の兵に激突していた。

「な、何事ですか？」

　戦せん況きようが理解できない。

　たかだか一〇〇〇程度の兵に、帝国自じ慢まんの重鎗騎兵隊が止められたのだ。

「ほ、報告します！　敵は周回しつつ妙な武器を使い、矢と槍やりによる攻こう撃げきで先陣が次々と討うたれております！」

「何ですって？」

　矢と槍で攻撃とは、意味の分からない報告だった。

「重鎗騎兵隊右陣、被ひ害がい大！」

「敵は矢を射かけ、すぐに槍で突き刺さしてきています！」

「て、敵の攻撃が止まりません！」

　続々と入ってくる報告に、フィガロの頭は混乱し始めた。

『意味が分からない。私が前に出る、道を開けなさい！』

　痺しびれを切らしたフィガロが手勢を連れて先陣に向かう。

　そこで見たものは、信じがたい光景だった。

　敵の騎馬隊はフィガロから見て右から左へと流れている。

　それも充じゆう分ぶん異様なのだが、敵兵が手にしている武器──ロングボウと槍を合わせたかのような物が決定的に妙だった。

　右手から走ってくる騎兵は矢をつがえており、それを重鎗騎兵隊に向かって放つ。

　するとすかさず弓を槍のように持ち替かえ、手近な兵士をひと突きだけして走り去る。

　それを、全員でやっているのだ。

　ロングボウで至し近きん距きよ離りから放たれる矢は、重鎗騎兵隊のフルプレートアーマーを貫かん通つうしている。

　単発ならば、致ち命めい傷しようにはなり得ない。

　だが、次から次へと穿うがたれれば、甚じん大だいな影えい響きようを及およぼす。

　現に重鎗騎兵隊右陣の兵士達は、殆ほとんど矢で倒たおされていた。

　敵騎兵は矢を放つと、刃はが付いた弓をそのまま槍として使い、重鎗騎兵を突き刺しては陣の後方に走り去り、再び矢を構えてまた右手から現れる。

　流石さすがの重鎗騎兵隊も、これには苦戦していた。

　ヘヴィーランスで何人かを突き倒していたが、その穴を埋うめるように二列目の騎兵が矢を放ちながら前に出てくる。

　帝国征西軍の被害のほうが、明らかに大きかった。

「何と……」

　しかもこの陣、乱れる事なく周回しながらゆっくりと進んで来ている。

　よく訓練されており、一いつ糸し乱れぬ動きだった。

（これは……司令官の千人斬りを倒すしかないですね）

　フィガロは円形の刃のような敵陣に突とつ撃げきし、馬を体ごと敵兵に叩たたきつけた。

　馬の体当たりを受けたフレリカ兵は風に乗った紙切れのように空を舞まい、帝国軍の中に落ちていく。

　フィガロは馬の上から跳ちよう躍やくし、二列目の騎兵に蹴けりを放ちつつ敵陣の中へと降り立った。

「竜たつ巻まきの中にいるようですね。こんな陣、考える方も実行する方も大したものですよ」

「お褒ほめに与あずかり光栄だねえ」

　フィガロの前に立ったのは、背の高い女だった。

「あなたがフレイ・フォルクですか？」

「はあ？」

　女が素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「アタシは副将ラミナだ。たった一人でここまで来るとは……あんた何者だい？」

　ラミナはフィガロを射ようとした弓隊を制し、訊きいた。

　フィガロは嘆たん息そくし、腰のレイピアを抜ぬく。

「我こそは栄光なる帝国征西軍副将にして、華か麗れいなる第一軍長フィガロ・メーカー。下したっ端ぱに用はありません。千人斬りを出して頂きたい」

「下っ端!?　アタシが!?」

　はっはっは、と高笑いするラミナ。

　そして、

『斬り刻んでやる！』

　憤ふん激げきし、地面を蹴った。
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　その頃ころ。

　フレリカ軍の中央に布ふ陣じんしていたザグロニアは、正面から突撃してくる帝てい国こく征西軍第二軍を真っ向から受け止めていた。

　ザグロニア軍はフレイやマギーらと違ちがい回って削けずる車輪陣ではなく、両りよう翼よくをＶ字に広げ、あたかも猛もう禽きん類るいが獲え物ものを包み込んで捕ほ捉そくしているかのような陣「獲かく翼よく陣じん」で帝国征西軍を迎むかえ撃うっていた。

　帝国軍の象しよう徴ちようである赤いフルプレートアーマーを着用し、重鎗騎兵隊の語源になっているヘヴィーランスを掲かかげている。

　猛もう然ぜんと攻め込んでくる帝国軍にフレリカ軍は次々と討ち取られ、倒されていった。

「まずいのぉ……このままでは右う翼よくが蓋ふたをする前に、ワシの軍が壊かい滅めつするぞぉ」

　数多あまたの戦場で活かつ躍やくした帝国軍の重鎗騎兵隊。

　その攻撃力は伊だ達てではなかった。

　しかしながら、ザグロニアとて負ける訳にはいかない。

　何な故ぜならここを突とつ破ぱされれば、すぐ後ろにはフレリカ王女ミオと、天翔虎カルーデイアの軍師シエルがいる。

　二人が敵の手に掛かかれば、それはフレリカ王国の滅めつ亡ぼうと同じだった。

（今こそ、平地にありながら背はい水すいの陣を布しいた軍師の真意を実行に移す時だな）

　背水の陣。それは通常、川や崖がけなどを背後に陣を布き、あえて退路を断たつ事で兵に奮起を促うながすというものだ。

　シエルはわざとザグロニアの背後にミオ王女を布陣する事で、この広いトゥルネー平原に逃にげ場のない川を作り出したのだ。

　しかもザグロニア軍に編制された兵士は、その殆どが旧フレリカ王国で働いていた者達なのである。

（さすがは天翔虎カルーデイアの軍師だ。あやつ、いつも身体からだを張りよるのぉ）

　ザグロニアがシエルと再会したのは、リルガ橋の戦いだった。

　あの時は、自分もろとも帝国軍を焼き払はらっていた。

　だが今度はフレリカ王女ミオも一いつ緒しよである。

　絶対に、絶対に負けは許されなかった。

　ザグロニアは愛用のアーティファクト〝隆りゆう骨こつ杵しよ〟を振ふり翳かざし、自軍に向かって叫さけんだ。

『皆みなの者よく聞けぇ！　我らが帝国軍に負ければその時点で終わりじゃあっ！　我らの後ろにおわす麗うるわしきミオ王女を守れるのは、フレイでもマギーでもない。このザグロニア軍なのじゃあ！　二年前と同じようにフレリカが滅ほろびてもいいのか！　今度こそ王女を守り、フレリカの強さを帝国に見せてやれぇ！』

　ザグロニアの檄げきで、兵士らの目の色が変わった。

　帝国征西軍を相手に硬かたくなっていた身体に力が漲みなぎり、緊きん張ちようと恐きよう怖ふから解放された。

『さあ、ワシに続け！　この戦、絶対に勝つぞぉ！』

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　ザグロニアが馬を駆かって前に躍おどり出た。

「大将首だ、あいつを狙ねらえ！」

　帝国の重鎗騎兵隊が持つヘヴィーランスが、一いつ斉せいにザグロニアへと向けられる。

『貴様ら如ごときにこのワシが討てるかああああっ！』

　ザグロニアは吼ほえながら、アーティファクト〝隆骨杵〟を振るった。

　メイスの形をしたその武器は、重鎗騎兵隊のアーマーを難なくひしゃぎ、潰つぶし、凹へこませ、吹ふき飛ばす。

『将軍に続け────っ！』

『うおおおおおおおおおおおおおお！』

　力任せに大暴れするザグロニアに奮起したフレリカ軍の兵が、槍に力を込こめて帝国征西軍に立ち向かっていく。

　最初こそ旗色が悪かったが、ザグロニアの奮戦で膠こう着ちやく状態にもつれ込んだ。

『いいか、ワシらはフレリカ軍の要かなめぞ！　皆、心してかかれーっ！』

『おお────っ！』

　ザグロニアが檄を飛ばし、更さらに兵が奮ふるい立った、その時だった。

　フレリカ軍右翼に陣じん取どっていたマギー軍が、フレイ軍と同じ動きで帝国征西軍第二軍の背後を取った。

「敵の後ろを取ったかぁ！」

　実際、マギーが取ったのは征西軍第二軍の背後だけではない。同時にフィガロ率いる第一軍の側面も突いていた。

（今が攻せめ時だ！）

　ザグロニアは隆骨杵で重鎗騎兵二人を吹き飛ばしながら叫んだ。

『皆の者、我が軍が敵の背後に回った！　さあ遠えん慮りよはいらんぞ、どんどん攻めろ！』

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　流れが変わった。

　後ろを取られ、退路を断たれた征西軍は及および腰ごしになり、フレリカ軍に討うたれてばたばたと倒れていく。

　馬の嘶いななき、喚かん声せいと悲鳴、武器がぶつかり合う音で、閑かん静せいで平和なトゥルネー平原は阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦うずと化していた。

「どんどん行けぇ！　攻めているのは我が軍じゃあ。功を争え、手て柄がらを競きそえ！」

　ザグロニアは自らも鬼き神しんの如く暴れ回る。味方を鼓こ舞ぶし、敵を不安に陥おとしいれるその大声が、とてつもなく大きな武器になっていた。

「やっぱ、お前から倒さにゃダメかあ？」

　ザグロニアの耳に、突とつ然ぜんそんな声が入ってくる。

　正面を見ると、ザグロニアに負けず劣おとらずの体たい軀くを持つ男が、騎き乗じようしてザグロニアを睨にらみつけていた。

「何者だぁ？　命が惜おしくばここを去れ！」

「おうっ、そうするぜ。じゃあな！」

　ザグロニアが隆骨杵を向け、少し威い嚇かくしただけでその男は馬首を返そうとして……踏ふみ留とどまった。

「いやいやいやいや、逃げたいのは山々なんだけどよぉ、そうするとウチのお頭かしらに叱しかられちまうからなあ……ああ、怖こえぇなあちくしょう」

　男はぶつくさ言いながら、手にした巨きよ大だいな棍こん棒ぼうをザグロニアに向けた。

「しょうがねえ、俺ぁ帝国征西軍副将にして第二軍長アゼム。おめー強そうだし怖ぇから……こいつで黙だまらせてやらぁ！」

「な、帝国軍副将!?」

　つまりこの男こそ、今ザグロニアが戦っている軍の大将という事になる。

「は！　大将首がわざわざ目の前に現れてくれるとは馬ば鹿か者ものめ。この〝隆骨杵〟の餌え食じきにしてくれる！」

　ザグロニアはにやりと笑い、アゼムに突撃した。

「先に前に出てきた馬鹿は、おめーだろうが！」

　アゼムも覚かく悟ごを決め、ザグロニアに向かって行った。
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　同時刻。

　戦線はシエルの作戦通りに動き、帝国征西軍一軍の横腹と二軍の背後を取ったマギー軍が、フレイ軍と同じ動きで帝国軍を削った。

　重量級の兵士を多く持つ帝国軍は、ただですら素す早ばやい動きをする軍への対応が遅おくれる。

　その上、帝国軍を率いている二将が不在である為ため、マギー軍の動きにまるでついていけなかった。

　帝国征西軍は現在、第一軍長フィガロがフレイ軍の中でラミナと交戦中。

　第二軍長アゼムはザグロニア将軍と打ち合っている。

　マギー率いる右翼の役目は、今のうちに帝国征西軍を一人でも減らす事だった。

「みんな駆け回れ！　帝国軍なんて大した事ないです！　矢を惜しむな！」

『おおうっ！』

　戦いくさの前は帝国軍重鎗騎兵隊の破は壊かい力、突とつ進しん力に不安と恐怖を抱いだかない者はなかったが、いざ戦ってみると側面と背後を突つかれた帝国軍は統制が全く取れておらず、マギー軍の前に為なす術すべもなく倒たおれていった。

（このまま攻め続ければ……本ほん陣じんが動く！）

　マギーは改めて、シエルという軍師の凄すごさを知った。

　ここまで、何もかもがシエルの言う通りに事が運んでいる。

　ならばこの後の展開も読める。

　七〇〇〇対四〇〇〇で始まったこの戦は、早くも決着がつきそうな勢いだった。

　それ程ほどまでに、フレリカ軍が帝国軍を圧あつ倒とうしていたのだ。

（帝国の四将と呼ばれる大将軍が、この戦せん況きようを理解できないはずがないです）

　マギーが敵軍総大将レンギルがいるという井せい蘭らん塔とうに目を向けた、その時だった。

「!?」

　巨大な塔が低い地じ響ひびきと共に、ゆっくりと前進していた。

（来た！）

　戦況悪化と見たレンギルが、ついに井蘭塔を前に出して来た。

「リンシア、敵本陣が動いたです！」

　マギーに呼びかけられて、副長リンシアが矢を射る手を止めた。

「おお、さすがは軍師！」

「よーし、ここからはボクの出番です。リンシアはこの……」

　マギーの口が止まり、リンシアは思わず矢を取り落としていた。

「あれは！」

　それはレンギルが居る井蘭塔の頂上の、更に上空に浮うかんでいた。

　黄金に光る、巨大な弓。

　その大きさは、井蘭塔がまるで小さな台座に見えるほどだった。

「レンギルの〝卸おん浄じよう咎きゆう〟！」

「また出してきましたね」

　その想像を絶する規格外のアーティファクトに、マギーやリンシアだけでなく、周りのフレリカ兵や、帝国兵までもが一いつ瞬しゆん、時間を忘れていた。

　そんな中、卸浄咎がゆっくりと動き、ぎりぎりと弦つるが引かれていくと、煌こう々こうと輝かがやく矢が出現する。

　そしてその鏃やじりの指す先にあるのは、フレイの陣だった。

　刹せつ那な。

　雷らい鳴めいのような音を轟とどろかせ、卸浄咎から矢が放たれる。

　矢は風を切り、草を靡なびかせ、空気を突き破ってフレイの陣に飛び込んでいった。

　弾はじける爆ばく音おん。

　そして、静せい寂じやくが戦場を包み込む。

　相変わらずの破壊力を目にしたマギーの脳のう裏りを、シエルの言葉が過よぎった。

（僕は今回の戦で勝利の鍵かぎを握にぎっているのはマギーだと思ったし、マギーが居てくれるからこそ、勝利を確信してる）

「シエルのあにき……」

　マギーの全身に力が漲みなぎる。

　このままではメリッサ城の戦いの二の舞まいになる。

　あのアーティファクトは、軍そのものを削けずる程の力があるのだ。

　塔の上の巨大な弓は第二射を撃うつべく、ぎりぎりと音を立てて弦が引かれている。

　誰だれもがその弓に目を奪うばわれている、今がチャンスだった。

「リンシア、ここを頼たのむです。マギー隊、ボクについてくるです！」

『はっ、ははっ！』

　我に返ったリンシアとマギー隊五〇〇は、右う翼よくから戦場を抜ぬけ出し、一気に駆けた。

「あにきとミオさまはボクを信じてくれた。ボクはその信しん頼らいに応こたえなきゃ！」

　この時の為に編制されたレンギル強きよう襲しゆう部隊は、元蜂蜘蛛隊を中心とする面々である。

　つまりマギー直属の部下達であり、隠おん密みつ行動や急襲を得意とする者達だ。

　マギーは馬を走らせながら、シエルから受け取った封ふう書しよを破り、急いで目を通す。

　そこには、驚おどろくべき策が記されていた。

「……これならいける！　みんな、走りながら作戦を伝えるですよ！」

『おおっ！』

　メリッサ城での汚お名めいを返上すべく、マギー隊は井蘭塔を守る敵本陣一〇〇〇を突とつ破ぱすべく突とつ撃げき態勢に入った。
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「くっそ……ふざけん、なよ……！」

　レンギルのアーティファクト〝卸浄咎〟の直撃を受けたフレイ軍。

　周回しながら帝国軍を薙なぎ倒していく騎馬隊は、その動きを更に加速させている。

　だがその輪の中で事は起きていた。

〝卸浄咎〟の矢は、敵将フィガロと戦っていたラミナを狙ねらっていたのだ。

　その破壊力は凄すさまじく、ラミナは爆風によって馬から吹ふき飛ばされ、かなりの高さから地面に叩たたきつけられた。

「ああ、私の獲え物ものを……」

　敵将フィガロが、レイピアを振ふって溜ため息いきをついた。

「この、おおおおおおおおおおおおおお！」

　ラミナがふらつく頭を押さえつつフィガロに斬きりかかろうとした、その時だった。

「もういい、お前じゃ手に負えねえよ」

　ラミナの首もとに、後ろから巨大な矛ほこが向けられていた。

　フレイだった。

「将軍、どいてくんねーかなぁ？」

　眉み間けんに力を込こめてフレイを睨にらみつけるラミナ。

　だが、フレイは首を振った。

「お前は軍の指揮を執とれ。オレはこいつをやる。お前が散々斬りかかって汗あせ一つかいてねえんだ、こいつも化け物だぜ」

「将軍！」

『命令だぞラミナ、下がりやがれ！』

　ラミナはぎりりと奥歯を嚙かみ締しめ、舌打ちして下がった。

「おやおや、漸ようやく本命のご登場ですか？」

　フィガロがレイピアをフレイに向け、その細い目を光らせる。

「よくも部下を虐いじめてくれたな。言っておくが、オレは躊ちゆう躇ちよ無くお前を斬るぞ」

　フレイが矛を持つ腕うでに力を込める。

「千人斬り将軍と謳うたわれたあなたが相手ならば、当然私も全力で行きますよ」

　フィガロがレイピアを振り、フレイを睨み付ける。

「ああん!?　そんな細ほせぇレイピアでこのオレと戦おうってのか？」

　侮あなどられたと感じたフレイが憤いきどおる。

「心配しなくていいです。すぐにあなたの頭にこれを突き立ててあげますから」

　フィガロが赤いレッグスに手を当てると、太ふと股ももから腰こしにかけて淡あわく輝き出す。

　すると脚あしが分かれ、馬の胴どう体たいのようなものが腰から後方に向かってせり出した。

「私の通り名、ご存じですよね？」

　変形したフィガロの姿は、上半身が人、下半身は鹿しかのような獣けものになっていた。

「獣じゆう人じんのフィガロ……そういう事かい！」

　フレイが矛を構える。

「アーティファクト〝飛ひ翔しよう四し鹿か〟。では、参ります」

　フィガロは目を閉じて四脚を折り畳たたみ、勢いよく跳はねる。

　その動きは、馬の足よりも速かった。

「うおっ!?」

　フレイは当たりをつけて矛を振るが、フィガロの動きを捉とらえられない。

「馬って便利ですよね。足は速いし、体当たりすれば強力な攻こう撃げきにもなる。その特長を最大限に引き出せるのが、このアーティファクトなのですよ」

　フィガロが悠ゆう々ゆうと駆かける。

　気づくと、フレイの左ひだり肩かたにレイピアが刺ささっていた。

「うがっ、ああああ！」

　フレイが雄お叫たけびを上げてフィガロを攻撃しようとした時に、フィガロは既すでに後方でレイピアを地面に向けて振り、付着した血を払はらっていた。

「な、なんつーデタラメな速さだ」

　どぷ、とフレイの左肩から血が溢あふれる。

「心臓を狙ったのに、外してしまいましたか」

　フィガロは、にやりと口くち許もとを緩ゆるめる。

「ぬうう」

　さてどうするか、とフレイは考える。

　四脚になったフィガロの速さは人のものではない。

　それこそ、魔ま獣じゆうか何かと戦っているようだった。

（獣人とは、よく言ったもんだぜ）

　考えがまとまらないまま、先にフィガロが動く。

　またしても目にも留まらぬ速さで接近され、今度は左太股にレイピアが突つき刺さっていた。

「おらァ！」

　フレイが渾こん身しんの力を込めてフィガロに矛を振り下ろす。

　フィガロが不敵な笑えみを残してその場から消えると、今度は背中を刺された。

「ぐっ……どちくしょうが！」

　力任せに矛を振るってもまるでフィガロを斬る事ができず、ただいたずらに体力を消しよう耗もうするだけだった。

（くそ、相あい性しようが悪すぎる！）

　苛いら々いらを募つのらせれば募らせるほど、余計に空回りする。

　何か打開策はないものか。

　そう思っていた時、再び井せい蘭らん塔とうの上の巨きよ大だいな弓が光を放った！

「!?」

　今度は弓の方向が違ちがった。

　矢は残光を残し、一筋の流れ星のように空を裂さき、フレイ軍右手、ザグロニア率いるフレリカ中央軍の中に現れていた、巨大な石柱に命中した。

　石柱は回転しながら天高く舞まい、地面に突き刺さった。

「あれは、おっさんの……ん？」

　フレイの頭の中で、何かが閃ひらめく。

　アーティファクトというのは、その力が大きければ大きい程ほど、強きよう烈れつな副作用セコンダリを引き起こす。それはこのラーカスで流通している全すべてのアーティファクト共通の特とく徴ちようであり、アーティファクトを使う者がそれを敵に知られるのは命取りになる。

　そこで改めて、眼前の敵フィガロに目を向ける。

　フィガロのアーティファクト〝飛ひ翔しよう四し鹿か〟は下半身を鹿のような胴どうに変え、超ちよう高こう速そく攻こう撃げきを可能とするものだ。

　同時に、今この時点でフィガロに副作用セコンダリが起きているのは間ま違ちがいない。

（敵をよく見ろ……絶対に違い和わ感かんがあるはずだ……）

　そう思っているうちに、またもフィガロの姿が消える。

　今度はフレイの右足に痛みが走った。

「うぐあ！」

　両足をレイピアで穿うがたれ、左肩や背中まで傷を負ったフレイは、バランスを崩くずして落馬した。

「ふう、ようやく馬から落ちましたね。これで止とどめが刺せますよ」

　悦えつに入いりながら口走ったフィガロの言葉は、フレイにとって起死回生のヒントだった。

（……読めてきたぞ）

　ちくりと痛む足を踏ふん張り、立ち上がるフレイ。

「それでは獣人のフィガロ、千人斬りのフレイを討うち取ります」

　ひゅひゅん、とレイピアを構え、姿を消す。

　フレイは左手に矛を持ち、ただ一点だけを凝ぎよう視ししていた。

　そして次の瞬しゆん間かん、フレイの目がレイピアの刺し突とつを捉える。

「今だ！」

　フレイは身体を横に振って右腕にフィガロの攻撃をわざと受ける。

　同時に左手でフィガロの胸むなぐらを摑つかんだ！

「なっ……は、放しなさいっ！」

　フィガロが全身の力を使ってフレイの腕を引き剝はがそうとするが、びくともしない。

「は、ごぉッ!?」

　どす、という鈍にぶい音と共に、フィガロが鮮せん血けつを吐はき出す。

　フレイの矛が、フィガロの左下腹部にめり込んでいた。

『うおりゃああああああ！』

　フレイの右腕がびきびきと盛り上がり、フィガロの腹から左肩に掛かけて刃やいばが通り抜ぬけた。

『がぼぁああああああああああああああああああああッ』

　フィガロは断だん末まつ魔まの叫さけびを残し、ぼたりと地面に落ちた。

「はあ、はあ、ふはー……中々厄やつ介かいだったぜお前のアーティファクトは。だが、スピードが上がってもパワーが落ちるっつー副作用セコンダリは、致ち命めい的てきだったな」

　息を切らしながら、フィガロの身体に目を落とした。

　そう。アーティファクト〝飛翔四鹿〟の副作用セコンダリは、急激な筋力の低下だったのだ。

　フィガロは好きでレイピアを選んでいたのではなく、アーティファクト発動後を考えると、レイピアのような軽い武器しか持てなかったのである。

　更さらに、その力の無さは馬上の者を刺し抜く事も出来ない。
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　よってフィガロが勝つには、何とかフレイを馬から引きずり下ろし、急所、即すなわち顔面か胸部を狙うしかなかった。

　フレイは受けた傷が浅かった事、フィガロの動きと言動からその狙ねらいを読み取り、逆さか手てに取ったのだ。

　ふー、と一息つくフレイ。

　そしてザグロニアに負けない声で、叫んだ。

『帝てい国こく征西軍副将フィガロ、フレイ・フォルクが討ち取った────！』

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　このフレイの勝利により、この戦場の主導権は完全にフレリカ軍が握にぎった。
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「ほう、流石さすがはフレイ。やるもんだなぁ」

　その頃ころ。

　フレリカの本ほん陣じんを守る大役を任された馬上のザグロニアは、苦境に陥おちいっていた。

　対たい峙じするのは、身長四メートルをゆうに超こえる巨きよ漢かんだった。胡う乱ろんな目つきで、周りのフレリカ兵や、味方のはずの帝国兵も、関係なく吹き飛ばしている。

　帝国征西軍副将アゼムは何とも自信なさげな男だったが、胸むな当あてを輝かがやかせた瞬間、こんな姿に変へん貌ぼうした。

　アーティファクト〝狂きよう奏そう鎧がい〟の効果である。

　今やアゼムの四し肢し全てが武器であり、それを振ふり回して誰だれ彼かれ構わず叩たたきつぶしていくその姿は、まさに怪かい物ぶつそのものだった。

「あれほど副作用セコンダリが目に見えて分かるアーティファクトも珍めずらしいのぉ」

　その巨漢の男は、ザグロニアに戦いを挑いどんで来た。

（しかし、参ったなぁ）

　ザグロニアは忌いま々いましそうに井蘭塔を睨む。

　巨大化したアゼムを倒たおすのに、ザグロニアの巨大化するアーティファクト〝隆りゆう骨こつ杵しよ〟は最適の武器である。

　だがあまりに巨大になってしまう為ため、アゼムを攻撃しようとしたところを、レンギルに狙われてしまった。

　何とか手から放さずには済んだが、その衝しよう撃げきで両りよう腕うでが痺しびれていた。

（このままでは被ひ害がいが大きくなるばかり。だがワシの体力じゃそう何度も隆骨杵を振れん。こうなれば……アレをやるしかないかぁ！）

　ザグロニアは馬を走らせ、隆骨杵を肩かたに担かつぐ。

　このアーティファクトはメイスの頭部分を硬こう化かし、巨大化するものだが、副作用セコンダリとして使用者の体力を急激に消耗させる。

　きつく柄つかを握りアゼムに向かって行く。

　アゼムもただならぬものを感じ、ザグロニアに身体からだを向けた。

『うおおおおおおおおおりゃああああああっ！』

　ボッ、と唸うなりを上げ、ザグロニアが隆骨杵でアゼムを殴なぐりつける。

　その時だった。

　井蘭塔の頂上に浮うかぶ弓が再び輝いたかと思うと、また隆骨杵に光の矢を当てられた。

「うがあああぁあっ！」

　上から射撃された隆骨杵は、卸おん浄じよう咎きゆうの矢で地面に激突させられた。

　反動で馬から放ほうり出されるザグロニア。

　運が悪い事に、その先にはアゼムがいた。

『ブォラアアアアアアアアアアアアアアアアアア！』

　アゼムの左拳こぶしが風を切る。それは空中で逆さまになって吹ふき飛ばされていたザグロニアの右腕に命中し、宙に舞い上げた。

「うがああああああああああああっ！」

　地面に落ちるザグロニアの身体と、千ち切ぎれた右腕。

（ぐぐ……こ、このままでは、やられ……!?）

　ザグロニアは右腕を押さえながら立ち上がり、暴れ回るアゼムと井蘭塔を睨にらんだ。

「く、ははは、はははははは！　そういう事かぁ！」

　シエルから与あたえられた布陣。

　その真意に気づくと、ザグロニアは声を上げて笑った。

　この背水の陣は兵士達を鼓こ舞ぶし、実力以上の力を引き出す為だと思っていた。

　だが、それはそのままザグロニア本人にも当てはまっていたのだ。

　帝国軍副将のアゼムとフィガロは名の知れた武人である。故ゆえにシエルは、ザグロニアの心に決して折れない柱として、敢あえて後方にミオを置くという布陣でこの戦いくさに臨のぞんだのだ。

「何度も思い知らされるが、さすがは天翔虎カルーデイアの軍師だ……ん？」

　その時、ザグロニアにとって僥ぎよう倖こうというべき事が起きた。

　井蘭塔上空に浮かんでいた巨大な弓が、溶とけるように消えたのだ。

「お、おお、おおおお？」

　卸浄咎が消えた今こそ、アゼムを倒す絶好の機会だった。

（もってあと二振ふり、というところか……ならば、これで決めるしかないのぉ）

　ザグロニアは隆骨杵を構え、兵士らの叫び声が上がる渦うずの中へ飛び込んでいった。

　目標は、大暴れする化け物のような男だ。

　だが、ザグロニアの瞳ひとみには強い意志の力が宿っていた。

『うおおおおおらああああああああ！』

　渾こん身しんの一撃を叩き込む。

　ザグロニアは口で馬の手た綱づなを操あやつりながら左手で隆骨杵の柄をぎりぎりと握り締しめる。

　そして巨大化した隆骨杵を思い切り持ち上げ、アゼムに向かって振り下ろした。

　アゼムは隆骨杵に反応し、両腕を交差してその塊かたまりを受け止めた。

　ズドォン、と轟ごう音おんが響ひびく。

　ザグロニアの一撃でアゼムは膝ひざを折り、足が地面にめり込んだ。

　アゼムの左腕は潰つぶれ、ばたばたと赤い雨が平原を染める。

　だが、まだアゼムは生きている。

　がしり、と隆骨杵を右手で摑み、不気味な笑えみを浮かべるアゼム。

　ザグロニアはその時を……待っていた。

『これで最後じゃァ。第二解放、〝爆ばく惨さん隆骨杵〟ッ！』

　次の瞬間、石柱形の隆骨杵のヘッドから無数の鉄てつ針しんが飛び出してアゼムの巨きよ軀くを貫つらぬき、蜂はちの巣すのように穴だらけにする。

『アギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！』

　悲鳴を上げるアゼム。その頭部にも、針が突つき抜けていた。

　アゼムはゆっくりと元の姿に戻もどり、倒れた。

「がはあっ、はあ、はあおああああああがあああ！」

　同時に、ザグロニアの力がぐんぐんと隆骨杵に吸い取られる。

　これだから、爆惨隆骨杵を使うのは嫌いやなのだ。

　ザグロニアの目の前が真っ白になり、気づけば落馬して地面に頭をつけていた。

「将軍！」

　味方の兵に肩を借り、何とか立ち上がる。

　敵将を討ったのだから、これだけは叫んでおかなければならなかった。

『ぜぇ、ぜぇ、帝国征西軍副将、狂きよう乱らんのアゼム、このザグロニアが、討ち取ったぁ！』

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　フレリカ兵らが、武器を鳴らして歓かん声せいを上げる。

　僅わずかだが、手のつけられなかったアゼムを倒したザグロニアに、敵兵までもが拍はく手しゆを送っていた。

　レンギルの〝卸浄咎〟が消え、帝国征西軍副将フィガロはフレイに討たれた。

　そして今、片かた腕うでを失いつつもザグロニアが副将アゼムを討った。

　トゥルネー平原の戦いは、いよいよ佳か境きようへと突とつ入にゆうする。
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　少しだけ時を遡さかのぼる。

　ザグロニアがレンギルの卸浄咎に穿うがたれていた頃、五〇〇の騎き馬ば隊を率いてフレリカ軍右陣を離はなれたマギー隊は、井せい蘭らん塔とうを守る歩兵八〇〇の帝国軍本陣に進しん撃げきしていた。

　マギー隊は必死に槍やりを振るい、突とつ破ぱを試みる。

　目的はこの本陣の兵を倒す事ではなく、あくまで井蘭塔頂上に行く事なのだ。

「全軍に次ぐ！　ここに結集、一点突破よっ！」

『おおおおおおおおお！』

　敵本陣が全すべて歩兵だった事が幸いだった。

　マギー隊は五〇〇全てが騎馬隊なので、突撃してくるマギー隊を止める事が出来なかったのだ。

　この辺りも考こう慮りよされた、シエルの策だった。

　マギー隊が一気に敵本陣を抜ぬけると、目の前に泰たい然ぜんと聳そびえる井蘭塔が姿を現した。

　その窓から、マギー隊に向かって矢の雨が降りそそぐ。

　それを盾たてや槍で弾はじきつつ、マギー隊は井蘭塔に進軍する。

　井蘭塔の入口は、ぽっかりと巨きよ大だいな口を開いていた。

「あそこだ、全軍突撃ッ！」

『おおおおおおおおおおおおおおおー！』

　勢いに乗ったマギー隊は、入口を守る帝国兵を薙なぎ倒して馬を下り、ついに井蘭塔内部に侵しん入にゆうした。

　井蘭塔の中はシンプルな造りだった。木製の床ゆか板いたが内ない壁へきに取り付けられ、それが螺ら旋せん状に上へと向かっている。窓からは外光が差し込み、さほど暗くはなかった。

　これなら五〇〇名が、一気に上まで駆かけ上れる。

「よし、一〇〇名は入口を守り、敵兵を入れないように。残りは上を目指す！」

「ははっ！」

　井蘭塔の中には、二〇〇人の弓兵がいた。

　マギー隊は矢に注意しつつ、螺旋状に続く床を駆け上がりながら敵兵を倒していく。

　だが、さすがに狭せまい井蘭塔の中で、二〇〇人が放つ矢を全て避よける事はできない。

　次々と矢に倒れるマギー隊。

　だがそれでも、着実に上へと向かうマギー隊は、徐じよ々じよに井蘭塔を制圧していった。

　立ちはだかる帝てい国こく兵を叩き落とし、薙ぎ払はらう。

　弓を受けて傷だらけになっても、足だけは止めなかった。

「みんな、ここが正念場よ！　このまま頂上まで行こう！」

『おおっ！』

　中にいた兵は殆ほとんどが外に攻こう撃げきする為ための弓兵ばかりだった。

　接近戦を得意とするマギー隊の勢いは止まらず、あっという間に井蘭塔内部の半分以上を制圧した。帝国征西軍は必死に矢を放っていたが、一いち丸がんとなって駆け上がるマギー隊の前に次々と倒されていく。

「もうすぐ頂上……う!?」

　ようやく最上階手前まで来たマギー隊の足が、ついに止まった。

　最上階への道。

　それが、どこにも無かったのだ。

「これは……どういう!?」

　その時、天てん井じようから複数の光が井蘭塔内部に差し込み、矢が降ってきた。

「うあああ、あわわっ!?」

　前は行き止まり、上はとても槍が届くような高さではない。

「ぬううう」

　悔くやしがるマギー隊に、上から無情な声が聞こえてきた。

「はっはっは、残念だったなフレリカ兵の諸君！　この井蘭塔はあくまでレンギル様が外に向かって攻撃する為のものだ！　故ゆえに内部に侵入されても、梯はし子ごを外してしまえばそこから上に来れんようになっておるのだーっ！」

　井蘭塔の屋上から開いた窓は十ほどであり、屋上にはさほど多く兵は配置されていないようだった。

　とはいえ、井蘭塔内からは一いつ切さい手出しが出来ない状じよう況きように違ちがいはない。

「まんまと騙だまされおって。貴様等はそこで、我らの矢を存分に──」

　上から降ってくる声が、そこで止まった。




『まんまと騙されたのはお前達です！』




　どか、どす、という鈍にぶい音が響く。

「……ぅぅわぁあぁぁああああああああああ！」

　そして叫さけび声と共に、一人の兵士が降ってきた。

「軍長ですかあっ!?」

　マギー隊の兵が上に向かって叫ぶ。

　すると、それに応こたえるように上から帝国兵が降ってきた。

「よくやったです、カリノ！」

「やった、軍長が上に到とう達たつしたっ！　後は井蘭塔内の残兵を片づけるわよっ！」

　マギー隊を任された副隊長カリノが叫ぶ。

『おおおおおおっ！』

　そう、この井蘭塔に突撃したマギー隊の中に、マギー本人はいなかったのである。

　ではその時、マギーはどこにいたのか。

　それは、シエルが渡わたした封ふう書しよに答えが記されていた。

『マギーは五〇〇で戦線を離り脱だつ後、敵本ほん陣じんを強きよう襲しゆう。レンギルがいる井蘭塔内部に隊を侵入させよ。但ただし、隊の指揮は別の人物に任せ、マギー本人は井蘭塔裏手から外壁を登り頂上を目指せ。

　井蘭塔は木製である。ナイフを多めに用意し、これを交こう互ごに刺さしていけば登れるだろう。井蘭塔の兵は内部に侵入したマギー隊に意識が集中している。その間かん隙げきを突け』

　かくしてマギーはその指示通り無人の井蘭塔裏を登り、頂上へと辿たどり着いたのだ。

「くそ、どうやって……」

　赤いスケールアーマーを着た帝国兵が狼狽うろたえる。

　何せ所持しているのは刃はの短いナイフと、弓矢のみだ。

「ええい、あの女に向かって矢を射──」

　次の瞬しゆん間かん、素す早ばやく距きよ離りを詰つめたマギーの左足が、帝国兵の側頭部を捉とらえる。

　ごきん、と嫌な音がして、敵兵は井蘭塔の中へと墜つい落らくした。

「うお……おお……」

　矢を弓につがえようとした兵士らの動きが止まる。

　外見は小こ柄がらな少女だが、その蹴けりの鋭するどさは常人のものではなく、誰だれもが畏おそれを抱いだいた。

「あと八人です」

　ぎらり、と目を光らせるマギー。

『放てえええ！』

　帝国兵が、血相を変えてマギーに矢を放つ。

　マギーは瞬時に矢の軌き道どうを読むと、踊おどるように矢を避ける。

　どうしても避けきれない三本の矢を、右足を振ふり上げて払い落とした。

　その右足で思い切り床ゆかを蹴ると、空中で左足に刃を出し、四人を瞬またたく間まに斬きり伏ふせた。

「あと四人」

　着地し、両手両足を床にぺたりと着けるマギー。

　そのしなやかな動きは、まるで猛もう獣じゆうのようだった。

「ええい、剣けんを抜け、四人で囲めば──」

　無む駄だだった。

　既すでにマギーは宙に跳はね、右足の刃も出して回転しながら三人を屠ほふっていた。

「あわ、わわわ」

　指揮を執とっていた男の胸に、マギーの左の刃が突つき刺さる。

　そのまま右足を跳ね上げ、男の首を空高く舞まい上げた。

　ふわり、とマギーのスカートが揺ゆれる。

　床に刃を突き立てて着地した彼女の周囲には、敵兵が無む惨ざんな姿で横たわっていた。

　刹せつ那な。

　ヒュン、と風を切る音がマギーの背後から聞こえた。

　振り返ると、回転しながら飛んでくる鋭い矢が視界に入った。

（避けられない！）

　そう判断したマギーは咄とつ嗟さに身体からだを捻ひねり、ガントレットで矢を受け止める。

　次の瞬間、激しい衝しよう撃げきが走り、マギーは回転しながら床に叩たたきつけられた。

「うぐっ！」

　すぐに体勢を立て直し、矢が飛んできた方向を睨にらみつけるマギー。

　そこにいたのは、赤い胸当てを着け、白い髪かみを風になびかせる男だった。

「まったく、年とし頃ごろのおなごがそんなに足を開くでないわ。みっともない」

　帝国の四将、征西将軍レンギルである。

「レンギル──」

「心臓を狙ねらったんじゃが……お主ぬし、とんでもない反射神経じゃのう」

　にいい、と笑えみを浮うかべるレンギル。

　その顔を見て、マギーは身体中の血液が逆流し、意識が遠くなる。

　エリューディンの仲間や家族を奪うばい、メリッサ城の戦いでは副将バスケスを討った、憎にくき敵将。

「ふ────っ！」

　マギーは思い切り息を吐はき、どん、と左拳こぶしで胸を叩く。

　恨うらみで我を忘れそうな自分を制したのだ。

（落ち着くですよ。頭に血が上ったら、絶対に討うてない相手です）

　マギーは静かに姿勢を低くし、レンギルを睨みつけた。

「お主、メリッサ城でも見かけたな。全く、あれだけやられてまだ懲こりんのか？」

　レンギルが背中から矢を三本出し、二本を指に挟はさみ、もう一本を豪ごう奢しやな金の弓に合わせる。

　マギーは顔にかかる髪を左手で搔かき上げて言った。

「なるほど……それが〝卸おん浄じよう咎きゆう〟の副作用セコンダリですか」

　巨きよ大だいな弓矢を出し、超ちよう長ちよう距きよ離りを射い貫ぬく最強のアーティファクト〝卸浄咎〟。

　だが、やはりその副作用セコンダリも甚じん大だいだった。

　レンギルの下半身から木の根のような物が生え、井蘭塔の床と同化していたのだ。

　あれでは動こうにも動けない。

「儂わしを討つならば副作用セコンダリで動けぬ今のうちじゃぞ。但ただし、そこから儂まで十歩ほど。この距離なら三射は撃うてる。帝国一の弓使いといわれた儂の矢を三射も避けられるかの？」

　ニヤリと笑うレンギルからは、余よ裕ゆうすら窺うかがえる。

　ぎりり、と弓を引くレンギル。

　獲え物ものを狙う猫ねこのように前まえ屈かがみになり、集中力を高めていくマギー。

　重苦しい緊きん張ちよう感かんが、二人の肩かたにのしかかった。

「娘むすめ、名は？」

「フレリカ軍千人長マギー・バイパー。レンギル、覚かく悟ご！」

　マギーがしなやかに床を蹴った。

「かかって来い小娘ぇ！」

　同時に、レンギルが矢を放った！

　その一射は、マギーの太ふと股ももを狙っていた。

　寸分の狂くるいもなく、正確に。

　だがマギーは身体を回転させ、爪そう甲こう沓とうで矢を弾はじく。

　軌道を変えられた矢が、びいいん、と音を立てて床に突き刺さる。

「がはは、さすがにやりよるわ！」

　マギーが跳とぶ。

　脚あしを後ろに反そらせ、力を溜ため込む。

「だが甘い！」

　レンギルが目の前で素早く弓を構え、二射目を放つ。

　二本目の矢は、一本目よりも速く、鋭く飛んで来た。

　しかもマギーは既に空中で攻こう撃げき体勢を取っている為ため、格好の的だった。

（しまっ──）

　右肩に、激しい痛みが走る。

　レンギルの矢はマギーの右肩を貫いた。

　更さらに、その一いつ矢しの衝撃は身体の勢いを止め、マギーは床に落とされていた。

　ぞくり、と悪お寒かんが走る。

　慌あわてて顔を上げるマギーを、レンギルが見下ろしていた。

　弓には、早くも最後の矢がつがえられていた。

『終わりじゃ娘ぇ！』

『うああああああああ！』

　交こう錯さくする二人の視線。

　レンギルが、目め一いつ杯ぱい引いた弦つるを離はなす。
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　この超至近距離射撃に対し、マギーは身体を後ろに反らせて足を振り上げた。

　キィン、という響ひびきと共に、レンギルの矢は空へと吸い込まれていった。

「な──」

　マギーは左足で跳び、上げた右足をそのままレンギルの頭上に掲かかげた。

『うりゃあ──────────────────ッ！』

　渾こん身しんの力を込こめて斬り下ろす。

　爪甲沓の刃が、レンギルの左肩に突き刺さった。

「うご……がふ……」

　べきぼき、と骨が砕くだける音がして、レンギルの口から鮮せん血けつが溢あふれ出た。

　マギーは斬りつけた右足を軸じくに、レンギルの真上に向かって回転しながら宙を舞う。

「はああああああああっ！」

　そして刃を出していない左足でレンギルの顎あごを打ち抜く！

　ごり、という鈍にぶい音がした。

「おぶ、ぼ、ぼおお……」

　豪ごう奢しやに飾かざられた金の弓を落とし、マギーの攻撃による衝撃で後方に身体を浮かすレンギル。

　だが、その両足はまだ〝卸浄咎〟の副作用セコンダリによって固定されており、吹ふき飛ぶ事すら許されなかった。

『おお、おのれええええ！』

　咆ほう哮こうするレンギル。

　マギーは着地と同時に左足の刃を出し、身体を捻ひねって回し蹴りを放つ。

　まるで空気をも切り裂さくかのように、速く。

　スカートが蝶ちようのように浮き、鍛きたえ上げられた太股を露あらわにしてレンギルの首を襲おそった。

　ごきり。

「あ……がああ……」

　急速に目から生気が失われるレンギル。

　鋭えい利りな刃物が、硬かたい首の骨を砕いていた。

『ふああああああああああああああああああああああああああああああああ！』

　渾身の力を振り絞しぼり、マギーは雄お叫たけびを上げながらレンギルの首に刺さった刃を、力任せに振り抜いた！

　キィン、という甲かん高だかい音と共に、マギーが着地する。

　その背後で、ごつん、ごつん、と鈍い震しん動どうがあった。

　振り返ると、床にレンギルのヘルムとその頭が転がっていた。

「はあっ、はあっ……ぷはあっ！」

　解き放たれた、緊きん張ちようと責任。

　安あん堵どと同時に抑おさえ込んでいた井蘭塔を登ってきた疲ひ労ろうと、右肩に刺さった矢の傷の痛みが噴ふき出した。

「や、やった……」

　意識が飛びそうになり、がくんと膝ひざが折れる。

　だが足を左ひだり腕うでで押さえ込み、踏ふん張った。

　征西将軍レンギルを討った。

　それを、全軍に知らしめなくてはならない。

　マギーはよろよろと歩き、レンギルの赤いヘルムを拾うと、それを掲げて叫さけんだ。




『トーレ帝てい国こく四将が一人、征西将軍レンギル。フレリカの千人長マギー・バイパーが討ち取ったぁあああ！』




　一いつ瞬しゆん、戦場が静まりかえった。

　誰だれもが、槍やりを握にぎる手を緩ゆるめて目を丸くしていた。

　トーレ帝国が誇ほこる、最強の四将。

　征西将軍レンギルが……討ち死にした。

　その衝撃はさざ波のように伝でん播ぱし、やがて帝国軍の兵士から戦意を奪い、フレリカ軍の兵士には腹の底からこみ上げてくるような力を与あたえた。

　そして──

『うわあああああああああああああああああああああああああああああああああっ！』

　帝国征西軍からは悲鳴が。

　フレリカ王国軍からは歓かん声せいが。

　それぞれの陣じんからの雄叫びが、冬の寒空を貫つらぬいた。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




『報告します、マギー千人長、征西将軍レンギルを討ちましたっ！』

『ほ、本当か！』

　フレリカ軍、本陣。

　ミオがその報告を馬上で受け、思わず声を上げた。

「シエル！」

　隣となりで寒さに震ふるえつつ、同じく馬上で戦せん況きようを眺ながめていたシエルに声をかける。

　シエルは自信に満ちた顔で、大きく頷うなずいた。

「メリッサ城の失態なんか、吹き飛んじゃったね」

「うむ！　本当に凄すごい事を成し遂とげたぞマギーは！　何せ帝国四将の一角を落としたのだからな。これでマギー・バイパーの名は、嫌いやでもラーカス中に轟とどろくだろうな」

　ミオの言葉が、自分の事のように嬉うれしかった。

（これが義ぎ兄妹きようだい、ってやつなのかな）

　ほんのり温かくなる胸に手を当て、シエルはミオに告げる。

「さあミオ、勝かち鬨どきを上げて全軍に下げ知じを。敵が総大将を失った今、僕らは戦勝軍であり、帝国軍は敗北軍なんだからね」

「ああ！」

　ミオは力強く頷き、右手を挙げて声を出した。

『敵軍総大将レンギルは倒たおれた！　よって我らはこの戦いくさの勝者である。左さ翼よくフレイ、右翼マギーの陣に伝えよ。武器を捨て、降こう伏ふくする者は迎むかえ入れよ。だが刃は向むかう者、逃にげる者には容よう赦しやするな！』

『おおおおおおおおおおお！』

　ミオの言葉を伝えに、伝令が四方に飛ぶ。

　フレイは敵軍副将フィガロを斬きり、ザグロニアは片かた腕うでを失いつつも同副将アゼムを倒した。この絶対的な力を持った副将を失った事により、帝国征西軍の指揮系統は機能せず、混乱に陥おちいる。

　フレイ、マギーの両翼軍は逃げ出す帝国軍を追うべく車輪陣を解き、追つい撃げき戦せんに入った。

　ザグロニア軍は万が一を考えて、その場で待機するよう指示を出した。ザグロニアが負傷したのもあるが、こういう勝利の瞬間に大きな隙すきができる事をシエルは知っていた。

　やがて帝国征西軍自じ慢まんの井せい蘭らん塔とうに、火の手が上がる。それは井蘭塔を制圧したマギー軍別べつ働どう隊の手によるもので、そう指示をしたのも勿もち論ろん、シエルだった。

　井蘭塔炎えん上じよう。

　それは征西将軍レンギル討たれるという情報が誤報ではないかと、最後の最後まで希望を捨てていなかった者達の心を粉々に砕き、敗北を決定づける狼煙のろしとなった。




　帝国暦れき三十八年十二月。

　帝国征西軍七〇〇〇対フレリカ王国軍四〇〇〇で始まった『トゥルネー平原の戦い』は、僅わずか半日、フレリカ軍の勝利で、幕を閉じた。







　第五章　迫せまる暗雲




　トゥルネー平原の合かつ戦せんにより、フレリカ軍は八〇〇の兵を失ったが、帝てい国こく征せい西せい軍の損害はフレリカ軍よりもはるかに大きかった。

　帝国征西軍は合戦で大敗した上、その後フレイ、マギー、ザグロニア軍による執しつ拗ような追撃を受け、実に四五〇〇という凄すさまじい数の兵が倒れた。

　しかも軍の要かなめとなるレンギルと副将二人と井せい蘭らん塔とうを失うなど、その被ひ害がいは甚じん大だいだった。

　フレリカに降こう伏ふくした兵は二〇〇〇以上。残る敗残兵は西のルナリムに逃げ込み、堅かたく城門を閉とざして応戦してきた為ため、追撃はそこまでとして引き上げた。

　シエルは翌日、トゥルネー平原の兵をまとめ、三日後、モロの城へと帰き還かんした。モロは負傷したザグロニア将軍とラミナ、ドリスを補ほ佐さに置き、一〇〇〇の兵で守らせた。

　それから四日後。

　シエルはミオと共にフレイ、マギーら諸将と兵を連れ、王都と定めたルイユノークに向かっていた。

　トゥルネー平原での勝利がフレリカ軍にもたらしたものは、計り知れない。

　一兵に至るまで自信に満ちた表情で、時折談だん笑しようまで聞こえてきた。

「改めて考えてみると帝国征西軍を倒したというのは、凄すごい事だな」

　馬車から後方を覗のぞき、フレリカの国旗を意い気き揚よう々ようと翳かざしながら笑え顔がおで行軍する兵らを見ていたミオが言う。

「そ、そりゃ、そうだよ。ただ、この勝利で帝国は僕らを無視できなくなった。それが心配だけ、げほっげほっ、かはあっ！」

　馬車の椅い子すに寝ねかされ、布ふ団とんをかぶせられたシエルが、咽むせながらぱたりと倒れた。

「ああっ、シエル！」

　その顔は真っ赤で、目は充じゆう血けつしている。

　シエルは何度も寒風に晒さらされた為、とうとう風か邪ぜを引いて熱を出してしまったのだ。

「まったく、仕方のない奴やつだな」

　甲か斐い甲が斐いしく布団を直し、シエルの横に座るミオ。

「王女に介かい抱ほうされる臣下など、この世のどこにあろうか」

　嘆たん息そくするミオだったが、そもそも風邪が感染するといけないからと別の馬車に行こうとしたところを、ミオ本人が自分の馬車にシエルを運ばせ、介抱を買って出たのだ。

「うー、寒い、あたま痛い、のど痛いよう」

　弱よわ音ねを吐はきまくるシエル。

「こうして弱ったお前を見ていると、帝国軍を倒した軍師とは思えんな」

　ミオが呟つぶやきながら、シエルの頭を自分の太ふと股ももの上に載のせる。

　いつもならドギマギしてしまうところだったが、今のシエルにはそんな余よ裕ゆうはなかった。

「本当に、ありがとうシエル」

　ミオの、吸い込まれそうな笑顔が目に入った。

「僕は、道を示しただけ。フレイ、ザグロニア、ラミナ、リンシア……そしてマギー。諸将のがんばりのお陰かげだよ」

　ただ、征西将軍レンギルのアーティファクト〝卸おん浄じよう咎きゆう〟の直撃を受けたラミナは肋ろつ骨こつを三本折り、その父ザグロニアは右みぎ腕うでを失うという重傷を負った。

　だが帝国征西軍を相手に怪け我がで済んだのは、寧むしろ不幸中の幸いだった。

「僕は軍師だから、今回くらいの規模の戦いくさがあれば何人討うち死にすると、そこまで考えて策を練り、陣じん立だてを行い、準備しておかなきゃならない。そういう者達の事を思うと……あいたっ！」

　そう漏もらすシエルの額を、ぺしんと叩たたくミオ。

「これは戦なんだ、仕方がない。誰だれ一人ひとりお前を責めたりはしないだろう」

「……ん、きっとそうだろうね。だからこそ、僕は辛つらい」

「ならば、せめて私達だけでも彼らの冥めい福ふくを祈いのってもいいだろう」

　今回の戦で命を落とした八〇〇名の兵士達にだって家族があり、恋こい人びとがあり、帰るところがあっただろう。

　それでも彼らは勇ゆう敢かんに戦い、フレリカ軍に勝利をもたらしてくれた。

　シエルとミオは目を閉じ、静かに黙もく禱とうを捧ささげた。

「将であれ兵であれ、みな大事な命を燃やしている。まだまだ戦はあるだろうし、多くの未来ある者達が命を落とすだろう。そんな彼らを、これからも私とシエルだけは静かに偲しのんでやろう。立ち止まらず、逃げもせず、しっかりと受け止めよう。

　今のフレリカがあるのは、お前達のお陰なのだとな」

　シエルの額を、ミオが優やさしく撫なでる。

「ミオ……」

「シエル……」

　ミオの顔が、近づいて来る。

　その時だった。

『急報、急報！』

「「だわっはあああああああああああっ！」」

　咄とつ嗟さにミオがシエルの頭を落として飛び上がり、後頭部を木の椅子に打ちつけたシエルが頭を抱かかえて痛みを堪こらえる。

　ミオはそのまま窓を開け、外から声を掛かけてきた騎き兵へいに目をやった。

　それは、シエルの部下である蜂はち蜘く蛛も隊たいの者だった。

「進軍を停止しろ！」

　その命で行軍が止まり、馬車がゆっくりと速度を落とす。ミオは馬車のドアを開け、下馬して片かた膝ひざをついていた斥せつ候こうに声を掛けた。

「どうした？」

「ははっ、東からゼルバーグ地方に侵しん攻こうしたパルディナ皇こう国こく軍が、帝国鎮ちん南なん軍をティモリア草原にて打ち破ったとの事です！」

「なにっ!?　鎮南軍も敗やぶれたのか！」

　その報にミオは喜び、シエルは身体を硬こう直ちよくさせた。

「パルディナ軍は、やはり天翼狼ジオードの軍師アレイアが出たのか？」

「はい。アレイアは自ら一軍を率い、帝国鎮南軍を翻ほん弄ろうしたとか」

「そうか。では引き続き情報収集に当たれ。特にティモリア草原の合戦について詳しよう細さいを探さぐらせろ。シエルならばきっと、そこに興味を持つだろうからな」

「ははっ！」

　その蜂蜘蛛隊員はミオに一礼し、再び騎き乗じようして走り去った。

「よし、進軍開始だ！」

　ミオの号令で、フレリカ軍が再び動き出した。

「シエル、パルディナも帝国軍を倒したぞ。これで帝国の権けん威いはだいぶ落ちたな！」

　ミオは白金プラチナのツインテールを揺ゆらして喜ぶ。

「んー、これは喜ぶべき事じゃないよミオ」

「え!?」

　シエルは赤い顔をミオに向けた。

「もしパルディナがこのままの勢いで東フレリカ地方まで手を伸のばす事になれば、僕らはパルディナと不ふ可か侵しん条約を結んだ関係上、手出しが出来ないんだ」

「あ」

　ミオはシエルに指し摘てきされ、はっとした。

「特に注意したいのはラーゼンだね。ラーゼンをパルディナが落としたら、その南のブレイブも落ちたも同然だ。そうなると僕らとしては、念願の旧王都ミスティケープ奪だつ還かんが難しくなる。同盟を結んでいる相手から領土を取り返さないといけないんだからね」

「む、むう……」

　ミオから笑みが消え、難しい顔になった。

「パルディナや帝国鎮南軍は、これからどう動くだろうか？」

「どちらにしても、やっぱりラーゼンが鍵かぎになるよ。パルディナがここを取れば、帝国とフレリカの両方を押さえられる。帝国鎮南軍はラーゼンを取られると、本国との繫つながりが分断されてしまう。意地でも守らなきゃならない拠きよ点てんだよ」

　はあはあと息を荒あらげつつ、シエルはミオに説明した。

「そうか……そう考えると、我らが兵を出して再びラーゼンを取るべきだろうか？」

「それは、うぷ、やめたほうが、いい」

「何な故ぜだ？」

「う……げほ、げほ」

　シエルはそこまで言って、力ちから尽つきて眠ねむってしまった。

「喋しやべらせすぎたか」

　ミオは再びシエルの横に座り、髪かみを撫でながら呟いた。




　行軍する事、更さらに二日。

　フレリカ軍は南の拠点、ルイユノークに辿たどり着いた。

　フレリカ国王ミオがこの城を王都と定めてから、初めての入城となる。

　ルイユノーク市民はこの若く美しい王女を一目見ようと、沿道に立ち、町はさながらお祭りのようだった。

　ミオは先頭にフレリカ軍を率いたフレイ将軍、次に軍師シエル、左右にマギー千人長、ラミナ三百人長を置き、自ら馬に乗って沿道の市民に手を振ふって応こたえた。

　ルイユノークは水の都みやことしても知られている美しい町で、城じよう壁へきも新しく、分厚くて高い。まさに旧フレリカ王都ミスティケープと双そう璧へきをなすに相応ふさわしい要害だ。

　城門前まで来ると、そこにはこの地を任されていた臣下らがミオ達を横一列になって出で迎むかえた。

　真ん中には右う尚しよう書しよエナとその部下、アルガードが頭こうべを垂れていた。




　三時間後、ルイユノーク城の王座の間。

　ここにフレリカの臣下、諸将らが集まり、玉座の前に立つミオに一礼した。

　ミオの右みぎ隣どなりにはエナ、左隣にはシエルが立つ。

「皆みなの者、ご苦労である。まずはここルイユノークの人々に、我が父に代わって感謝の言葉を贈おくりたい。皆、よくぞフレリカ王国の為に尽じん力りよくしてくれた。ありがとう。そして、これからもよろしく頼たのむ」

『ははーっ！』

　その場の皆が片膝をつき、ミオに拝礼した。

　ミオもそんな臣下らに一礼し、玉座に腰こしを下ろす。

　次に、病やみ上がりのシエルが声を上げた。

「それでは、これより先のトゥルネー平原の合戦での論功行賞授じゆ与よに移る。まずはフレイ・フォルク将軍！」

「おうっ！」

　フレイが立ち上がり、前に出る。

　威い風ふう堂どう々どうたる姿に、味方であるにも拘かかわらず、背筋を伸ばす者が続出した。

　そんな中、フレイがミオの眼前で片膝をつく。

　シエルはそんなフレイに対し、手にした書面を広げて読み上げた。

「フレイ将軍。そなたが先のトゥルネー平原の戦いで、帝てい国こく征西軍副将フィガロを見事に討った功績は大きい。よって将軍には爵しやく位いと、報ほう奨しよう金三〇〇〇エルンを授与する」

　おおおお、とざわめく一同。

　爵位を持たなかったフレイに与あたえられたのは男爵の位だが、これでフォルク家は歴れつきとした貴族の仲間入りである。

　ミオは男爵の勲くん章しようを従者から受け取り、片膝をつくフレイの右腕にそれを着けた。

「これでお前はフォルク卿きようである。これからも私と、フレリカの為ために尽つくせ」

「ははっ、有り難き幸せ！」

　フレイは堂々と勲章と目録を受け、再び席に戻もどった。

　シエルは更に、書面を読み上げる。

「次にここにはいないが、ザグロニア将軍も副将アゼムを討ち取った。よって彼かの者にも爵位と報奨金三〇〇〇エルンが授与される」

　ザグロニア将軍の名に、場内から拍はく手しゆが湧わき起こる。

　これでザグロニアもフレイと同じく爵位を授与され、男爵になった。

　そして、場内の空気が変わった。

　次に名を呼ばれるのは征西将軍レンギルを討った、トゥルネー平原の合戦で最大の功労者である。

「では次、マギー・バイパー千人長」

「ははははいです！」

　マギーはびょんと立ち上がり、かっちかちのまま前に進んでいく。

「ぅわぎゃ！」

　べたん、と転ぶマギー。

　場内が笑いに包まれた。

「ああううう」

　鼻を押さえ、真っ赤な顔でわたわたと前に出るマギー。

　その目の前に、ミオが立った。

「マギーよ。そなたはトゥルネー平原の戦いにおいて長年帝国に君臨してきた四将の一人、征西将軍レンギルを見事に討った。その功績は間ま違ちがいなく最上であり、フレリカ王国としても最高の恩賞で応えよう。マギー・バイパー千人長を将軍に昇しよう格かくし、報奨金四〇〇〇エルンを与えるものとする！」

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　場内からマギーに、歓かん声せいが湧き、惜おしみない拍手喝かつ采さいが送られた。

　それだけ、トゥルネー平原の合戦での勝利は大きかったのだ。

　何せ、負けていれば亡国の危機だった。

　それを救ったのは軍師シエルの知ち恵えと、決定的な仕事をやってのけたマギーだった。

「ああ、あうう……」

　緊きん張ちようと、喜びと、戸と惑まどいと。

　様々な感情が混ざり、マギーが大きな瞳ひとみからぼろぼろと涙なみだを零こぼした。

「さあマギー将軍、顔を上げて、ミオ陛へい下かに御お礼れいの言葉を」

「はい……ぐす、はいです！」

　シエルに促うながされ、マギーが泣き顔を上げる。

　そんなマギーにミオが声をかけた。

「マギー将軍よ。此こ度たびの戦いくさ、本当によくやってくれた。これからは軍師の言葉を重く受けとめ、くれぐれも軽けい率そつな行動をするでないぞ」

「はい、陛下のお言葉、軍師のお言葉、肝きもに銘めいじて忘れないです！」

　再び、拍手が湧き起こる。

　マギーは涙まみれになりながら笑えみを浮うかべ、そしてフレイの隣に戻った。

「そして皆に告ぐ。トゥルネー平原の合戦はここにいる軍師シエルの力が非常に大きく、彼なくして勝利がなかったのは諸将全員が理解している事と思う。よってシエル・スノーハートにも大きな恩賞を与えねばならん！」

「へ？」

　ミオが言い終えると、雨のような拍手に包まれた。

「よろしい。では天翔虎カルーデイアの軍師シエルにも爵位を与え、彼の者を男爵に取り上げる。更に四〇〇〇エルンを報奨金として贈ろう！」

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　拍手と、喝采。

　今日一番大きなそれは、天翔虎カルーデイアの軍師シエルに送られた。

　シエルは照れながら頭を搔かき、ミオから勲章を授さずかる。

「さあシエルよ。この場で皆に一言挨あい拶さつせよ」

「は、はい」

　シエルはミオに一礼し、並ぶフレリカ王国の面々に顔を向けた。

「まずはこのような栄えい誉よを賜たまわり、ミオ陛下と皆に礼を言いたい。本当に、ありがとう」

　拍手が湧き起こり、それをエナが制した。

「僕はこの場で大事なことを二つ、皆に伝えておこうと思う。まず一つはラーカスの東、パルディナ皇国の台頭である。彼らはアールビー教の信者を集めて急速に力を付けている。先日入った報告によると帝てい国こく鎮南軍を破り、西へと版はん図とを広げているとか」

　ざわざわと、動どう揺ようの声が広間に広がった。

「これは我がフレリカにとっても由ゆ々ゆしき事である。パルディナはおそらく東フレリカ地方にまで侵しん攻こうし、やがて我らの王都であったミスティケープに至るだろう」

　シエルがそう言って、初めて事の重大さに気づいた者達が嘆たん息そくした。

　フレリカ王都はミオがここルイユノークと宣言したが、元フレリカ国民はやはりどこかでミスティケープ奪還を夢見ていたのだ。

「軍師よ、これから我らはどうする？」

　ミオの問いかけに、シエルは笑みを浮かべて言った。

『北に強大なトーレ帝国あり。東に新興勢力パルディナ皇国あり。ならば我らは……西のエリューディンを狙ねらう！』

　その言葉に、ざわめきはどよめきに変わった。

「征西将軍レンギル亡なき今、エリューディンには大した将もいないだろう。ここを取ればフレリカは、帝国やパルディナ、リュナスに並ぶ勢力となる。これを足がかりとし、我らはラーカス統一への道を進むぞ！」
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『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお』

　エリューディン侵攻。

　それはフレリカ王国が生き残る為の道でもあった。

　シエルの言葉を受け、ミオが玉座から立って前に出た。

「軍師の言葉、聞いたであろう。我らが目指すのは真の平和である。武官、文官の皆も、そう心得よ。なお他の者の論功授与は後日、右尚書エナと軍師シエルに相談し、速すみやかに、厳正に行う。フレリカ王国は常にお前達と共にある。しっかり励はげめ！」

『はは────っ！』

　その場にいた全員が、ミオに拝礼した。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




「ぶっはー、終わった終わった！」

　ミオがソファに足を広げて座る。

　純白のスカートが舞まい、ちらりと白いぱんつが目に入る。

　シエルは顔を赤くして床ゆかに目を落とした。

　ミオは王おう宮きゆうにシエル、フレイ、マギー、エナ、アルガードを招き寄せ、客間に集めていた。シエルらにあてがう屋や敷しきは、まだ用意されていない。その為、今日はミオのはからいで迎げい賓ひん館かんに泊とまる事を許されていた。

「ミオ様。本当に、ありがとうございますです」

　真っ先に片かた膝ひざをついたのは、新将軍マギーだった。

「あー、堅かた苦くるしい事を言うなマギー。お前がシエルや私の期待に応こたえてくれたから、私はそれに報むくいたまでだ」

「はいです」

　マギーがまた涙ぐむ。

　その頭を、フレイががしがしと摑つかんだ。

「お前ならやってくれると信じてた。オレも嬉うれしいぜ。やっと肩かたを並べて戦えるな！」

「フレイのあにき……ボクも嬉しいです」

　にはは、と笑うマギー。

　やっぱり、マギーには笑顔が一番だった。

「さてと、今後の事なのだが、何な故ぜ我らは兵を東ではなく西に向けるのだ？」

　ミオがそう訊きくと、シエルは頭を搔いて答えた。

「確かに、今すぐ帝国鎮南軍に奪うばわれたラーゼンを攻せめ、ブレイブとミスティケープを狙う兵力はある。でも、僕はそれがフレリカの為になるとは思えないと考え直した」

「ほう？」

「ここルイユノーク、ヒューレ、モロの西フレリカと、ミスティケープ、ブレイブ、ラーゼンの東フレリカ。これを手中に収めれば、フレリカ全土を帝国から取り返した事になる。もしそれを実現したなら、再びミスティケープを王都に定め、それ以上は求めないという者が多く現れるよ」

「!?」

　ミオはシエルの言葉に、はっとした。

「僕はミオがフレリカの再興ではなく天下統一を狙うと言ったその時から、どうすればそれが実現するのかを考えた。天下を統一するなら守りに入っちゃいけない。だから、ミスティケープを落とすのは最後でいい」

「なるほどね。フレリカの民たみならフレリカ全土を手中に収めた時点で多かれ少なかれ、モチベーションが下がるのは必ひつ至しだわ」

　エナも、シエルの言葉に賛同した。

「勿もち論ろん、それだけじゃないけどね。帝国がエリューディンに将兵を送り、再び地じ盤ばんを固める前に切り取っておきたいんだ。ユミカなら、すぐにでもそうするはずだから」

　帝国の天竜姫テユリオンユミカは、老師ディオラの跡あとを継ついで帝国の大軍師になった。

　だがシエルはミオの為ために、仲間達の為に、負けるわけにはいかなかった。

「どうしたんですか軍師、ぼーっとして」

　アルガードに訊かれ、はっとして顔を上げた。

「い、いや、何でもない」

「そうですか……ところで軍師、エナ右尚書と相談していたのですが、パルディナともう少し、話をされては如何いかがかと。パルディナ皇国はいずれ困こん窮きゆうすると思われますので」

　そこへエナが割って入る。

「パルディナ皇国は元々、アールビー教という宗教が育って国になったわ。今は勢いに乗って版図を広げているけど、そんなに急に領土を広げたら大した器うつわじゃない人間にも城や町を任せなきゃならなくなる。しかも、そう簡単にアールビー信徒が増えるとも思えないから、ゆくゆくは国が乱れるわ」

「そんなもんなのか？」

　首を傾かしげたのは、フレイとマギーとミオだった。

「シエルが領土の拡大に慎しん重ちようなのは、わかりやすく言うと国としての密度が薄うすれるのを抑おさえる為です。人も兵もお金もないのに守る場所だけ増やせば、帝国にとって切り崩くずしやすくなるだけだもの」

　エナがさらっとそう言うと、シエルは静かに頷うなずいた。

「ははっ、さすがはエナだね。お見通しか」

「政治的視点から見ると、急速に領土を広げられると困るのよ。きちんと治めていいのか、それとも捨て石なのか、教えてもらわないとねえ」

　ぎくり、とシエルの肩が竦すくむ。

「せーっかくあたしが手塩に掛かけて作り上げたラーゼンをあっさりと捨ててくれて……ねえ、シエル？」

「あ、あ、あれは、仕方がなかったじゃないか！」

「そうねえ、仕方がないわねえ。でもさあ、あたしには先に色々と言っておいてくれないとさあ、困るじゃないのよ！」

　エナの目が輝かがやくと、シエルは風か邪ぜの時以上の悪お寒かんを感じ、後ずさる。

「シエルと離はなれてだいぶ間が空あいちゃったから……少し腕うでが鈍にぶっちゃったかも」

　エナの眼鏡がキラリと光る。

「それって僕以外は誰だれもエナの被ひ害がいに遭あってないって事!?」

「被害って何よ！　ワトソン流シリーズは、リアクションがいい男じゃないと気持ちよくないの！」

「気持ちいいのはエナだけじゃないか！」

　部屋を走り回って逃げるシエル。

　追いかけるエナ。

　皆みなが、笑っていた。




　明けて翌年、帝てい国こく暦れき三十九年二月。

　フレリカ王国はエリューディンに兵を向けた。

　トゥルネー平原の戦いの勝利と元フレリカの将軍マードックの檄げきにより、フレリカ中の志こころざしある若者が続々と集つどった。更さらに降こう伏ふくした帝国征西軍を合わせ、総兵士数七〇〇〇にまで膨ふくれ上がっていた。

　そしてついに、王女ミオの号令によってエリューディン侵攻が始まったのである。

　遠征軍の総大将はザグロニア将軍。副将はフレイ将軍。

　その麾き下かには昇しよう格かくしたラミナ千人長、リンシア千人長。

　動員された兵は総勢四〇〇〇である。

　ところが、この大軍勢の中にシエルの姿は無かった。

　この軍の軍師を任されたのは、両手を腰こしに当てて風にマントを翻ひるがえし、小さな胸を張り自信に満ちた表情を浮うかべる一人の少女だった。




　同時刻。

　フレリカ軍出しゆつ陣じんの報を待ちわびていた者がいた。

　リーフに集められた帝国軍、その数九〇〇〇。

　フレリカ軍よりも早くエリューディンに到とう着ちやくした、帝国平へい北ほく軍一二〇〇〇。

　これに帝国鎮南軍三〇〇〇を加えた「フレリカ討とう伐ばつ軍」は、もう動いていたのである。

　全すべては、この若き帝国大軍師による指令だった。




　リーフ城の城じよう壁へきに立ち、長い黒くろ髪かみを風に靡なびかせる少女。

　天竜姫テユリオンの軍師、ユミカ・ローレンツである。




　今ここに、新生フレリカ王国の新たなる試練が始まろうとしていた。
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　あとがき




　こんにちは、上総かずさです。

　天翔虎カルーデイアの軍師二巻、ご拝読ありがとうございます！




　一巻が発売されてから中一ヶ月での刊行です。ありがとうございます！

　というのも、この巻の原げん稿こうが一巻発売日には上がっていたといった経けい緯いもありますが、何より一日も早く続きを発売して頂きたいという僕の望みが叶かなえられた形となり、大変嬉うれしく思っております。

　それだけ僕自身に、この物語の続きをどんどん書いていきたいという想おもいがあります。

　ファンタジー戦記を書くのは本当に面おも白しろいですが、気をつけないと暗く、重い話になってしまうのが悩なやましいです。僕はあくまでライトノベルとして、エグみのない戦記物として本作を書ききりたいと考えております。




　話は変わりますが、今シリーズを始めるに当たって孫そん子しの兵法書や小説版の三さん国ごく志し、史し記き、日本の合戦集などを資料として購こう入にゆうしました。その中で、改めて感かん銘めいを受けた一人の武将がいました。

　甲か斐いの虎とら、武たけ田だ信しん玄げんです。

　それまで僕は信玄について簡単な知識しかなかったのですが、調べれば調べる程ほど、僕の中では豪ごう放ほうなイメージだった信玄像が、いい意味で崩くずれていきました。

　戦国時代において本ほん拠きよ地ちに城を築かなかったり、個性豊かな猛もう将しようらをまとめる為ために心を砕くだいたりと、繊せん細さいな心の持ち主でした。

　本作の武将達も、心に残るようなキャラにできたらいいな、と思っております。




　さてさて、ではここで三巻の話をちょこっと。

　次の巻ではいよいよ天翔虎カルーデイアの軍師シエルと天竜姫テユリオンの軍師ユミカの直接対決が勃ぼつ発ぱつします。勢力拡大を目指すフレリカと、その前に立ちはだかるトーレ帝てい国こく。勢力を伸のばしつつある天翼狼ジオードの軍師アレイア擁ようするパルディナ皇国、未いまだ謎なぞの多いリュナス王国……。

　天翔虎カルーデイアの軍師は、どんどん話が進みます。

　これからもどうぞ、宜よろしくお願いします。




　二巻発売にあたり、まずはイラストを担当していただいている庄しよう名な先生に謝辞を送らせて頂きます。

　この巻が無事に発売出来たのも、庄名先生のご協力なしでは不可能でした。

　いつも楽しい打ち合わせで盛りあげてくれると同時に、的確なご指し摘てきをして作品を引き締しめて下さる担当Ｈ様。

　早めの刊行を許して頂いた編集長様。

　そして何より、温かいお手紙を送って下さる方々とツイッターのフォロワー様と、今この本を手にしているあなたに。

　あつく、あつく御お礼れい申し上げます。




　それでは、三巻で再びお会い出来る事を楽しみにしております。

　ではでは！





二〇一三年四月三〇日　上総朋とも大ひろ












天翔虎カルーデイアの軍ぐん師し２








上総かずさ朋とも大ひろ
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